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俺の脳内選択肢が、学園ラブコメを全力で邪魔している３








春日部タケル





角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ、もしくはある可能性の話







「奏かなでさーん」

「甘あま草くさ君」

「甘っちーっ」

　三方向から同時に声がかかる。




　ここはウォーターアミューズメントパーク、『アクア・ギャラクシー』。

　まあ平たく言えば、めちゃくちゃでっかいプールだ。

　場所が場所だけに、周りにいる人間は当然、みんな水着な訳で。

　声をかけてきた三人の女子、それぞれに視線を向ける。

　チョコレートカラーのビキニと、白い肌はだのコントラストが眩まぶしいショコラ。

　他ほかの二人の胸をチラチラ見て、無表情の中にもどこか悔くやしさを滲にじませている雪ゆき平ひら。

　その幼い言動とは不ふ釣つり合いな、メリハリのついた体を惜おしげも無く見せつける遊ゆう王おう子じ。

　改めて思う。こいつらは本当に、見た目だけなら満点だと。

　本来ならここで、『これで妙みような行動が無ければいいのに』的な文言が続くんだけど、今日はその限りじゃ無い。

　なぜなら、そういう選せん択たくをしたから。

「奏さん、あっちでかきごおりがたべたいですっ」

「甘草君、こっちのベンチで少し話がしたいんだけど」

「甘っち、そっちであたしと一いつ緒しよに泳ごーよ」

　このショコラは馬ば鹿かな事を言わないだろうし、雪平は毒をはかないだろうし、遊王子が子供みたいな悪戯いたずらをする事もないだろう。

「ちょっと待て、三人いっぺんに言われてもだな……」

　どの誘さそいに乗ろうか決めかねる俺に対して、三人はそれぞれの方向から、一気に距きよ離りを詰つめてきた。

　そして、ぴったりと体を密着させる。

「ちょ、お前ら近すぎ……当たってる！　なんか当たってるからっ！」

　ショコラ＆遊王子の豊かなそれと、申し訳程度の雪平のものが、三方向から押しつけられる。

「あててますからっ」

「……当ててるのよ」

「当ててるんだよっ」

　な、なんだこれ……最高すぎる。

　俺としては、その感かん触しよくをいつまでも味わっていたかったが、このままでは埒らちがあかないと思ったのか、三人は少しだけ俺の体から離はなれて、再び誘いをかけてきた。

「かきごおりをたべましょう」

「私と話をするのよね？」

「早く泳ごうよっ」

　計六つの塊かたまりが離れた後も、俺の肌にはその感触がはっきりと残っていた……天国か、ここは。

　後は、アレがなんらかの比ひ喩ゆ表現である事を祈いのるばかりだけど……

「ん？」

　不意に、頭上に何かの気配を感じた俺は、視線を向ける。

　どういう原理か、それまで空中に停止していたらしいその物体は、俺に見られるのがスイッチだったかのようなタイミングで落下してきた。

「うわっと」

　反射的に、それを受け止める。

「なんだこれ……時計？」

　それは、一見なんの変へん哲てつもない時計に思えた。

　変な所と言えば、ピッ、ピッ、ピッ、という妙な音がしているくらいで──

「……まさか」

　最悪の想像が脳のう裏りをよぎり、時計を裏返す。

　その液えき晶しように表示されていたのは、現在の時刻ではなく、七、六、五、という謎なぞのカウントダウン。

　一いつ瞬しゆんにして、顔から血の気が引いた。

　ど、どうする、どうするこれっ⁉

　その間にもカウントダウンは進行していく。四、三、二──

「さ、三人共逃にげっ──」

　瞬しゆん間かん、視界が閃せん光こうに包まれて、俺の意識はそこで途と切ぎれた。







　第一章　俺の居候がこんなに賢いわけがない
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「甘あま草くさ君、悪いんだけど、ちょっと説明してもらえるかな？」

　委員長（メガネ美人）のその声で、俺は思考から意識を引き戻もどされた。

「こういうプライベートには踏ふみ込みたくないんだけど……相手が相手だし、このままじゃみんな落ち着かないと思うんだ」

　委員長の言葉通り、クラス中の視線が俺に集中していた。

　そう、今の俺はクラス中……いや学校中の男子から殺意にも似た感情を抱いだかれている。

「やっぱり黒こく白びやく院いん会長と付き合ってるの？」

　今、俺の置かれているこの状じよう況きようは、女子の表ランキング一位にして、生徒会長である黒白院清せい羅らが、表ランキングと『お断りおことわり５フアイブ』の対たい抗こう戦せん中にとった行動に起因している。

「いや、そういう訳じゃないんだけど……」

　果たしてこんな言い訳が通るだろうか。なにしろあの会長は、全校生徒の前でいきなり俺に告白し、その場で抱だきつくという信じられない事をやらかしてくれた。

「じゃあ、やっぱり本命はショコラちゃんなの？」

　さらに、『呪のろい解除ミッション』の絡からみで、会長に抱きつかれたまま、ショコラに『だいすきですっ！』なんて言わせる羽目になったもんだから、事態は一層ややこしくなっている。

　おまけに、だ。

　ついさっき、会長がわざわざこの教室までやってきて、俺達が『奏かなでさん』、『清羅』と下の名前で呼び合ってる、みたいな誤解をみんなに与あたえていくという、トドメの一いち撃げきまで放っていった。

「ねえねえ、どうなの甘草君？」

　ぐい、と身を寄せてくる委員長。このキラキラした目の輝かがやきは、この場を収めようという委員長としての使命感じゃなく、単なる好こう奇き心しんによるものにしか見えないんだけど……

「つっ……」

　そのタイミングで頭痛が襲おそってきて、顔をしかめる。

「どうしたの？」

　こ、こんな釈しやく明めいとかしてる場合じゃない！

　改めて、脳内に出現している選せん択たく肢しを確かく認にんする。





【選べ　①ショコラに抱きつく

　　　　②雪ゆき平ひらふらのに抱きつく

　　　　③遊ゆう王おう子じ謳おう歌かに抱きつく】






　それは、三択。

《対抗戦に参加する女子全員から『好き』と言われる事》ってミッションをクリアしたから、選択肢になんらかの変化が起こるだろうとは予想してたけど、まさか三択とは……

　しかしこれ、ただ単に対象が三つになったってだけで、えげつなさは今までとなんも変わらないじゃないか。

「ぐっ……」

　うだうだと考えている間にも、催さい促そくの頭痛は強まっていく。く……駄だ目めだ、誰だれかを選ぶしかない。

　刺ささるようなみんなの視線を全力で無視しながら、窓まど際ぎわにいる雪平に目を向ける。

　いつも無表情でいる事が多いが、なんかジト目というか、非難の色のこもったような視線を送ってきていた。

　普ふ段だんから俺に友好的とは言い難がたいけど、なぜだか今日は、それとはまた別種のトゲトゲしいオーラを放っているように見える。

　平常時でも無理なのに、こんな状態ではどう考えたって抱きつける訳がない……駄目だ、雪平は却きやつ下かだ。

　一方、遊王子はというと……何だか微び妙みように顔を赤らめて、下を向いてもじもじしている。

　対抗戦の時に、アクシデントで俺にパンツを見られてしまったのが、恥はずかしかったらしいけど……普段はお子ちゃま思考全開でヘソ出しとかしまくってるくせに、相変わらず羞しゆう恥ちの基準がよく分からない。

　いつもの遊王子ならいざ知らず、この状態で抱きつくとなると、シャレで済みそうにない……こっちも駄目だ。

　とすると、残りは……

　俺の横にいるショコラに目を向ける。

「……」

　そこに、いつもの脳天気な感じの笑え顔がおは存在しなかった。

　……そう、今日のショコラは、なんだか様子がおかしい。

　遅おくれて教室にやってくるなり、『おなかがへりません』なんて言い出した。この食しよく欲よく魔ま神じんのショコラに限って、そんな事がありえる訳がない。

　でも今は、その理由を突つき止めている時間はない。委員長に聞こえないように、顔を寄せて小声で耳打ちする。

（悪いショコラ、選択肢が出たからちょっとだけ抱きつくぞ）

　ショコラからの反応は無かった。

　なんだか目も虚うつろだし、少し心配な症しよう状じようだが、まずは選択肢をどうにかしないと介かい抱ほうもできない。やる事をやってしまうしかない。

　それにはまず、こっちに注目しているみんなの注意を逸そらす必要がある。問題はその方法だけど──




【選べ　①生まれたままの姿を見せたくなった、と宣言する　②生まれ変わる】




　……おい、③はどこへ行った、③は。

　何回確認しても、脳内の選択肢は二つしか存在しなかった。

　これは……前の時もそうだったみたいに、ミッションクリアによって起こった変化は、ランダムに入り交じる仕様になるって事か？　だとするなら、これからは二択と三択、どっちが出てくるか分からないって訳だな……

　それがいいのか悪いのかは分からないが、今はとにかく二つの中から選ぶしかない。

「や、やばいぞみんな！　俺は……俺は、理由もなく全ぜん裸らになりたくてたまらないっ！　頼たのむからちょっとの間だけ外を向いててくれっ‼」

　直後、一糸乱れぬ動きで一いつ斉せいに窓の方に視線を逸らすクラスメイト達……誰一人として、噓うそや冗じよう談だんの類たぐいだと思っていないのが切なすぎるが、ともかく全員の視線を逸らす事には成功した。

　よし、この一瞬の隙すきを突いて抱きつきを済ませる！

（いくぞ）

　ショコラに囁ささやいてその体を軽くハグした瞬間、脳内から選択肢が消え去った。

「ふう……」

　安あん堵どのため息をつき、このまま離はなれようと思ったその瞬間、




「奏さん……あの……その……恥ずかしいです」




　……………………は？

　ショコラから飛び出したそのセリフに、体が硬こう直ちよくしてしまった。

　その間に、クラスメイト達の視線がこっちに戻ってくる。

　その先にいるのは、顔を赤らめてうつむき、俺にハグされるショコラ。

「……ショコ、ラ？」

「奏さん……皆みなさんが見ていますので……よろしければ……離れていただけますか」

　……何を言っているのか、全く頭に入ってこない。

「あの……誤解しないでいただきたいんですが……決して奏さんにこうされているのが嫌いやというわけではなく……その、場所の問題といいますか……」

　……おかしい、なんかおかしいですよ。

　いや、さっきまでも様子はおかしかったんだけど、どう考えてもこれは体調不良とかいうレベルをぶっちぎっている。

　ショコラは混乱する俺をよそに、より一層頰ほおの色を濃こくして、口を開いた。

「……こういった事は、できれば二人きりの時にしていただいた方が……嬉うれしいです」

「「「っ⁉」」」

　クラスの空気が凍こおり付く。

　分からない。何がなんだか全く分からないが……この現状を客観的に見た上で起こりうる反応は──

「「「甘草ぁ……」」」

「「「最っ低……」」」

　ですよね……男子連中の殺気立った視線と、女子達のゴミを見るような蔑さげすんだ表情が、一斉に向けられる。

「い、いや、これは違ちがうんだ……」

　かく言う俺も、何がどう違うんだか、全然分かっていない。教室が騒そう然ぜんとした空気に包まれたその時、




「皆さん、お待ちください」




　透すき通るような凛りんとした声が、響ひびき渡わたった。

「は？」

　俺を含ふくめた誰もが、その声の主に視線を向ける。

「奏さんに非はありません」

「ショ、ショコラ？」

「場所が場所でしたので、私も少し取り乱してしまいましたが、皆さんは誤解なさっています」

　ショコラらしき人物が、何か言葉を発しているが、内容が全然頭に入ってこない……誰だ、これ？

「私は奏さんをお慕したいしていますし、奏さんも私をかわいがってくださっていますが、そこにあるのは友愛に近いものであり、皆さんが想像されているような、不健全な行こう為いは存在しません」

　……目が点になる、という表現はこういう時に使うんだろうか。

「ショコラ……ちゃん？」「な、なにこれ、どういう事なの？」「お、俺が知るかよ」

　ざわめきが一気に広がっていく。あまりにも唐とう突とつに豹ひよう変へんしたショコラの雰ふん囲い気きに、その場にいる誰もが混乱の極きわみに達していた。

「奏さん、どうかなさいましたか？」

　ショコラは俺の傍かたわらで軽く首をかしげて、にっこりと笑う。

「いや、どうって……」

　その笑い方は、いつもの脳天気なものとは似ても似つかず、穏おだやかで、奥ゆかしさや知性すら感じさせるものだった。

「私の顔に、何か付いていますでしょうか？」

「……付いてませんが、あなたはどこのどちら様でしょうか？」

「私はショコラですよ」

「いやいや……お前ってもっとこう、ふわっとしたっていうか……何となくひらがなで喋しやべってるような感じだった気が……」

　ショコラは俺の目を見ながら、再び微笑ほほえんだ。

「そうですよね、いきなりこんな口調でお話ししたら、混乱する事と思います。では順を追ってご説明いたしますね」

　見事な輝かがやきを放つ金きん髪ぱつ、小動物のような顔立ち、ちんまりとした体つき。

　俺の目の前にいるのは、どっからどう見てもショコラに違いないんだけど……そこから発せられる雰囲気は、完全に別人のものだった。

「今朝の事ですが、私は床ゆかの上で目覚めました。状じよう況きようから察するに、どうやら寝ねている間にベッドから落下してしまったようなんです」

　俺が起こそうとした時はまだベッドの上で眠ねむりこけてたから、その後の話って事だな。まあ、ショコラの壊かい滅めつ的な寝ね相ぞうなら、ベッドから落ちるなんて珍めずらしくもないだろう。

「落下の際に頭部を強く打ったらしく、その衝しよう撃げきのせいでひどい頭痛が発生していました。しかし活動が困難、という程ほどのものではなかったので、そのまま登校したのですが……状態は全く改善されませんでした。それどころか、意識が半ば朦もう朧ろうとして、身体からだの他ほかの部分にまで影えい響きようが及およんできました」

　顔が赤くなったり、『おなかがへりません』って言ってたあれか。でもあの時は、まだいつものショコラっぽかった気がするんだけど……

「思えば、本来の私に戻もどる前の兆候だったのでしょう。しかし、その段階ではまだ記き憶おくは回復しておらず……何か、最終的なきっかけが足りなかったのだと思われます」

「きっかけ？」

　そこでショコラは、再び顔を赤らめて、軽く頷うなずいた。

「そうです……奏さんに……その……抱だきしめられた瞬しゆん間かん、体が火ほ照てり、頭の中に電流が走ったような感覚に襲おそわれました……ショック療りよう法ほうとでも言えばいいんでしょうか……気がついた時には、記憶が戻っていました」

「記憶が……戻った？」

「はい」

　……そういえば、ショコラは記憶を失っているという話だった。そのせいで、絶対選せん択たく肢しに関する情報を全く得られないで、やきもきしてたんだけど……

「奏さん、今まで情けない姿を晒さらしてしまいまして、誠まことに申し訳ございませんでした。以後、汚お名めい返上に努めますので、今までの無礼な振ふる舞まいをお許しください」

　恭うやうやしく頭を下げて見せた。

　……待て待て待て。今までのショコラが、ショコラじゃなくて、今目の前にいるのが本当のショコラ？

　いきなりそんな事を言われても、はいそうですか、と納なつ得とく出来るわけがない。

　続いてショコラは、クラスメイト達の方へ向き直る。

「皆さんも急な事で驚おどろかれたでしょうが、これが本来の私です。先日までの馴なれ馴れしい言動の数々をどうかお許しください。そして、よろしければ、今まで通り仲良くしてくださいね」

　最後に笑顔を向けられたみんなは、呆あつ気けにとられたような表情で固まっていた。そりゃそうだろう、こんな話、いきなり受け入れられる方がどうかしてる。

　クラス内が奇き妙みような沈ちん黙もくに包まれる中、雪平がこっちに歩み寄ってきた。

「……甘草君、これは新手のシチュエーションプレイと捉とらえていいのかしら？」

「いやいやいや……俺も正直、状況がまったく理解出来てないんだ」

「という設定のオプションなのね」

「いや違うから。なんでエロい店みたいな言い方してんだ」

「お客様、これ以上の延長は、追加料金をいただくわ」

「お前は一体誰だれなんだよ！」

「当店のモットーは『愛はお金で買えます』よ」

「だからお前誰だよ！」

「ごめんなさい、人間のクズはちょっと黙だまっていてもらえるかしら」

「ひでえ⁉」

　なんだろう……雪平からはさっきにも増して、不ふ機き嫌げんなオーラがまき散らされているように見える。

「雪平……お前、なんか怒おこってないか？」

「怒る？　『晴せい光こうの微笑み大だい魔ま神じん』と称しようされた私にそんな感情は存在しないわ」

「そんなの一回たりとも聞いた事ないんだが……」

「あら、前に甘草君が全ぜん裸らで『踊おどりませんか？』って言って来た時も、笑って許してあげたじゃない」

「とんでもねえ捏ねつ造ぞうしてんじゃねえよ！」

「ごめんなさい。全裸で『白魚を踊り食いませんか？』だったかしら」

「誘さそいがアグレッシブすぎんだろ！」

「少し話がずれてしまったけど、私に怒いかりや悲しみ、憎にくしみといった、負の感情は一いつ切さい存在しないわ。あるのは光り輝く純じゆん粋すいな思いだけ。その先に待っているのは無限の幸福、永遠の慈いつくしみ、果ての無い輪りん廻ねよ」

「胡う散さん臭くせえなオイ！」

「まあさすがにちょっと、負の感情が全く無いというのは、少し言い過ぎたかもしれないわね。訂てい正せいするわ、私にマイナスの感情は三つしか存在しない、と」

「三つ？」

「そう、私は生まれてこの方『卑いやしさとえげつなさと心こころ許もとなさ』しか胸に抱いだいた事がないわ」

「最低の人生だな！」

「甘草君、すぐに興奮して声を荒あらげるのは、あなたの悪い癖くせよ」

「誰がそうさせてると思ってんだ！」

「ほらまたそんなに怒って。ちょっと牛のパイオツでもしゃぶってきた方がいいんじゃないかしら」

「なんで普ふ通つうに牛乳飲めって言えねえんだよ！」

「あら、牛乳にその場の怒りを抑おさえる効果なんてないわよ」

「なんで言ったし！」

「牛のパイオツをしゃぶるという行為そのものが、甘草君にとっては何物にもかえがたい癒いやしだから」

「変態にも程があんだろ！」

　駄だ目めだ……毎度の事ながら、もう相手にしてられない。うんざりしながらショコラの方に向き直る。

　ここまで俺達のやりとりを黙って眺ながめていたショコラは、少し何かを考えるような表情を見せた後、納得した感じで頷いた。

「お二人の関係性は、頭の中に記憶としては残っていたんですが、実際に目まの当たりにして、少し戸と惑まどってしまいました。なるほど、これがお二人の間の愛情表現なんですね」

「いや、愛情ってお前──」

「あ、愛情っ⁉」

　……ん？　今なんか、後ろから異様にかわいらしい声が聞こえたような……

「……雪平、今の、お前の声か？」

「……一体なんの話かしら」

　振り返った先にいたのは、いつも通りの無表情な雪平だった。

「いや、今たしかに声が……」

　その方向には雪平以外の女子はいないんだけど……

「……それはどうでもいいんだけど、そんな『腐ふ女じよ子しが、《腐くさった鯛たい×生き腐れた鯖さば》のカップリングを妄もう想そうしながらも、豆とう腐ふを喉のどに詰つまらせて死亡し、死体を腐ふ海かいに投とう棄きされ、ゾンビ化して腐ふ敗はいしたような目』で見ないでくれるかしら」

「いくつ腐ってんだよ！」

　内容はいつも通りの意味不明なボケだったが、なんか、雪平の声がうわずっているような感じがするのは、気のせいだろうか。

「ん？　お前、ちょっと顔が赤くないか？」

「っ⁉」

　雪平の表情が一いつ瞬しゆんだけ驚きよう愕がくの色に染まり、直後、その目に殺意の波動が宿った。

　瞬またたく間に雪平の拳こぶしがチョキに形成され、その二本が一直線に、俺の眼球に向かって突つき出された。

　こいつ──潰つぶす気だ。

　よけなくては！　と思ったが、その考えに体がついてこない。マンガなんかでよくある、思考だけが加速して、周りの動きがスローモーションに見えるというアレだ。

　だ、駄目だっ！　せめて目をつむって──

「うっ………………あれ？」

　いつまでたっても衝撃が襲ってこないんで、おそるおそる目を開ける。雪平の指は、俺の眼球寸前の所でぴたりと止まっていた。

「……雪平？」

　そのまま硬こう直ちよくしていた雪平だが、数秒後、軽く嘆たん息そくしながら手を下げた。

「……失礼するわ」

「あ、おい、雪平……」

　唐とう突とつに言い放つと、ぷい、と振り向いて、去っていってしまった……なんなんだ、一体。

　まあ雪平の言動がおかしいのはある意味いつも通りなんだけど、これはちょっと不可解すぎる。首をかしげた所で、傍かたわらのショコラが、なぜだか寂さびしそうに呟つぶやいた。

「ふらのさんと奏さんの関係性……うらやましいです」

「は？　うらやましい？　今のが？」

　強力な毒や、最低の下ネタ、しまいには理り不ふ尽じんな暴力が飛び出してくる始末。うらやましく見えるような要素なんて、一つもないと思うんだが。

「はい、ふらのさんとお話している時の奏さんは、とても自然体で活いき活きしているように見えます」

　いや、あいつの相手してても疲つかれるだけなんだが……

「誠心誠意お仕えするだけしか能の無い私は、ああいったオープンな方法で奏さんとコミュニケーションをとる事はできません」

　そりゃそうだ。あんな下ネタの応おう酬しゆうができるような女子高生は、日本中探してもあいつだけだろう。

「ですから、目の前で今のようなやりとりを見せられると……」

　ショコラは足をもじもじさせながらうつむいて、頰ほおを赤らめた。

「どうした？」

　消え入りそうな声で、呟く。

「その……少し……妬やけてしまいます」




　……いや、マジで誰なんだよ、これ。




　　　　２




　甘草家のリビング、時刻はそろそろ午後七時にさしかかろうかという所。

「マジか……」

　俺はテーブルに広げられた料理に目をやりながら、感かん嘆たんの声をあげた。

　濃のう厚こうなソースと肉にく汁じゆうの滴したたるステーキ、数種の魚を盛り合わせたカルパッチョ、なにやら立体的な盛りつけが成されたパスタ、ほどよい加減に湯気を放つホワイトシチュー、鮮あざやかな色しき彩さいのサラダ。通常の夕食というには、ちょっと豪ごう勢せいすぎる品々。

　これらを作ったのは俺ではない。

「奏さんの為ためにお食事を作るのは初めてだったので……少し張り切りすぎてしまいました」




　衝しよう撃げき的な豹ひよう変へんから約半日経過した今に至っても、ショコラはちゃんとしたままだった。

　授業中は寝ねる事もなく、きちんとノートを取り、当てられた質問にも的確に答える事で先生を驚おどろかせたし、休み時間も、興きよう味み津しん々しんで質問を浴びせかけるクラスメイト達に、理路整然とした受け答えをして、戸惑わせていた。

　微笑ほほえみを絶やさず、お淑しとやかで控ひかえめ、かといって距きよ離り感かんを感じさせるような事もない、絶ぜつ妙みようなその立ち振ふる舞まいは、正に男の都合のいい妄想をそのまま具現化させたようなものだった。

　これはいつ覚めるんだ？　と、その様を夢でも見ているような心持ちで見守っていた俺だったが、頰を抓つねれども叩たたけども一向に覚かく醒せいする気配もなく、現在に至る。




「いや……これは……」

　料理を見て言葉を詰まらせる俺を見たショコラは、自分の胸むな元もとにすっ、と手を入れて札束を取り出した。

「あ、もちろん、必要経費としてここから捻ねん出しゆつしましたので、家計には微み塵じんたりとも影えい響きようを与あたえていませんよ」

　いや、気にしているのはそこじゃなくて……実際に料理している姿は目の当たりにしてるんだけども、これをショコラが作っただなんて、にわかには信じがたい事だった。

「さあ、冷めてしまいますから、召めし上がってください」

「あ、ああ……」

　目の前の光景を受け入れられないまま、料理に手を伸のばす。

「……うまい」

　いや、見た目からしてまずい訳がないのは分かりきってたんだけど、その味は、俺の予想を遥はるかに上回っていた。

「これはもう、金をとれるレベルだな……」

　俺も料理の腕うでにはそれなりの自信を持っていたんだけど、目の前に並べられている品々は、段だん違ちがいのクオリティを誇ほこっていた。

　ショコラは、胸の前で両手を組んで顔を綻ほころばせた。

「奏さんに喜んでもらえるなんて、嬉うれしいです」

「う……」

　なんだか無む性しように気き恥はずかしくなってしまい、ごまかすように、ショコラを促うながす。

「シ、ショコラも食べろよ」

「いえ、私は奏さんが満足なさってから、残りをいただきます」

　……己おのれの耳が信じられなかった。

　いくら記き憶おくが戻もどったからといって、あの食しよく欲よく魔ま神じんがこんなセリフを吐はくとは……

「い、いや、俺はそういうの好きじゃないから、一いつ緒しよに食べよう」

「分かりました、奏さんがそうおっしゃるのならば」

　ショコラはそれぞれの料理を小皿に取り分けて、口に運ぶ。

　その動作は上品そのもので、ぱくぱくむしゃむしゃといった擬ぎ音おんがぴったりだった以前の食べ方とは、似ても似つかないものだった。

　あまりにも絵になるその姿に、見入ってしまう俺。

　それに気がついたショコラは動きを止め、申し訳なさそうに口を開いた。

「奏さん、あの……食べている所をそんなに見られると、恥はずかしいのですが……」

「わ、悪い」

　慌あわてて目を逸そらして、料理を口に運ぶ。

「……」

「……」

　黙もく々もくと箸はしをすすめる俺とショコラ……なんだよ、この空気。

「テ、テレビでもつけるか」

　沈ちん黙もくに耐たえられなくなって、リモコンに手を伸ばす。

『ん……んむ……あ……』

　そこに映し出されたのは、濃厚なキスシーン。激しく抱だき合った男女はそのままベッドに倒たおれ込んだ。

「おいおい、なんで七時台にこんなのやって──うっ」

　チャンネルを変えようとした所で、こっちをじーっと見つめていたショコラと目が合ってしまった。その頰は、ほんのり赤く染まっている。

「あ、ご、ごめんなさい。さっき自分で見ないでくださいなんて言っておきながら……」

「い、いや、別にいいんだけど……」

「……」

「……」

　お互たがい、すぐさま目を逸らして黙だまり込む……マジでなんなんだよこの空気！




「ごちそうさまでした」

　それからわずか数分後、ショコラは早々に食事の終わりを告げた。

「え、もういいのか？」

「はい、これで十分です」

　テーブルの上の料理はほとんど減っておらず、ほんとにちょっとつまんだだけ、という感じだった。マジか……しかしこれ、以前のショコラと比べずに、普ふ通つうの女の子の食事量と考えても少ない気がするぞ。

「あのさ、別に遠えん慮りよしなくてもいいんだぞ」

「お気き遣づかいありがとうございます。でも私達神の僕しもべは、エネルギー効率が非常に良いので、あまり食料から栄養を摂せつ取しゆする必要が無いんです」

「……え？」

「食事という行こう為いそのものは楽しいですから、学校では女子の皆みなさんとお弁当をいただきましたが、生命維い持じという観点だけで考えれば、何日かに一食、このくらいの量を口にすれば十分なんですよ。ですからもう、おなかいっぱいです」

「……」

「あの……奏さん、何か？」

　衝撃的な事実を耳にした俺は、無言のままショコラの腹を見つめていた。

　今の話が本当だとすれば、昨日まで、あの中に消えていった膨ぼう大だいな食料達は一体なんだったんだろうか。

　俺の疑問を察したらしいショコラは、真っ赤になった頰に両手をあてる。

「あの……申し訳ありません。昨日までの私は、どうかしていました。女の子なのに、あんなにがっついてしまうなんてはしたない……」

「いやまあ、それはもういいんだけど。ショコラがもう食べないという事は……」

　テーブルの上にはまだ、どう少なく見積もっても五人分以上はくだらない量の料理が残っている。てっきり自分が食べる分を考こう慮りよして作ったんだと思ってた。

「これ、全部俺の分って事か……」

「すみません、多すぎですよね……」

　しゅん、とうなだれるショコラ。

「あの、保存が利きくものもありますし、なんなら廃はい棄きしても──」

「いや、全部食べる」

「奏さん……」

　俺も男としては小食な方なんだけれど、女の子がせっかく自分の為に作ってくれた食事を、簡単に残す訳にはいかない。

　意を決して食べ進める。

　うん、やっぱりうまい。味は本当に一級品だから、その点は救いだった。

「……ん？　どうした？」

　しばらくして、ショコラの異変に気がつく。もじもじと、何か言いたげな様子だ。

「その……私の不ふ手て際ぎわで奏さんにご迷めい惑わくをおかけしているので、食べるお手伝いをさせていただきたいのですが」

「お手伝いって？」

「その……つまり……」

　口ごもりながら、箸を持ってステーキの一いつ片ぺんを摘つまみ、俺の口の前まで持ってきた。

「……こういう事です」

　おい、これってつまり……

「……あーん」

　ショコラの口からためらいがちに放たれたその言葉に、思考が固まる。

「い、いや、さすがにこれはちょっと……」

　思わず身をのけぞらせた俺に対して、ショコラが軽く瞳ひとみを潤うるませた。

「……ご迷惑だったでしょうか」

「う……」

　……その表情は反則だろう。

「わ、分かった、やるよ……」

　一転、嬉しそうにこくり、と頷うなずくショコラ。

「はい、あーん」

　差し出されたステーキを、戸と惑まどいながら口に入れた。

「うん……うまい」

　ゆっくりと嚙かみしめてから、正直な感想を口にする。

　が、ショコラはなぜか目を逸らしてしまった。

「どうしたんだ？」

「その……思ったより……恥ずかしかったです」

　……なんだそれ。

「……そ、そうか。恥ずかしかったんならしょうがないな」

「すみません、ちょっと……これ以上は……」

「あ、後は自分で食べるからさ」

「は、はい……」

「……」

「……」

　だからマジでなんなんだよ、この空気は……

　本日何回目かの気まずい沈黙の中、俺は黙々と箸を動かしていった。




「うっぷ……」

　約一時間後、俺は全すべての料理を食べきった。

「ご、ごちそうさま」

「いえ、お粗そ末まつ様さまでした」

　ショコラは嬉しそうに顔を綻ばせた後、丁てい寧ねいに頭を下げた。

「でも本当にお世辞抜ぬきでうまかったよ……さて、と」

　ぱんぱんに膨ふくれた腹をさすりながら立ち上がる。

「奏さん、どうされました？」

「どうって、洗い物しようかと」

「それなら私がやりますから、ゆっくりなさっていてください」

「いやいや、作ってもらったんだから、そのぐらいは俺がやるって」

「いえ、私は居い候そうろうの身なんですから、やらせてください」

　家事が日課になっている俺としては、何もしないというのは、なんか落ち着かないんだけど、ショコラに譲ゆずる気はなさそうだった。

「まあそこまで言うならお願いするか……じゃ、俺はどうするかな」

「あ、お風ふ呂ろに入られてはいかがでしょうか？　先さき程ほどお掃そう除じをして、湯張りスイッチも入れておきましたので、そろそろ沸わいている頃ころかと思います」

　なんか俺が食べている間に席を外していたと思ったら、そんな事までやってたのか。

「只ただ今いま、着き替がえも準備いたしますね」

「あ、いや、そこまでしなくても……」

　制止しようとしたが、ぱたぱたと走り去っていく。

　数分後、戻ってきたショコラは、にこやかにバスタオルと着替え一式を手て渡わたしてきた。

「はい、どうぞ」

「あ、ああ、サンキュ……」

　あまりに行き届きすぎた気配りに、戸惑いを隠かくせない俺。

「奏さん、どうされましたか？」

「ああいや……なんでもない」

　そこに突つっ立ったまま、バスルームに向かおうとしない俺を見て、ショコラは何かを勘かん違ちがいしたようだった。

「奏さん……その……少し、心の準備をさせていただけますか？」

「は？」

「奏さんのその視線は……『一いつ緒しよに入って、体を流せ』という事ですよね」

「いや、違ちがうけど……」

　即そく座ざに否定したが、変な妄もう想そうモードに入ったショコラは聞いちゃいなかった。

「その……背中までは頑がん張ばりますけど……恥はずかしくて見られないので、お尻しりは勘かん弁べんしていただけるとありがたいのですが……」

「だから違うから！　尻なんか洗ってもらおうと思ってねえから！」

「う……その……前はどう頑張っても無理です……」

「どこのエロマンガだ！」

　俺は、勝手に頰ほおを赤らめているショコラを残して、バスルームに駆かけ込んだ。




「奏さん、お湯加減はいかがでしたか？」

　風呂から出て、タオルで頭を拭ふきながらリビングに戻もどった俺を、洗い物を終えた所らしい、エプロン姿のショコラが出で迎むかえる。

「ああ、ちょうどよかった」

「そうですか。良かったです」

　この上品な笑え顔がお……今日だけで何回も見てるはずなのに、違い和わ感かんが少しも軽減しない。

「ショコラ、ちょっとこっち、いいか」

「はい、なんでしょうか？」

　変化した状じよう況きように翻ほん弄ろうされているばかりでは、何も解決しない。ショコラときっちり話をしなくては。

　ソファーに腰こし掛かけるように促うながし、冷蔵庫から二人分のジュースを準備して、自分もその対面に座る。

「今日一日、驚おどろきが先行して、ちゃんと話す機会がとれなかったけど、今のお前の状態をちゃんと把は握あくしたいんだ」

「……そうですね。私も、奏さんにご奉ほう仕ししたいという気持ちばかりが先行してしまって、詳くわしいご説明が出来ていませんでした」

　そう前置きしたショコラは、自らの事を語り始めた。

「私達、神の僕はその名の通り、神様の下した任務を遂すい行こうする為ために存在して──」

　ショコラが語った事を、既すでにチャラ神がみ等から得ていた情報と組み合わせて、時系列順に並べると、こんな感じになる。





①ショコラ（まともバージョン）、神の下もとで精力的に仕事をこなす日々。

②ある時、記き憶おく喪そう失しつに。そうなった経けい緯いは思い出せない。それに伴ともない、なぜか人格まで変化してしまい、ポンコツバージョンに。

③遊び呆ほうけるだけの、怠たい惰だな日々を送る。

④ショコラへ神からの指令書。ア・マグサ・ガナドゥール氏（異世界で暮らしている、俺とは全く関係ない人物だが、ややこしい事に、別名で甘草奏と名乗っている）の下へ行け、との内容。おそらく同時期に、優ゆう秀しゆうな僕しもべにも、俺の所に行け、との指令書が送られたと思われる。

⑤神、『この泥どろ棒ぼう猫ねこ！』と罵ののしられ、身ごもったまま引きこもる。

⑥チャラ神、引きこもり神しんの後任として着任。

⑦ショコラ、優秀な僕、それぞれの世界へ派は遣けんされるが、なんの手て違ちがいか入れ替かわってしまい、ショコラが俺の下へ。

⑧腐くされニートショコラさんの爛ただれた日常。

⑨今朝、記き憶おくが戻る[image: ←]いまここ。






　ショコラが記憶喪失になった経緯や、なんで入れ替わりが起きたか等、気になる点はいくつかあるが、最も事態をややこしくしている原因は、引きこもっている神だ。

　事情を把握しているはずのそいつが、昼メロみたいな理由で引きこもっているせいで、状況が全然分からずに、ただ言われるがままにミッションをこなすだけになって──いや、違うな。

　たしか、チャラ神の話では、引きこもり神も呪のろいに関しては詳しよう細さいを把握しておらず、誰だれかにやらされてるみたいだった、って事だったはずだ。

　おそらくは、その『誰か』というのが、俺の脳内に絶対選せん択たく肢しを送り込み、ミッションなんていう訳の分からない事をやらせている張本人なんだろう。

　つまり、俺の知らない『第三の神』が存在する、と。

　ちなみにさっきの話から察するに、ショコラが面識があるのは、引きこもり神だけらしいので、『第三の神』に関する情報は期待できないだろう。

「あの……奏さん」

　遠えん慮りよがちにかけられたショコラの声で、思考から引き戻される。

「あ、ああ、どうした？」

「奏さんのお世話をする事しかできない私ですが……これからも、お側そばにいてよろしいでしょうか？」

　上うわ目め遣づかいで俺を見て、不安そうな表情を浮うかべている。どうやら、俺にとってたいして有益な情報を提供できなかった事を、気に病やんでいるらしい。

「教室でも申し上げましたが、これからは今までの失態を取り戻すべく、力の限り尽つくさせていただきますので」

「いや、別にそんなに力まなくていいんだけど。今いま更さら出てけとか言わないし」

「ほ、本当ですかっ」

　俺の言葉を聞いた瞬しゆん間かん、それまで曇くもっていたショコラの表情が一転し、花のような笑顔を浮かべた。

「そんなに嬉うれしいか？」

「はい、奏さんに尽くす事が私の喜びですから」

　性格は変わっても、俺に対するスタンスは不動、か。

　しかし、いくら何でも不自然すぎやしないだろうか？　ぽやぽやした状態の時は、まあそんなもんなのか、と深く考えなかったけど、このしっかりしたショコラに、明確な理由も無く好意を向けられると、なぜ？　との疑問が先に立ってしまう。

　俺が考え込んでいる中、ショコラがすっ、と席を立った。

「奏さん、お隣となりに座ってもよろしいでしょうか？」

「え、ああ、別にかまわないけど」

　俺がそう答えるなり、静かに歩み寄ってきて、すぐ隣に腰こしを下ろした。

「失礼します」

「あ、ああ……」

　このショコラが隣にくると、なんか異様に緊きん張ちようするな……というか、かまわないとは言ったけど、いくらなんでも近すぎないだろうか。

　だってほら、腕うでとか太ももとか、完全に当たってるし……

　ショコラはショコラで、自分からこんなに密着してきたくせに、少し恥ずかしそうにしている。

　結果、二人して黙だまり込む事になる。

「……」

「……」

　マジで何回目だよ……誰かこの微び妙みような雰ふん囲い気きをどうにかしてくれ……

「……あの、奏さん、ご迷めい惑わくな話かもしれないんですが、聞いていただけますか」

　数秒後、ショコラがためらいがちに口を開いた。この気まずい状況から脱だつ出しゆつできるんなら、話題はこの際なんでもいい。

「どうした？」

「好きです」

「ぶふうっ！」

　思わず、口に含ふくんでいたジュースを吹ふき出してしまった。

「あらあら、大変です」

　ショコラは全く嫌いやがるような素そ振ぶりを見せずに、俺の口の周りに付いた滴しずくを自分の指でぬぐい取ろうとする。

「い、いや、自分でやるからいいっ。それはいいんだけど……今、なんて言った？」

「そんな、改めて言われると恥ずかしいのですが…………………………………好きです」

「す、好きってお前……」

　それはもう既に何回も言われている事ではあるけども、この状態のショコラの口からその言葉が直接飛び出すと、破は壊かい力が段だん違ちがいだった。

「その……奏さんは私の事を……どう思われますか？」

「う……」

　上目遣いで、顔を近づけてくるショコラ。

「い、いや、そんな事急に言われてもだな……って、どうした？」

　俺が思わず身を引いたその時、ショコラの様子が急変した。

「奏さん……絶対選択肢をなくしたいですか？」

　その目から、急速に光が失われていき、虚うつろな瞳ひとみに変わる。

「は？　いやそりゃ当たり前だけど、急にどうし──」

「でしたら、私に従ってください」

「お前、いきなり何言って……おわっ！」

　不意に両りよう肩かたを摑つかまれ、ソファーの上に押し倒たおされた。

「ショコラ……一体何をっ……」

　唐とう突とつな展開に頭が追いつかない。とりあえず振ふり払はらおうとしても、ショコラの力が異様に強すぎて抵てい抗こうできない。

　ショコラは仰あお向むけ状態の俺にまたがって、虚ろなままのまなざしを向けてきた。

「……口づけをしていただけないでしょうか？」

「なっ……」

　俺に驚きよう愕がくする暇ひまさえ与あたえずに、顔を近づけてきた。

「うっ……」

　改めて見ると、その容姿は反則的なまでにかわいらしい。しかも、顔が上気して、それが虚ろな表情とのアンバランスさを醸かもしだし、妙みような色っぽさが加わっている。

　おそらく今のこのショコラは、俺が何をしようと嫌がらないだろう。本人の希望通り、キスをしようとも……たとえもっと先に進もうとも。

　その妄もう想そうは、抗あらがいがたい魅み力りよくを放っていた。

　でも……これは駄だ目めだ。

　ショコラはもう待ち切れない、とばかりに、接せつ触しよくギリギリまで唇くちびるを近寄せる。

「奏さんがしてくださらないんなら、私から──」

「ちょっと待てっ！」

「きゃっ！」

　渾こん身しんの力を込めて、その身を起こす。俺に馬乗り状態になっていたショコラは、ソファーから転がり落ちてしまった。

「はあっ……はあっ……」

　く……ここまで強く拒きよ絶ぜつするつもりはなかったけど、あのままだったら、確実に唇が重なっていた。

　先に立ち上がった俺は、ショコラに手を差し伸のべる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか、ショコ──」

　ショコラは起き上がりざま、思いっきり抱だきついてきた。

「うおっ！」

　その力は、相変わらず尋じん常じようじゃなく、踏ふみとどまる事も出来ずに、後方に押しやられる。

「てっ！」

　ほとんど叩たたきつけられるような勢いで、食器棚だなに背中が当たる。

　ショコラは、首筋に回していた手を離はなして、俺の両肩を食器棚に押しつけた。

「口づけ……しましょうよ。絶対選択肢……消したくないんですか？」

　キスで絶対選択肢が消える？　どういう事だ？　いや、今はそれを考えてる場合じゃない！

「シ、ショコラ、とにかくちょっと落ち着けっ」

　おかしい……やっぱりこのショコラはどう考えてもおかしい。一体何がどうなってる？

「私と口づけするの……そんなに嫌ですか」

　駄目だ、目も虚ろなままだし、話が通じる状態じゃない。

「奏さん……」

　ショコラが再びその唇を近づけてくる。ま、まずい。両肩が完全に押さえられていて、拘こう束そくを解くことができない。

「や、やめろっ！」

　叫さけんだ俺の後頭部が、食器棚に強くぶつかったその瞬間──

「うっ！」

　棚たなの上から何かが落下し、ショコラの脳天に直ちよく撃げきした。

「うう……」

　当たり所が悪かったのか、ふらついて、そのまま尻しりもちをついてしまうショコラ。

　床ゆかに転がった落下物を確かく認にんする。

　これは……クッキーの缶かんか。

　その傍かたわらで、ショコラが頭をおさえながら立ち上がった。

　く……どうする。何とかしないと、また同じ事の繰くり返しだ。警けい戒かいした俺は、あとずさって、ショコラから距きよ離りをとる。

　しかし、立ち上がったショコラは、きょとんとした表情で俺を見つめていた。

「ほえ？」
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　明けて、翌朝。

「はむっ……はむはむっ……はむはむはむっ」

　減っていく。テーブルに並べられた朝飯が、みるみるうちに減っていく。

「なあショコ──」

「なんれひょーか、奏ふぁん」

　顔を上げたショコラは、リスみたいに口を膨ふくらませていた。

「いや……食い終わってからでいいや……」

「？　そへではほうしまふ」

　謎なぞの言葉を発し、再び食事に戻もどるショコラ。

　俺はその様を、何とも言えない心持ちで眺ながめていた。

　そして数分後、半分程ほど食べ終えて一段落付いたらしいショコラは、満足そうに口を拭ぬぐう。

「ふはーっ、です。なんだか、いちねんくらいものを食べていなかった気がしますっ」

「……確実に気のせいだから安心しろ」




　戻っていた……昨晩、クッキー缶が頭に直撃したショコラは、完全に元に戻っていた。

「あさからおいしーものたべると、ほこほこしますー」

　ひどく抽ちゆう象しよう的な感想を口にして、再び食事をがっつきだしたその姿に、お淑しとやかだった昨日の面おも影かげは全く残ってない……勿もち論ろん、最後のあの暴走に関しても然しかりだ。

「奏さん、むずかしー顔して、どーしたんですか？」

「ああ、ちょっとな……しかしお前、いくらなんでも食い過ぎじゃないのか？」

　おかずの量はいつも通り（といっても常人の三倍程度）だが、ご飯のおかわり回数は、今までの最高記録を二杯はいほど更こう新しんしていた。

「ふふ、そんなことはありませんよ」

　ショコラは一いつ旦たん箸はしを止めて、ちょこちょこと俺の側そばまで歩いてきた。そして、なぜかちょっと得意げに、お腹なかを突つき出してみせた。

　ぐぎゅるるるるるる。

「こんなかんじです」

「どんな腹してんだ！」

　ありえない……昨日はあんなちょびっとで腹はら一いつ杯ぱいになったって言ってたのに……記き憶おくによって、胃い袋ぶくろのでかさが変わるなんて事があるんだろうか。

「……なあ、昨日の事、本当に覚えてないのか？」

「きのうですか……あさおきて、あたまがぽやぽやした感じだったのは、おぼえてるんですが、その後でなにかありましたっけ？」

　わざととぼけているような感じは……ありえないな、このショコラに限って。

「……まあ、だったらいいや」

　気にかかる事は色々とあるけれども──

「はむ……はむ……」

　あまりにうまそうに食べるこの顔を見ていたら、昨日の事なんかどうでもよくなってしまった。

「ん？　わたしの顔になにかついてますか？」

「……まあ、米こめ粒つぶはたくさんひっついてるな」

「おお、それはもったいないですね」

　一粒ずつ摘つまんで、ひょいひょいと口まで持っていくショコラ。女の子の動作としてどうかと思うけど、全く気にする様子がない。食べてる所を見られるだけで恥はじらっていた昨日とはえらい違ちがいだった。その後も、もの凄すごい勢いで白米をかきこんでいく。

　そして、数分後。

「ごちそーさまでしたっ」

「まさか五杯も更新するとは……」

　大量にストックしておいた冷れい凍とうごはんまで全部なくなってしまった……呆あきれる俺をよそに、ショコラが勢いよく席を立った瞬しゆん間かん、

　ごとり。

「あっ……」

　パジャマの背中側から、椅い子すの上に落っこちた何かを、慌あわてて拾い上げるショコラ。

「お前、それ……」

「な、なんでもありませんよ」

　明らかに、その目が泳いでいる。

「ちょっと見せてみろ」

　俺の目が確かならあれは……

「ああ、奏さん、そんなごむたいなっ」

「いいから」

　慌てて背中に戻そうとしていたそれを、無む理り矢や理り取りあげる。

「やっぱり……」

　それは、虎とら猫ねこ屋やの高級羊よう羹かんの箱だった。

「一本だけ……だな」

　中に間ま違ちがいなく二本納められていたはずのそれは、数が半分に減っていた。

「……これだけは、絶対に食べるなって言ったよな」

　特別な来客用に備えての、秘蔵の逸いつ品ぴんだ。

「さ、さあ、わたしはきのうのきおくが無いんで、分かりません」

「それ言ったの、昨日じゃないよな」

「あの……あれです、きおくがこんだくして、よくおぼえていません……」

　これだけ噓うそが下手へたな奴やつも珍めずらしい……しかし、食べるなと言い聞かせるだけじゃ足りないと思ったから、置き場所も変えていたのに、一体どうやって見つけ出したんだろうか。

「ショコラ……怒おこらないから正直に言ってみろ」

「ほ、ほんとですかっ」

「ああ」

　目を輝かがやかせたこの時点で自白したも同然なんだけど、あえてそこにはツッコまないで、反応を待つ。

「じつはですね。奏さんがあさごはんを作っているあいだに、それとはべつの、あまくておいしそーなにおいが、ただよってきてですね……」

　引き出しの一番奥の、包装された羊羹の匂においを嗅かぎ付けたってのか……一体どういう鼻してんだよ。

「ひきだしをあけてみたら、ようかんが見つかりました」

「……それで？」

　ぎろり、睨にらみつける。

「……そっと元にもどしました」

　……ほう、完全なる証しよう拠こが目の前に存在するというのに、まだ白を切るつもりか。

「なるほど、よく分かった。じゃあそれがお前の背中に入っていた事は、どう説明する？」

「……そ、その後に、せなかがもうれつにかゆくなって……ま、まごの手とまちがえてせなかにいれてしまいました」

「……なるほどお、そうかそうかあ。孫の手と間違ったんならしょうがないよなあ。でも、なんで一本減っちゃったんだろうなあ。不思議だなあ」

「うっ……そ、それは……そ、そうです。ば、ばくてりあです。ばくてりあがたいりょう発生して、ぶん解してしまったのです」

「そうかそうか、バクテリアかあ。羊羹を数分でパッケージごと分解できるバクテリアがいるなんて、俺、知らなかったよ。うんうん、ショコラはかしこいなあ」

「えへへ」

　マジで喜んでいた……こんな馬ば鹿か、見たことない。

「ところでショコラ、話は全く変わるんだけど、その羊羹の味、どうだった？」

「すごくおいしかったですっ」

「食ってんじゃねえか！」

　拳こぶしをばんっ、とテーブルに叩たたきつける。

「はっ……ぺ、ぺてんですっ。ひどいぺてんにかけられましたっ」

　なぜか被ひ害がい者しやぶったその態度に、あまりにもイラッときたんで、ほっぺたを軽く摘まんで、むにむにする。

「人のものを勝手に食った上に、噓までつくのはこの口か」

「だ、だっへー、おいひそーだったんですもん」

「お前は、うまそうだったら何でもかんでも口に入れるのか」

「そーでふ」

　そうなのかよ……

「……随ずい分ぶんと、太い神経をお持ちのようで」

「えふぇふぇ」

「いや褒ほめてねえから！　どんな脳のう味み噌そしてんだ！」

　ほっぺを摑つかんでいた手を離はなし、再び睨みつける。

「ごめんなさい……」

　しゅん、とうなだれるショコラ。

　まったく、どんだけ食い意地張ってんだよ……そこでふと、昨日のショコラが言っていた事を確かく認にんしてみようと思い立った。

「あのさ、神の僕しもべってエネルギー効率がいいから、あんまり食べなくても平気なんじゃないのか？」

「？　ちょっと奏さんが何をいっているのか、りかいできません」

　いや、できるだろ……

「何日かに一食食べれば生きていけるって、お前の口から聞いたんだが……」

「ああ、それはですね。いきていくだけなら、たべなくてもだいじょーぶですけど、おなかはへるんです」

「いやでも、昨日はちょっと食べたら腹一杯になってたぞ」

「よそはよそ、うちはうちです」

「よそじゃねえよ！　オメエ自身の話だよ！」

「まあ、そういうぺこぺこした話はおいておいてですね」

「そんな日本語ねえよ！　単なるお前の腹具合じゃねえか！」

「奏さん、わたしがたくさんたべものをたべるのはですね……」

　ツッコミには構わずに、マイペースに言葉を続けたショコラは、俺に向き直って、ふわ、と微笑ほほえんで見せた。

「おいしいものをたべると、しあわせな気分になるからですっ」

「う……」

　その笑顔は本人の言葉通り、あまりにも満たされていて。

　なんだか、声を荒あらげているのが馬鹿らしくなってしまった。

「……お前はこれでいいのかもな」

　思わず、そんな呟つぶやきが漏もれてしまう。

　昨日のショコラが浮うかべたどんな笑顔よりも、このゆるゆるなショコラのそれの方が、魅み力りよく的に見えてしまったから。

「お前が食べてる姿を見てるの……嫌きらいじゃないしな」

　本人には聞かれないように、そっと口を開いた。




「さてショコラ、そろそろ出発──」

　着き替がえや身だしなみチェックを終え、リビングに戻もどってきた俺の目に、信じられない光景が飛び込んできた。

「はむっ……はむっ……」

「……時にショコラ君……君は一体何をしているのかね？」

「ふえ？」

　なんど目をこらしてみても、眼前に広がる光景は変わらない。それは、残り一本となった虎猫屋の羊羹をほおばるショコラの姿だった。

「ふふ……うふふ……」

　我ながら薄うす気味の悪い声をあげながらショコラに近づいていき、拳げん骨こつでこめかみをグリグリする。

「い、いたいですっ」

　涙なみだ目めになるショコラ。

「さあ、今度はどんなステキな言い訳を聞かせてくれるのかな」

　これは言い逃のがれの利きかない現行犯だ。今度という今度は、どんな屁へ理り屈くつをこね回しても絶対に許さない。向こう一週間は、減給ならぬ、減げん飯ぱんの刑けいに処してやる。

　しかし、続くショコラの一言が、俺を凍こおり付かせた。

「だ、だって、奏さんが、おまえはこれでいいっていったんじゃないですかーっ」

　……は？

「さ、さっきちっちゃい声で、そういってました」

「ばっ……おまっ、な、なんで聞こえてんだよ⁉」

　あ、あの呟きが聞かれていた？　一気に顔面の温度が上がっていく。

「その後に、わたしがものをたべてるところを見るのがすきだ、っていってました」

「なっ……」

　そ、そっちも聞かれてただと⁉

「だから、たべていいよ、っていわれたんだと思って……あれ、奏さん、どうしてかおがあかいんですか？」

「う、うるさいっ！　早く学校行くぞ！」

「あ、ちょっと待ってください。もうちょっとでたべおわ──」

「俺が食うからよこせっ！」

「ああっ、なんてひどいひょうろうぜめをっ」

　ショコラから羊羹をひったくるようにして奪うばい取り、口に運ぶ。

「甘っ……」

　動どう揺ようして味覚がおかしくなっているのか、繊せん細さいな味を誇ほこるはずの高級羊羹が、甘ったるくて黒い塊かたまりにしか感じられなかった。
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「クェーックェックェックェッ！」

　けたたましい俺の奇き声せいが、辺りに響ひびき渡わたる。

　そう、俺は悪あく魔ま。

　絶大な魔ま力りよくを有し、人知を超こえた力を自在に操あやつる悪の化け身しん。

　だが……

　ピチッ！　ピチピチッ！

　自らの跳はねる音が、辺りに響き渡る。

　そう、俺は魚。

　何を言っているのか分からないと思うが、どちらも真実だ。

　今の俺は、唯ゆい一いつにして無二の深遠なる悪魔の力を有しているが、その外見は……魚。

　言葉を発する事は出来るものの、四し肢しが存在しないこの体では、内に秘ひめた魔力を、外に出力する為ための術すべがない。

　待てよ？　それではただの、喋しやべれる魚という事に──否いな、そうではない。俺の本質は、極ごく悪あく非ひ道どうの悪魔だ。

　つまり、俺は悪魔であり、魚だ。どちらか一方ではない、どちらも俺なのだ。

　悪魔で魚。

　あくまでさかな。

　あ・く・ま・で・さ・か・な。

　ん？　何か、封ふう印いんされたはずの、生まれ変わる前の記き憶おくが刺し激げきされたような気が……駄だ目めだ、思い出せない。

　まあ、考えていてもしょうがないな。俺は、景気づけにもう一度跳ねてみる事にした。

　ビチッ！　ビチビチビチィッ‼

　うん、我ながらいい跳ねっぷりだ。さすが俺。さすが悪魔。そしてさすが魚。




　ところで、そろそろ誰だれかこの道を通って、水場まで運んでくれないと、乾かわいて死んじゃいそうなんだけど……どうしよう。







　第二章　お前を泣かせてやるから、俺に平穏な学園生活をくれ！
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「ふんふん～奏かなでさんとがっこうです～」

　最初は羊よう羹かんを奪われた（元からこいつのではないんだけど）事を嘆なげいていたショコラだったが、そこは驚きよう異いの鳥頭。ちょっと歩いている内にすぐ忘れ、次し第だいに上じよう機き嫌げんになって、鼻歌まで歌い出した。

　その調子で教室までたどり着いたショコラはドアを開け、中に入る。

「あ……お、おはようショコラちゃん」

　入り口付近にいた伊い藤とうが、どこか遠えん慮りよがちにショコラに話しかける。

「あ、伊藤さん、おはよーございますっ」

　ショコラは元気いっぱいにぺこり、と頭を下げた。

「あれ？　ショコラちゃん……元に……戻った？」

「もとにって、なんの事ですか？」

　きょとん、とした表情を浮かべるショコラ。

「伊藤、昨日のショコラはちょっと体調悪くて記憶が混乱してたみたいでさ。見ての通り元に戻ってるから、今まで通りに接してやってくれ」

「……そ、そっか」

　首をかしげながらも、どこかほっとしたような顔を浮かべる伊藤。まあ、今ので全部納なつ得とく出来たはずはないだろうけど、後は脳内で補完してもらうしかない。

「あっ」

　ショコラは、窓まど際ぎわからこっちの様子をうかがっていた雪ゆき平ひらの視線に気付き、そちらに向かって、ててて、と駆かけていった。俺もその後を追う。

「ふらのさん、おはよーございますっ」

「おはよう……どうやら元に戻ったみたいね」

「？　きのうのわたし、そんなにへんだったんですか？」

　人差し指を口に当てて、首をかしげるショコラ。

「ええ、まともになってておかしかったわ」

「？」

　ショコラは全然理解できていない様子だったが、実に言い得えて妙みようだ。

「甘あま草くさ君、昨日のショコラさんは一体なんだったのかしら」

　まあ当然の疑問だが、俺にもよく分かっていないものが説明出来るはずもない。曖あい昧まいな言い方でお茶を濁にごすしかなかった。

「……ああ、一時的に記き憶おく喪そう失しつみたいな状態になってたんだけど、ちょっとしたショックが加わって、元に戻ったんだ」

　正確には逆で、『記憶を取り戻した状態から失った状態に戻った』だけれども、その辺を説明しようとするとややこしくなるんで、割かつ愛あいする。

「なるほど、甘草君の夜のショック療りよう法ほうが功を奏したという訳ね」

「発想オッサンか！」

　最低の下ネタだった。

「なるほど。甘草奏だけに、功を奏したというわけね」

「なんでドヤ顔なんだよ！　たいして上手うまくねえよ！」

「そりゃあ、甘草君のあっちのテクニックに比べれば、なんだってたいした事なく見えてしまうわよ」

「上手くねえわ！　むしろ下手へただわ！　いや、そもそも経験がねえからどっちか分かんねえよ！　てか俺勢い余ってなんでこんな暴ばく露ろしてんだ⁉」

「なんか……ごめんなさい」

「そこでマジな反応しないでくれませんかね！」

　雪平は、俺とショコラを交こう互ごに見比べた。

「甘草君、本当にショコラさんに何もしていないの？」

「ああ、してない」

　何かされそうにはなったけどな……

「そう……」

　雪平は軽く頷うなずいてから、

「おめでとう甘草君、私の中であなたは『スーパーゲス野や郎ろう』から『ウルトラヘタレもしくはミラクルホモ』にランクアップしたわ」

「よくわからんがアップなのかそれ⁉」

「ほもですかっ」

「変なとこに食いつくなっ！」

「ちなみに、ワンダーホモにするとワ○ダーモモに間ま違ちがわれるかもしれないから、あえてミラクルホモにしたんだけど、気がついてもらえたかしら」

「気づく訳ねえし絶対に間違えねえよ！」

「絶対なんて言葉が存在すると思ってるなんて……まだまだ世の中を知らない坊ぼうやね」

「オメエ一体誰なんだよ！」

「まあその言葉を冠かんするのが許されるのは、無敵のライジンオ○くらいのものね」

「さっきからネタ古いんだよ！　お前一体何歳だよ！」

「十万と十六歳だけど」

「閣下！」

　伊藤や雪平とのやりとりを見て、ショコラが元に戻もどった事を察したらしいクラスメイト達も、ざわつき始めた。

「やっぱりショコラちゃんはこっちの方がいいよな」「うんうん、昨日のもアリだけど、お菓か子しあげたくなっちゃうこの感じの方がかわいー」「いやー、見てて和なごむわー」「も、もっとキツい性格とかに変わんないのかな。俺、ショコラちゃんにおもいっきり罵ののしってほしいんだけど……」

　……最後の変態は別として、みんなが元のショコラを受け入れてくれたのが、なぜだか自分の事みたいに嬉うれしかった。親鳥の心境、というやつだろうか。

「ん？」

　そこで、視界の隅すみに、なにやら黒い影かげが見えた気がして、そっちに目をやった瞬しゆん間かん、

「うおっ！」

　窓の外に、遊ゆう王おう子じが浮ういていた。

「な……なっ……」

　ど、どうなってんだ、これ？　片手を上に突つき上げた状態で、完全に空中で停止している。周りのみんなもそれに気付き、教室内が騒そう然ぜんとなる。

　そんな中、俺と目が合った遊王子は、にっ、と笑って八や重え歯ばを覗のぞかせた。

「おいしょっと」

　そして、何事もなかったかのようにもう片方の手で窓を開けて、教室内に飛び込んでくる。

「およ？　みんなそんな変な顔してどしたの？」

「いや、浮いてたからだろ……」

「え？　甘っちが浮いてるのは別に珍めずらしくないよね？」

「俺の立ち位置じゃねえよ！　お前が物理的に浮かんでたって話だ！」

　……知ってるか遊王子。悪気の無い毒って、一番傷つくんだぜ。

「浮かんでた？　ああ、あれのことね」

　遊王子はそう言って、窓の外を指差した。

「なんだ？」

　さっきまで遊王子がいた辺りに、黒いリングが浮かんでいる。

「あの先からさ、ものっすごい細いテグスが出てるんだよ。それでぶら下がってたから、浮いてるように見えたんだね」

　なるほど、言われてよく目を凝こらしてみれば、リングの上の空間が、陽光にさらされて、キラキラと輝かがやいている。

「まあ仕し掛かけは分かったんだが……そもそも、なんであんな事してたんだ？」

　遊王子は、悪戯いたずらっぽい笑えみを浮かべた。

「むふふ、ちょいと朝イチで、悪の怪かい人じんに屋上に追い詰つめられたから、思い切って飛び降りてみましたっ」

　どこからツッコむべきかと迷う中、ふと、別の疑問が頭をよぎった。

「そういえば……お前、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　昨日はショコラの豹ひよう変へんの件で気にしてられなかったけど、こいつはこいつで妙に恥はずかしがってて、態度がおかしかったよな。

　でも今日の遊王子は、完全にいつもの感じに戻っているように見えた。

「大丈夫って？　ああ、もしかしてパンツの件？」

　あっけらかんとした表情で即そく答とうする。

「いやお前、あんなに恥ずかしがってたのに、そんなでかい声で言うなよ……」

「むふふ、昨日までとは違ちがうのだよ、昨日までとは……これを見よっ！」

　不敵な笑みと共に、ばっ、とスカートをめくる。

　そこに現れたのは、普ふ通つうのものよりもだいぶサイズが小さい、ブルマを模したような形のスパッツだった。
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「むふふ、これでもう、いつブルマをはかされてもだいじょーぶだよっ」

　……こいつのスパッツに対する絶対的な信しん頼らいは、一体なんなんだろうか。

「ほらほら、こんな事しても、へーきだよっ」

　言うが早いか、いきなりその場で逆立ちを始める遊王子。

「うん、はしたないからやめような」

「そーかなー」

　そのまま開かい脚きやくしてみせた。春麗チユン・リーのスピニングバードキックを途と中ちゆうで静止させたような感じになっている……毎度毎度思わされるけど、こいつは一体どういう身体能力してんだよ。

「おいしょっと」

　遊王子が逆立ちを終えて、ぱんぱん、と手を叩たたいたその時、教室の扉とびらが勢いよく開く音がした。

「クオルラァッ！」

　続けざま、奇き声せいが響ひびいてくる。

「な、なんだ？」

　そこには、生活指導の岸きし辺べ先生の姿が。

「あ、怪人が追ってきた」

「遊王子……貴様、よくも……よくもやってくれたな」

　ぜえぜえと息を切らす岸辺先生の顔面は、怒いかりの為ためか、異様に真っ赤に染まっている。

　度が過ぎる悪戯で、普ふ段だんから岸辺先生との相あい性しようは最悪の遊王子だったが、ここまでの怒りは見た事が無い。一体何をやらかしたんだ？

「せ、先生、どうしたんですか？」

　岸辺先生はギロリ、と俺を睨にらみ付けた。

「甘草、お前の仲間は万ばん死しに値あたいする罪を犯おかした」

　仲間って……俺も絶対選せん択たく肢しによる奇き行こうのせいで、色んな先生には目をつけられているんだけど、遊王子と一ひと括くくりにはしないでほしい、というのが正直な所だ。

「おい、なにやらかしたんだ一体」

　顔を近づけて、遊王子に事情をたずねる。

「あのね、岸辺センセってさ、ハゲてるじゃん？」

「……まあ、そうだな」

　ストレートすぎる指し摘てきに戸と惑まどいながらも、頷く。岸辺先生の七・三分けのヅラはあまりにも不自然で、その中の毛もう髪はつがほとんど存在しない事は、周知の事実だった。

「でね、あたしがこの前、うちで開発中の強力な毛根活性剤ざいがあるよって話をした時に、センセが異様にくいついてきてさ」

　まあ、ＵＯＧユーオージーの技術力は、各分野において国内トップクラスだから、頼たよりたくなる気持ちも分からなくはない。

「センセ、どうしても発売日まで待てないって言い出してね。試作品は危険だからやめたほうがいいよって言ったのに、どうなっても文句は言わない、っていうからこっそり持ってきてあげたんだけど……」

　遊王子は、なぜか、そこで笑いをこらえるような仕草を見せた。

「生えるには生えてきたんだけど、なんかワカメみたいになっちゃってさ……」

「ワカメ？」

　岸辺先生の頭部をまじまじと見つめる。

　あ、ほんとだ。

　ぴっちりと分けられた七・三の隙すき間まからなんか、ふにゃにゃしっとりした感じの髪かみが、覗いていた。

「あははっ、センセ、ワカメ、ワカメはみ出てるよっ」

　よせばいいのに、指さして笑い出す遊王子。

「あははははっ！　だからやめた方がいいよって言ったのに。あはははははっ！」

「ゆ……ゆうおうじいいいいいいっ！」

　岸辺先生の怒りが頂点に達する。試作品の件は自じ業ごう自じ得とくな気もするが、遊王子のこのリアクションもひどすぎる。

「あはは、ワカメ怪人から逃にげろーっ！」

「待てクオルラァッ！」

　遊王子はめちゃくちゃ楽しそうに教室から駆かけだしていった。

　元に戻ってよかった……のかは、ショコラ共々微び妙みような所だな。
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　昼休み。

「甘草君、ちょっといいかな」

　俺宛あてに教室を訪ねてきたのは、二年生の生徒会メンバーの女の子だった。この前も対たい抗こう戦せんのオーダー表なんかを届けてくれた子で、ごく普通の性格をしているので、非常に話しやすい。

「……今日はどしたの」

　しかし、彼女の人ひと柄がらと生徒会（というか会長）の思惑おもわくは無関係なわけで。また何かよからぬイベントへの誘さそいだろうかと、自然と一歩引いたような感じになってしまう。

　俺の警けい戒かい心しんを感じ取ったらしいその子は、苦笑いを浮かべた。

「やだなー、今日は普通にいい話だよ」

「いい話？」

　そうそう、と相あい槌づちを打ちながら、ポケットから封ふう筒とうを取り出した。

「はいこれ」

　そう言って、その封筒を手て渡わたしてきた。

「これは？」

「うん、この前の対抗戦で、甘草君達『お断り５』側が勝ったでしょ。その副賞だって」

　副賞？　事前には何も知らされてなかったけど、そんなものがあったのか。

　訝いぶかしみつつ、開かい封ふうする。

「これは……チケット？」

　その真ん中には大きく、『アクア・ギャラクシー』と記してあった。

　たしか、去年オープンした超ちよう大型プールの名前だったはずだ。記述されている文言を見るに、そこの一日フリーパス券らしい。

「お、これってあたしも貰もらえるのっ」

　遊王子が俺の肩かた越ごしにぴょこり、と顔をのぞかせる。

「もちろんだよー。助すけっ人との箱はこ庭にわさんと、代理参加のショコラさんの分もあるから、合わせて五枚入ってるよ」

「おお、わたしもいけるんですかっ」

　ショコラのしっぽ毛がぴょこぴょこと動く。

「甘っちここねー、すっごい大きいんだよ。プールっていうよりも、水着で回れる遊園地とかテーマパークって感じだねー」

　嬉うれしそうに目を輝かせる遊王子。そういえば、オープン当初に相当話題になって、散々テレビで特集してたな。

「じゃあ、みんなで楽しんできてねー」

　生徒会の子は、軽く手を振ふりながら帰っていった。

「むふふ、これは遊びの血が騒さわぐぜいっ」

「たのしそうですねっ」

　嬉き々きとした反応を見せる、遊王子とショコラ。

「あら、そんなに楽しそうにして、どうしたのかしら？」

　その様子を目に入れた雪平が現れたんで、経けい緯いを説明する。

「プール、ね……」

　だが場所を聞いた瞬しゆん間かん、雪平の表情が微妙に曇くもった。

「どうしたんだ？」

「……なんでもないわ」

　雪平の反応は、遊王子やショコラのものとあまりに対照的だった。そりゃあ、一いつ緒しよになってはしゃぐようなキャラじゃないけど、それにしてもなんか妙みような感じだな。

「はいはいっ、センセー、バナナはおやつに入りますかっ」

　その横でしゅたっ、と挙手して小学生みたいな質問をしてくる遊王子。

「お前、プールにバナナ持ってく気なのかよ……ん？」

　呆あきれた所で、不意に携けい帯たいが振しん動どうした。差出人を確かく認にんしてみれば、最も早はやおなじみになりつつある『神』からのミッションメール。

　まあ、そろそろだろうなとは思ってたから、ミッションが来た事それ自体に別段驚おどろきとかはないんだけど、問題はその内容だ。

　今回は軽い物でありますように、との願いを込めながら、開封する。




《六月九日（日）にアクア・ギャラクシーにて、遊王子謳おう歌かの泣き顔を写真に撮とれ》




　遊王子って……泣くのか？
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　翌日の昼休み。

「お、お兄ちゃんとプールで○○○っ！　もちろん行くよっ」

「……やっぱりこの話は、聞かなかった事にしてくれ」

「わわ、冗じよう談だんだって。●●●にしとくからっ」

「ひどくなってんじゃねえか！」

　いきなり放送禁止用語全開のこの少女の名は、箱庭ゆらぎ。幼なじみにして自じ称しよう俺の妹。

　まあ俺のというか、全人類の妹であると公言し、老ろう若にやく男なん女によ問わず妹として接する、ちょっと……いや、相当変わった性せい癖へきを持つ女の子だ。

　まあ一言でいえば、雪平や遊王子と同じ人種。つまり、まともに相手をする必要は全くない。ここはチケットだけ渡わたしてさっさと──





【選べ　①「ハア……ハア……ゆ、ゆらぎ、お兄ちゃんの足の裏、舐なめてくれよ」

　　　　②ゆらぎと本当の兄妹きようだいになる

　　　　③「ただのお兄ちゃんじゃもう満足できないから、もうちょっと違ちがう呼び方してくれないか」】






　……今回は三さん択たくか。

　色々とツッコミ所がありすぎる内容だが、一個ずつ検証していこう。

　まず①。指定されているのはあくまでただのセリフなんで、実際にそうさせる強制力は皆かい無むだ。つまり言ってしまえばそれで終わりなんだけど、ゆらぎなら本当にやりかねないんで、怖こわくて選べない。

　②は考えるまでも無く論外だ。セリフでは無い以上、どんな内容でも選べば確実にその通りになる。

　ゆらぎと血けつ縁えん関係になるという事はおそらく、同じ家に住んでいる、という設定に世界がねじ曲げられるはずで……考えただけで背筋が凍こおり付くようだった。

　……いや待てよ。ここは発想を転てん換かんさせるべきかもしれない。実際に血縁になってしまえばここまで露ろ骨こつにつきまとわれる事もなくな──いや、ないか。ゆらぎなら、『愛さえあれば関係ないよねっ』とか、普ふ通つうに言い出しそうだ。

　まあどの道、他人の運命を変えてしまう選択肢なんて、おいそれと選べるわけはないんだけど。

　つまりは、消去法で③しか無い訳だ……とはいえ、これはこれで危険な香かおりがぷんぷんするんだけど……言うしかないよな。

「……ただのお兄ちゃんじゃもう満足できないから、もうちょっと違う呼び方してくれないか」

　ゆらぎは一いつ瞬しゆんだけきょとんとした後、顔をぱっ、と輝かがやかせた。

「お、お兄ちゃんがついにデレたっ！」

　……やばい、なんとかしないとめんどくさい事になりそうだ。

「いや、デレてないから。ちょっと言い方を間ま違ちがえた。そもそもお兄ちゃんというベースをチェンジして──」

「兄貴、お兄様、お兄たん、お兄ちん、お兄に麻ま呂ろ……ああ、どれにしようかなっ」

　……聞いちゃいねえ。

「あ、そうだ、今こそアレを公開するべきだよねっ。お兄ちゃん聞いて聞いてっ」

　何かを思いだしたようにぽん、と手を打ったゆらぎは、俺の返事も待たず勝手に話し出した。

「実は、前々から考えてたシステムがあるんだよ。人生の中で、どんどんお兄ちゃんの呼び方が変わる、出世魚ならぬ、出世お兄ちゃん」

　……語ご呂ろ悪いな。

　まあ、やめろって言ったって聞かないだろうし、とりあえず言わせるだけ言わせてみよう。

「まず、生まれた時は『赤ちゃんお兄ちゃん』」

　のっけから意味が全く分からない。

「そして、妹か弟が生まれたら『お兄ちゃん×お兄ちゃん』」

「なんか一人カップリングみたいになってんぞ！」

「その後、子役としての道を歩み始め、ミュージカル『オニー』のオーディションで主役の座を射止めます」

「アニーみたいに言ってんじゃねえよ！」

「しかし、ものになったのはその一作のみ。役者の道を閉とざされ、絶望し、学校に行く気力すら無くし、『お兄にート』の道を歩み始めます」

「無む理り矢や理りすぎんだろ！」

「数年後、人生に疲つかれ切って新宿二丁目を歩いていた所、ある人物に肩かたを叩たたかれます。その人物によって根こん性じようを叩き直され、『オネエお兄ちゃん』としての道を歩み始めます」

「ややこしいわ！」

「さらに数年後。紆う余よ曲きよく折せつを経てノーマルに戻もどり、一いつ般ぱんの女性と結けつ婚こんします。婿むこ養よう子しだった為ために名字が変わり、『姉あねヶが崎さき兄あに』というややこしい名前に」

「なんで寧○さんと結婚してんだ！　いやむしろ嬉しいけども！　というか下の名前兄じゃねえし！」

「またまた数年後、授さずかった子供に、『妹好ハアハア』という名前を付けようとして、お役所に却きやつ下かされます」

「キラキラってレベルじゃねーぞ！」

「四十歳にして、燻くすぶっていた情熱が再燃。再び『オニー』のオーディションを受けるも、あえなく落選」

「当たり前だ！　そもそもよく受けさせてもらえたな！」

「そして、念願の初孫が産まれて『爺じい兄ちゃん』に」

「なんでちい兄ちゃんみたいに言ってんだ！」

「そして、死後は『お兄にい尊そん』として人々の記き憶おくに残り続けます」

「ばち当たるぞお前！」

　……なんなんだよこれ。ツッコミ所しかなかったが、まあこれだけ言えば気も済んだだろう。

「どうだ、満足したか」

　完全に醒さめきった俺の表情に、ゆらぎが口を尖とがらせる。

「ぶー、ノリ悪いなー。お兄ちゃんが呼び方を変えろっていったのに」

「いやだから、お兄ちゃんから離はなれた呼び方をしてくれよ」

「お兄ちゃん以外って、例えば？」

「そうだな、俺の方が一つ年上なんだから、普通に甘草先せん輩ぱい、とかでいいんじゃないか」

「えー、なんか不健全」

「どこがだよ……血縁でもないのにお兄ちゃんの方がよっぽど不健全だから。とにかく、ものは試ためしで一回言ってみてくれ」

　俺がそう促うながすと、ゆらぎは、不承不承といった感じでぼそり、と呟つぶやいた。

「……甘草先輩」

「っ！」

　一瞬、体が固まった。

　うお……これはちょっとアリなんじゃないだろうか。いや、ゆらぎだからどうこうじゃなくて、かわいい（見た目は）下級生から、先輩って呼ばれるのは、男の憧あこがれであるわけで。

「ゆらぎ、やればできるじゃないか、これからはずっとその呼び方で──」

「おえええええっ！」

「ど、どうしたっ⁉」

　いきなり胸のあたりを押さえてえずき出すゆらぎ。

　吐はきはしなかったものの、よろよろと力を失い、その場で四つん這ばいになってしまった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか？」

　慌あわててその背中をさすってやる。顔も土気色になって、脂あぶら汗あせまで浮うかべているが、一体ゆらぎの身に何が起こったんだ？

「うう……いや、人を呼ぶ時にお兄ちゃんかお姉ちゃんをつけないと、あまりの嫌けん悪お感かんで吐き気が……」

「どんだけだよお前！」




　もう相手にしてられないんで、チケットだけ押しつけて、二階まで戻ってきた。まったく、なんでプールに誘さそうだけでこんなに疲れなきゃなんないんだよ……

　というかそもそも、なんでいきなりプールなんだろうな。対たい抗こう戦せん開かい催さい前は、副賞があるなんて話は一いつ切さい聞かなかったのに、今になって急に、というのは不自然な気がする。

「まったく、あの会長は何を考えて──」

「呼びましたか～」

「うおわっ！」

　背後から唐とう突とつに声がかかり、あやうく尻しりもちをつきそうになる。

「か、会長……」

　優ゆう雅がに微笑ほほえんでいたのは、生徒会長にして表ランキング不動の女子一位、晴光学園の誇ほこるカリスマ、黒こく白びやく院いん清せい羅らその人だった。

「い、いつの間に後ろに……」

　それまで人の気配なんて一切しなかったのに、まるでその場にいきなり発生したかのような登場の仕方だった。

「なんだか、甘草さんに呼ばれた気がしたものですから～」

「……全然答えになってないですし、呼んでません」

「あらあら、つれないですね～」

　いや、それはあんたが怪あやしすぎるからだよ。

　ありもしない偽いつわりの好意を向けてみたり、『呪のろい』についても思わせぶりな発言をしてみたり、その目的がまったく摑つかめない。

「会長、一体何なんですか、あのプールのチケットは？」

　ちょっと非難を込めたような目線を送る。

「あら～、お気に召めしませんでしたか？」

　まったく意に介かいさず、のほほんとした笑え顔がおを返してくる会長。

「日ひ頃ごろ、ろくでもない人生を送っている甘草さんに、ちょっとでも元気になっていただければとおもったんですけど～」

「あの……人の人生、ろくでもないとか勝手に決めないでもらえます」

「だって、入学早々全ぜん裸らで自己紹しよう介かいなんて、私なら耐たえられませんよ～」

「そこまではしてねえよ！」

「じゃあどこまでしたんですか～？」

「あの時は消去法で、半ケツで自己紹介……って俺の人生ろくでもねえな⁉」

　……よく登校拒きよ否ひにならなかったな。偉えらいぞ、去年の俺。

「話が逸それましたね。俺をプールに行かせて、何を企たくらんでるんです？」

「甘草さんの幸せです～」

「……噓うそですよね？」

「噓です～」

　……駄だ目めだ、何も答える気がないらしい。

「質問を変えます。昨日、ショコラの様子がおかしかったんですけど、何か知りませんか？」

「あら～、いつもは普ふ通つうなんですか？」

　なんだか微び妙みようにずれた返答がきた。

「いや……普ふ段だんからおかしいですが」

「だったらいつも通りじゃないですか～？」

　……駄目だ、何も答える気がないらしい。

　その後、『あなたが選せん択たく肢しを送ってきてる神ですか？』、『キスすると選択肢が消えるってどういう事です？』という、割と核かく心しん的な質問をダメ元でしてみたんだけど、案の定、華か麗れいにスルーされた。

　そもそも、この人からまともに情報を引き出そうと考えるのが間違っていた。何も得られるものがないなら、個人的には関かかわり合いになりたくないし、さっさと退散しよう。

「じゃあ俺、教室に戻ります」

「あらあら、私はもうちょっとお話ししたいんですけど。まあでも柔やわ風かぜさんと麗れい華か堂どうさんに渡わたすものもありますし、このくらいにしておきましょうか～」

　柔風と麗華堂……この前の対抗戦で、表ランキング側として参加した二人だな。何を渡すのかは知らないけど、それでわざわざ二階まで降りてきてたのか。

「それでは、プールで楽しいイベントが起こる事を期待してますね～」

　会長はそう言い残すとふわり、とした足取りで廊ろう下かを歩いていった。

　楽しい、ね。メンバーがメンバーだし、ミッションだってあるし、そんなイベントなんて起こるはずが──





【選べ　①アクア・ギャラクシーにて、完全リア充じゆうと化すが、爆ばく発はつする

　　　　②アクア・ギャラクシーにて、ランダムなタイミングで、思っている事がそのまま口から出てしまう

　　　　③ギャラクシーの彼方かなたへ……】






　……ないですよね、やっぱり。







　テンションがだだ下がりしたまま、教室に戻ってきた。

　……一体なんなんだよ、あの選択肢は。③は内容が予測不能すぎて選べないし、①は絶対に爆発（物理）だ。女子にベタベタされて浮かれてる所に、リアル爆ばく弾だんが出現する光景が容易に想像できる。

　残されたのは②しかない訳だけど、これもシチュエーション次し第だいではとんでもない事になりそうだよな……

「お、甘っち、ゆらぎっちどうだった？」

　掛かけられた遊王子の声で、本来の目的を思い出す。そういえばそれを確かく認にんしに行ったんだった。

「ああ、（残念ながら）行くってさ」

「じゃあみんなであそべますねっ」

　昨日と同じようにはしゃぐショコラと遊王子。

「ちょっといいかしら。そのプールの事なんだけれど」

　二人の傍かたわらで雪平が口を開く。

「どうしたんだ？」

「悪いけど、私は遠えん慮りよするわ」

　その口調は、なんだかいつもより硬いように感じられた。そういえば、昨日もなんか様子がおかしかったな。

「遠慮って、その日になんか用事でもあるのか？」

　そうだったらちょっとまずいな。ミッションに日時の指定がある以上、何が何でも今度の日曜に行かなきゃなんないんだけど……

「残念ながら、用事とかそういう問題ではないの。とにかく今回は、私抜ぬきで行ってもらってかまわないわ」

「？　よく分かんないけど、なんかプールに行けない理由でも──」

「だって……泳げないんだもん」

「は？」

　雪平が何事かを呟いたようだったが、小さすぎてうまく聞き取れない。

「……それに、ショコラちゃんと謳歌ちゃんと並んで水着なんかつけたら……私のおっぱいがちっちゃいのが……余計目立っちゃうし……」

「え？　なんて？」

　消え入りそうな声なんで、全く聞こえない。

「……なんでもないわ」

　よく分からないが、本人がいいと言っているものを、あんまり食い下がってもよろしくないか。なんか理由は言いたくなさそうな感じだし……まあ日程的な問題じゃなくて、俺的には助かった。

「そっか……じゃあもったいないから、誰だれか他ほかの奴やつでも誘うか」

「え……も、もうちょっと粘ねばってくれてもいいのに……」

　やっぱり聞こえない。今日に限らず、雪平にはこういう事が結構ある。ちっちゃい声で独り言を言うのが癖くせなんだろうか。

「悪い雪平、もうちょっと大きい声で言ってもらえるか？」

「……だから、なんでもないわ」

　さっきと同じセリフと共にうつむき、黙だまり込んでしまう。どう見てもなんでもないって感じじゃないけど……

　どうしようかと思っていた所、雪平が不意に顔をあげた。

「……まあでも、せっかくだからこれは貰もらっていくわ」

　俺の手からひょい、とチケットを奪うばい取った。

「お、なんだ、やっぱり行くのか」

「いいえ、私が可愛かわいがっているヤギの餌えさにするのよ」

　え……ヤギって……ヤギってお前……

　どうツッコんだもんかと迷っている内に、雪平はそのまますたすたと去っていってしまった。

「何なんだ……やっぱり雪平はよく分からん」

「なんだー、ふらのっちいかないんだ、残念だねー」

「みんなであそんだほうが、たのしいとおもいますけど……」

　落らく胆たんした様子のショコラと遊王子。

「まあチケットは持ってったんだし、気が変わるかもしれないから、後でもう一回誘さそってみるか」

　雪平の問題はとりあえず棚たな上あげにして、具体的な計画の検討に入る。

「問題なのは交通手段だよな。普通に考えたら電車だけど……」

　県外にあるアクア・ギャラクシーまでは、学校の最も寄より駅から電車を乗り継ついで一時間半といった所だ。フリーパスで入場やアトラクション代が無料になるとはいえ、当然交通費は自腹な訳で。

　ショコラと二人分の往復となれば、その料金は結構馬ば鹿かにならない金額になる。生活費は十分な額を親から渡されているが、月に使える小こ遣づかいはまた別な話。バイトもしてない身としてはかなりの痛手だった。

「うーん、ちょっと厳しい感じだよねー」

　大だい企き業ぎようの社長令れい嬢じようではあるが、親の方針で常識的な額の小遣いしか貰っていない遊王子も、思案顔。

　両親が海外にいて、単身日本で暮らしているゆらぎの懐ふところ具ぐ合あいにしたって、推おして知るべしだろう。

「かと言って、自転車でいける距きよ離りじゃないしな……」

　そこで、不意に後ろから声がかかる。

「甘草、足ならあたしが準備してやるよ」

　振ふり返ると、そこには我らが担任のロリ教師、宴うたげ先生の姿があった。

「先生……足ってどういう事です？」

「んだよ、鈍にぶい野や郎ろうだな。車に決まってんだろうが」

「え？　先生、車運転していいんですか？」

「……お前、喧けん嘩か売ってんのかコラ」

　即そく座ざに胸むなぐらを摑つかまれた……怖こわい。

「スミマセン」

　あまりにロリな外見なんでつい忘れがちだけど、この人、とっくに成人してるんだよな。いや、教師なんだから当たり前なんだけどさ。

　でも年ねん齢れい的な部分は問題無いにしても、この身長でブレーキやアクセルにちゃんと足が届くんだろうか。

「なんかすっげー失礼な事考えてるだろ、お前」

　胸ぐらを摑まれたまま、ぶんぶんと手を振る。

「そ、そんな事ないです……でも、俺達の為ためにわざわざ車出してくれるんですか？」

「お前らの為？　そんな慈じ善ぜん事業みたいな真似まねするわけねーだろ」

　宴先生は俺を解放すると、ポケットから何かの紙を取り出した。見てみれば、それは俺達が貰ったのと同じ、アクア・ギャラクシーのチケットだった。

「どうしたんですか、それ？」

「生徒会からかっぱらってきた」

「は？」

「考えてみろ、対たい抗こう戦せんの勝利チームの五人中四人があたしのクラスの奴やつなわけだ。つまり、これはあたしが勝ったって言っても過言じゃねえだろ？」

　いや過言だよ。

「なのにお前らがチケットを貰って、あたしだけ無いってのはどう考えてもおかしいだろ？　お前らのもんはあたしのもんだ」

　……ディス　イズ　ジャイアニズム。

「ま、てのは冗じよう談だんだ、冗談。三年の夢ゆめ島しまがいらねえって言って辞退したらしいから、それをかっぱらって来たって正当な理由がある」

　どこがどう正当なのかは全く分からないし、なんでドヤ顔してるのかは更さらに分からない。というか、対抗戦の途と中ちゆうであんな最悪なバックレ方をした夢島先せん輩ぱいにまでチケットを準備したのか……随ずい分ぶん太っ腹だな、生徒会。

「うっしゃ。遊王子、犬っころ、お前らテンション上げてけよ！」

「おーっ！」

「おーですっ」

「プール上等だコラァ！」

「上等だーっ！」

「じょーとーですっ」

　なんでレディースの決起集会みたいになってんだよ……




　　　　４




「ただいまですっ！」

　夕飯の準備をしている中、ショコラが声を弾はずませて帰ってきた。

「奏さん、かってきましたっ！」

　そう言ってショコラが差し出してきたのは、最も早はやおなじみになりつつある、ＵＯＧ出版のアレだった。

　……毎回毎回、クソの役にも立っていない事を目もく撃げきしてるはずなのに、何がショコラをそこまで駆かり立てるんだろうか。

　鍋なべの火を弱めて、一応受け取る。今回のタイトルは、『女の子を泣かせる十の方法～これで君もメソメソキングだ～』だった。

「……もう次からは買ってこなくていいからな」

　ショコラに釘くぎを刺さしつつ、相変わらず無む駄だに分厚い本を開き、いつも通りまとめのページに目を通す。




《①　女の子を泣かせるなんて、その涙なみだが見たいなんて、最低だとは思いませんか？》

　なんで書いたし！

《解説　まあそれはあくまで一いつ般ぱん論であって、私は興奮しますけどね》

　最低かつ変態だなお前！

《②　あなたの人生で起こった悲しい出来事を語る》

　いや、具体例を出してくれよ。

《解説　そのあまりのいたたまれなさに、彼女は号ごう泣きゆうするでしょう》

　読者の人生をなんだと思ってんだ！

《③　ハバネロエキスを顔面に振りかける》

　鬼おにか！

《解説　そこから刺し激げき的な恋こいが始まるかもしれません》

　わけねえだろ！

《④　赤ちゃんプレイ（号泣）をしてもらう》

　なに言ってんだ、こいつ……

《解説　赤ちゃんプレイ（号泣）をしてもらう》

　大事な事でもねえのに二回言うなよ！

《補足　赤ちゃんプレイ（号泣）をしてもらう》

　しつけええええ！

《⑤　嫁よめに赤ちゃんプレイ（号泣）を断られたんですけど、泣いていいですか？》

　どんだけ引っ張るんだよ！

《解説　ちょっと今、実家に帰りたくなってます》

　帰れ！　そして二度と戻もどってくんな！

《⑥　『一千億の涙』を読ませる》

　ああ、ちょっと前にベストセラーになった感動小説だな。俺も読んだけど、たしかにあれは泣ける。

《解説　この本は涙るい腺せん崩ほう壊かい必至です、悔くやしい事に》

　ん？　なんでいきなり悔しがってんだ？

《補足　最初に読んだ時、同じ小説家として、負けたと思いました》

　お前なんで作家気取りだ！

《⑦　ククク……随分といい声で啼なくじゃねえか》

　なんだこれ……前の時もあったけど、ただ言いたいだけパターンか？

《解説　って、目の前にいる実の父親が言ってるんですけど、どうすればいいでしょう？》

　手て遅おくれだ！　その歳としで厨ちゆう二にはもう手遅れだよ！

《⑧　健けん康こう診しん断だんの時に、間ま違ちがってオカンのパンツをはいてきてしまう》

　……なんだ？　たしかに泣きたくなるような絶望的状じよう況きようだけど、方法とかそういう問題じゃないよな、これは。

《解説　これも私の体験談なんですけど、一個に数えていいでしょうか？》

　いいわけねえだろ！

《補足　これを女子に置き換かえると、間違ってお父さんのブリーフはいてきちゃった、みたいな感じになります》

　天地がひっくり返ってもそんな間違いは起きねえよ！

　※はかせたい　あなたに父の　ブリーフを

　なんで俳句みたいにしてんだ！

　※一度でいいから見てみたい　女によう房ぼがヘソクリ　隠かくすとこ

　歌うた丸まるさん関係ねえだろ！

《⑨　なんか、今まで挙げた方法、全部しっくりこないんですけど、気のせいですかね》

　気のせいじゃねえからもうやめちまえ！

《解説　なんだとテメエ！》

　なんでツッコミを想定して書いてんだ！

《⑩　①の解説ではあんな事言いましたけど、やっぱり女の子って、泣かせるより、笑わせた方が百倍いいと思うんです》

　……もう違ちがう本書けよ。

《解説　『女の子の笑え顔がおをゲットする十の方法～これで君もモテモテキングだ～』絶賛発売中です！》

　書いてた！

　※買ってね！

　誰だれが買うか！……いや俺持ってるな⁉




　……まあ毎度の事なんで、ツッコミこそすれど、最早怒いかりはない。

「もうこれは実用書じゃなくて、ギャグの本として見るべきなんだろうな……」

　ぼやきながら、残りのページを何気なくパラパラとめくっていく。

「ん？」

　とある箇か所しよで、ふと目がとまった。

　今までの本は、『くすぐり四十八手』だの、『パンツ教』だの、心底どうでもいい事にページの大半を割さいていたから、今回も似たり寄ったりだと思っていた。

　が、そこに記されていた情報は、これまでのものとは一味違っていた。

「こ、これは……」

　──使えるかもしれない。




　　　　５




「奏さん、たのしみですねっ」

　日曜日、待ち合わせ場所の校門前でショコラが弾んだ声をあげる。

「ああ……」

　気のない返事を返す俺。いや普ふ通つうに考えれば、複数の女の子と一いつ緒しよにプールなんてテンション上がりまくりなはずなんだけど、メンバーがメンバーだし、なによりミッションの事が重くのしかかっていて、純じゆん粋すいに楽しむ気持ちにはなれなかった。

　不意に、横方向から声がかかる。

「奏お兄ちゃん、ショコラお姉ちゃんおはよーっ！」

　ゆらぎが、ぶんぶんと手を振ふりながら駆けてきた。

「おはよーございますっ」

「……おっす」

「あれ、お兄ちゃん、なんか元気ないね」

「いや、何でもないから気にしないでくれ」

「はっ！　もしかして私が『妹畜ちく生しよう』って書いたスク水着てないからご機き嫌げんナナメなのでは……」

「どんだけ変態なんだよ俺は！」

「はは、冗談だよ、冗談。で、私の服どうどう？」

　ゆらぎは真っ白いワンピースの裾すそを持って、くるりと回ってみせた。白ワンピは俺の中で清せい楚そ系のイメージだったんだけど、それとは対極のゆらぎが着ても、意外に似合っている。
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「まあ、普通だな」

　素す直なおに褒ほめると調子に乗ってめんど臭くさい事になりそうなんで、そっけない感じであしらう。

「えーん、ショコラお姉ちゃん、奏お兄ちゃんが冷たいよー」

　わざとらしい泣き真似まねをしたゆらぎは、ショコラに抱だきついて、その胸に顔を埋うずめる。

「よしよしです」

　お姉さんぶってゆらぎの頭を撫なでるショコラの服装は、極限まで切り詰つめたホットパンツに、体にぴったりと貼はり付くタンクトップ。ショコラのスタイルでこんな服着てるもんだから、ボディラインが強調されまくってて、ちょっと凄すごい事になっている。

「あれ、ところで謳歌お姉ちゃんと宴お姉ちゃんは？」

　ショコラの胸から顔を離はなしたゆらぎが、辺りを見回す。

「いや、まだ来てないんだよな……」

　時計を確かく認にんすると、そろそろ待ち合わせの時間になろうとしていた。

　雪平にももう一回声をかけたが、きっぱりと断られてしまったんで、後はその二人だけなんだけど……嫌いやな想像が頭をよぎる。もしも、遊王子がなんらかの都合で来られないなんて事になったら、ミッションの前提自体が──

「ふははははっ！」

　その時、突とつ然ぜん上方から声がした。

「なんだ？」

　側そばにあった桜の木を見上げてみれば、そこの枝の上で腕うで組ぐみをした遊王子が、高らかに声をあげていた。

「なはは、かっちょいー登場をしようと思って、甘っちとショコラっちが来る前からスタンバっていたのだっ！」

　うん……まあ……ガキだな。

「とうっ」

　跳ちよう躍やくした遊王子は、空中で何回転かして（普通にすごい）そのまま華か麗れいに着地した。

「お前、そんな超ちようミニスカートでまた……ああ、スパッツはいてるから大だい丈じよう夫ぶなのか」

　角度的に俺からは中は見えなかったけど、思いっきりめくれてたぞ、今。

「むふふ、今日はスパッツじゃないんだな。楽しみすぎて、もう中に水着きてきちゃってるからだいじょーぶっ！」

「小学生かよ……」

「さらにさらに、楽しみすぎて、一いつ睡すいもできなかったよっ！」

「だから小学生かよ……」

　まあある意味、らしいっちゃらしいけども。

　キュルキュルキュル！

「うおっ！」

　会話の途と中ちゆう、信じられないスピードで突つっ込んできたその車は、俺の眼前で停止した。

「あ、あぶねえ……」

　車の種類なんて全然詳くわしくないから分からないけど、黒くろ塗ぬりで、やたらに光こう沢たくを放っていて、異様にボディが長くて……一言でいうならば、その筋の方々が乗っているような車だった。

「ういーっす」

　降りてきたのは、我らが担任のロリ教師。

「……先生、この車一体どうしたんですか」

「どうしたって、何が？」

　どう考えても、百万や二百万って感じの代しろ物ものじゃなかった。私立高校の教師が給料いくら貰もらってるかなんて分からないけど、コツコツ貯金して、なんてレベルじゃないよな、これ。

「いや、なんか悪い事でもしなきゃ、買えなさそうだなーって」

「ああ、悪い事してる奴やつらから奪うばった」

　……うん、これ以上は聞くのはやめとこう。

「うおーかっちょいーっ！」

「すごいたかそーですねっ」

「こ、これなら色んなお兄ちゃんが何人も乗れるよっ」

　愛車を口々に褒められた宴先生は、まんざらでもなさそうだった。

「うし、とっとと乗り込め。あ、所々に赤い染しみが付いてっけど、あんま気にすんな」

「血けつ痕こんじゃねえか！」

「何言ってんだ甘草、そんな安っぽいもんじゃねえよ。漢おとこ達が、己おのれの命をぶつけ合った結果、体から溢あふれ出た熱い魂たましいだ」

「だから血痕じゃねえか！」

「ちなみに紫むらさきのも付いてっけど、気にすんな」

「なんでナメック星人乗ってんだ！」

　おそるおそる中をのぞき込んでみたが、さすがに冗じよう談だんだったらしく、車内は綺き麗れいなものだった……先生の『まあ座席ごと取り替かえたからな』という呟つぶやきは、全力で聞かなかった事にしよう。

　座席の配置は、助手席に俺。後ろにショコラ、遊王子、ゆらぎとなった。

「うし、じゃあいくぞ、覚かく悟ご決めろよテメーらっ！」

　まるでカチ込みでもするようなかけ声と共に、国語教師の運転するヤクザカーは、プールへと向けて発進した。




「お、おおおっ、すっごいねーっ」

　アクア・ギャラクシーの姿を視界に捉とらえた時の遊王子の反応は、決して大おお袈裟げさなものじゃなかった。

　あまりに広大なその敷しき地ちは、前に遊王子本人が言っていた通り、プールじゃなくて、遊園地とかテーマパークとか呼んだ方がしっくりくるような感じだ。

「は、はん裸らのおとこのひとが、たくさんいそうですっ！」

「こ、これだけ広ければ、お兄ちゃんと好きなだけ×××できる……」

　……腐くさった奴と変態もなんか異様に興奮していたが、こいつらはほっとこう。

　ミラー越ごしに、遊王子の様子をうかがう。

「いやー、テンションあがってきたなーっ！」

　期待に胸を膨ふくらませるその姿を確認してから、自分のバッグに目をやった。

　……この中には、とある秘密兵器が入っている。

　いつもの使えないあの本が、奇き跡せき的に役に立って生み出された成果物で、ほぼ確実に遊王子を泣かせる事が出来るステキアイテム……なんだけどしかし、ある重大な欠けつ陥かんを抱かかえているので、使用する時の事を思うと、どうにも気分が重くなる。

　今日までの数日、なんとかこいつ以外の方法はないかと考えてはきたんだけど、どうにもろくな案が出てこない。

　まあ今日一日時間はあるわけだし、こいつの出番が無くて済むように、ギリギリまで頭を捻ひねってみよう。

「おっしゃー、ぶっ込むぞコラァ！」

　俺が、まだ見ぬ遊王子の泣き顔を想像する中、宴先生の運転する車は、爆ばく音おんを上げながらプールの敷地内へと進んでいった。







　幕間　ある可能性の話２







「グフフ……」

　おかしい……明らかにおかしい。

　何を血迷ったか、ありえない選せん択たくをしてしまった俺は、銀河の果ての訳の分からない星まで飛ばされて来ていた。

　まあそれはもうしょうがない。選せん択たく肢しの結果はどうあがいても覆くつがえらないんだから、受け入れるしかないんだけど……この状じよう況きようは明らかにおかしい。

「奏かなでちゃん……」

　なんで……なんで大だい子こさんがここにいるんだ？

　近所に住み、会う度たび会う度俺に異様な好意を向けてくる、キングサイズの主婦、権ごん藤どう大子（四十九）。なんでこの人がこんな所に？……それもたくさん。

「グフフ……」「な、生の奏ちゃんが目の前に……」「あんた、涎よだれ垂れてるわよ、涎」

　眼前に広がる大子さんの群れ……一体なんのギャグだ、これは？

　一番俺の近くにいた大子さんが、口を開く。

「奏ちゃん、私達は個にして全なる存在。銀河中に分身を送り込んで、イケメンを愛めでる事だけを目的としている、群体生命よ」

　大子さん、人間離ばなれしてるとは思ってたけど、宇宙人だったのか……

　しかも群体生命って……つまり、この大子さん達は元は一個の生き物で、分ぶん裂れつした全すべての個体が意識を共有してるっていう認識でいいんだろうか。

　待てよ……と、いう事は──

「へ？」

　恐ろしい可能性に思い至ったその瞬しゆん間かん、無数の肉にく塊かいが眼前に迫せまっ──

「「「「「奏ちゃあああんっ！」」」」」

「ぎゃあああああああっ！」




　薄うすれゆく意識の中、メキメキと、骨の軋きしむ音だけが頭の中にこだました。







　第三章　やはり俺の周りの女子達は人としてまちがっている。
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【選べ　①『人類史上、最小』　②ふんどし】




　プールの更こう衣い室で俺は絶望していた。

　最初に選択肢が出た時は、一体何の事か全然分からなかったんだけど、水着に着き替がえる段階になって、その意図が明らかになった。

　俺が用意してきた、ごく普ふ通つうの海パンがバッグの中から忽こつ然ぜんと消え失うせ、代わりに出てきたのは、全く入れた覚えのない二つのアイテム。

　局部に『人類史上、最小』と印字されたトランクスタイプの海パンと、赤ふんどし……選べと？

　そして今回、③は存在しなかった。くそ、なんて役に立たない仕様だ。こんな時に出てこないで、一体いつ出てく──





【選べ　①『人類史上、最小』

　　　　②ふんどし

　　　　③何もはかない】






「今すぐ引っ込め！」

　思わず叫さけんでしまい、周りで着替えていた人たちが、ぎょっとした表情をみせた。

「あ、す、すいません……」

　謝りながら、『人類史上、最小』と印字された海パンをはいた……もう帰りたい。

　ショコラ達との集合場所に向かう道すがら、すれ違ちがう人々がみんな、俺の股こ間かんをチラ見していった……俺の泣き顔なら今すぐにでも写真に撮とれますけど、どうでしょうか。




　集合場所の案内掲けい示じ板ばん前にたどり着いて数分後。

「甘っち、お待たせーっ！」

「おお……」

　振ふり向きざま、その姿を見て、思わず感かん嘆たんの声が漏もれてしまった。言動に目をつむればビジュアルは正統派黒くろ髪かみロング美少女で、スタイルも抜ばつ群ぐんの遊ゆう王おう子じだ。肌はだの露ろ出しゆつが異様に多いビキニタイプの水着が、ベストマッチしている。

「いやー、この格好、すっごい動きやすいなー」

　楽しそうに笑う遊王子。

「そーですね、水着ってきもちいーですっ」

　その後ろに控ひかえていたのは、チョコレートカラーの水着を身につけたショコラ。

「奏かなでさん、いかがでしょうかっ」

　遊王子を超こえる胸のサイズながら、引っ込む所は思いっきり引っ込んでいる。服着てる時も思ったけど、普ふ段だんあんだけ食いまくってるのに、このスタイルの良さはちょっとしたミステリーだな。

「ああ、いいんじゃないか」

「ほんとですかっ」

「その格好でくっつこうとするなっ！」

　しっぽ毛をぴょこぴょこさせながら寄ってきたショコラを、手で押しとどめる。

「お兄ちゃん、私のも見て見てっ！」

　そして、カラフルなワンピースタイプの水着を纏まとったゆらぎ。前の二人に比べると色々なボリュームが足りないのは明らかだが、これはこれで……アリだな。

「むふふ、お兄ちゃん、どうよ」

「ど、どうって何が？」

「またまたとぼけちゃってー。こんなキャワユイ女の子三人も引き連れて、嬉うれしくない訳ないでしょー」

　ゆらぎの超ちよう絶ぜつな死語は置いておくとして、この三人のビジュアルが、平均を遥はるかに上回っているのは紛まぎれもない事実だ。

　それは、さっきから近くを通る男達が、恨うらめしそうな目で俺を睨にらんでいく事からも明らかだ。ショコラ達をじっと見過ぎて、彼女らしき子にどつかれている人までいる。

　首から下げた防水カメラに収めたくなるようなスリーショットだったが、秘密兵器以外の方法を何も思いついていない現状、そんな浮うかれた事をしてる場合じゃないんで自重する。

「あれ、そういえば宴うたげ先生はどうしたんだ？」

「およ、さっきまで一いつ緒しよにいたんだけど……」

　遊王子と一緒になって、辺りを見回す。

「あ、いた」

　案内掲示板の十メートル程ほど後方、宴先生は、小太りでやたらに毛深い男に話しかけられていた。

　なんだろうかと疑問に思い、側そばまで歩いて行く。

「はあ……はあ……お、お嬢じようちゃん、お母さんとはぐれちゃったのかな？」

　……ロのつく性せい癖へきを持った御ご仁じんだった。

「……お前の期き待たいに添そえなくて悪いが、あたしはもう成人してるぞ」

　あまりに興奮した男の様子に、さすがの宴先生も若じやつ干かん引いていた。

「せ、成人してる？」

「ああ、だからとっとと──」

「素す晴ばらしいっ！」

「は？」

「お嬢ちゃんは何か誤解しているようだがね、年ねん齢れいは重要ではないのだよ。よく○歳以上はババアとか言ってる不届きな輩やからがいるが、奴やつらは何も分かっていない。見た目、見た目こそが唯ゆい一いつにして無二の価値基準！　いや、むしろ見た目と実じつ年ねん齢れいのギャップがあった方が我は興奮するっ！」

　……ヤバい、かなりの上級者だ。

「時に、差し支つかえなければ、お嬢ちゃんの年齢をおごふえっ」

　ロリコンは、その場に崩くずれ落ちた。

「せ、先生、いきなり鳩尾みぞおちはやりすぎじゃ……」

「知るか、気持ち悪わりぃんだよ」

　一いつ蹴しゆう。

　……まあいいか、なんか本人も幸せそうな顔で気絶してるし。

「あの、いいですか。なんかこの人、ちょっと体調悪くなっちゃったみたいで……」

　とりあえず係員の人を呼んで、回収してもらう。

「い、いきなり災難でしたね」

「全くだ」

　ロの人も相手が悪かったな。この人に何かするなんて、自殺行こう為い──




【選べ　①体を持ち上げて、「よーしよし宴ちゃん、たかいたかーい」　②体に抱だきついて、「わーい、宴ママー」】




　……死ねと？

　いや、ここは前向きに考えるんだ。先生なら選せん択たく肢しで仕方なくやったんだと理解してくれるだろう。

「ちょっとすみませんっ」

「なっ⁉」

　問答無用でその体を持ち上げる。

「よーしよし宴ちゃん、たかいたかーい」
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　可能な限り手早く済ませて、おそるおそる地面に下ろす。

「あ、あの……」

「……甘あま草くさ、お前も大変だな」

　宴先生は満面の笑えみを浮かべていた。よかった……

「そ、そうなんですよ、やっぱり同じ境きよう遇ぐうだった先生なら分かってくれるばふべしっ！」

　普通にビンタされた。

「同情はするが、それとこれとは別問題だ」

「うう……」

　まあ、鳩尾へのワンパンノックダウンよりはましと思うべきか。

　しかし宴先生、今までも分かっていたとはいえ、間近で見ると改めて──

「ん？」

　その時、急激にある衝しよう動どうが襲おそってきた。

「せ、先生」

「なんだ？」

　お、おい……これってもしかして……何日か前に出現した選択肢の②、思ってる事がそのまま口から出るとかいう……

　必死で衝動を抑おさえようとしたが無む駄だだった。だ、駄だ目めだ、口が勝手にうご──

「おっぱいちっちゃいですね！」




「言い訳は？」

「……あひまふぇん」

「何言ってるかわかんねえよ」

　……あんたのグーパンで頰ほおが腫はれてますからね。

　というか、時間差にも程があるだろ……完全に忘れてた。まあ、①のリア充じゆうで爆ばく発はつうんたらと、③のギャラクシーの彼方かなたへなんたらは、命の危険性があったから、顔の形が変わるくらい殴なぐられる程度で済んだのは、不幸中のさいわ……ねーよ。

　俺がまともに喋しやべれるようになるのを待って、宴先生は不ふ機き嫌げんそうに口を開いた。

「甘草。あたしは一人でぶらぶらしてくっから、お前があのガキ共をちゃんと監かん視ししろよ」

「え、先生、別行動するんですか？」

「ああ、大人には大人の遊び方があんだよ。つーかさすがにお前らに二十九歳のあたしが交ざるのは無理が……って、何言わせんだコラァ！」

「あんたが勝手に言ったんじゃねえか！」

　刹せつ那な、先生の手の平が、俺の首に当てられた。

「……あたしの年齢、口外したら縊くびり殺すぞ」

「は……はい」

　やる……この人は本当にやる。

「あたしは、己おのれの恥はじを晒さらして喜んでるような、お前みたいな変態とは違うんだ」

「股間見ながら変な事言わないでくれますかね！」

　これも選択肢のせいだって分かってるはずなのに、スルーしてくれないとはドＳがすぎる。

「ま、せいぜい頑がん張ばれよ、『人類史上、最小エンドレスチエリー』」

「なんで二つ名みたいに言ってんだ！」




「あれ？」

　まだ痛む頰をさすりながら案内掲示板前まで戻もどると、ついさっきまでここにいたはずの三人の姿が見えなくなっていた。

　辺りを見回すと、少し離はなれた所に、何やらちょっとした人だかりが出来ていた。嫌いやな予感を抱いだきながら、その場所へと向かう。

「いやっほーっ！」

　……オブジェとして設置された、人工ヤシの木のてっぺんに遊王子が登っていた。

「あ、甘っち、ここ、すっごい気持ちいーよっ！」

　テグスで屋上からぶら下がってた件といい、今日の桜の木の件といい、なんであいつは高い所に行きたがるんだよ……

　降りてこい、と手でジェスチャーすると、遊王子は軽快な動きでするすると下ってきた。

「こらっ！　危ない事しちゃだめだろっ！」

　目の前まで走ってきた遊王子を叱しかりつける。

「あはは、甘っち、なんかお父さんみたい」

「お、お父さんってお前……」

　暗にオッサン臭くさいと言われたようで、ちょっとショックだった。

「まあいい……他ほかの二人はどうしたんだ？」

「えーとね……あ、ゆらぎっちはあそこにいるよ」

　遊王子の指差す先に視線を向ける。

　小学二、三年生くらいの男の子の前で膝ひざをついて目線を合わせ、頭を撫なでている。普ふ通つうなら微笑ほほえましさをおぼえるような光景だけど……会話の内容が聞こえる位置まで近寄っていく。

「ねえねえ君、私のお兄ちゃんになってくれないかな？」

「……え？」

「お・に・い・ちゃん……ねね、こう呼ばれると、興奮しない？」

「……このお姉ちゃん、なんかこわい」

　子供にドン引かれてんじゃねえか！

　その子は、走り去っていってしまった。

「うう……」

　ゆらぎは、その後ろ姿を眺ながめながら、口をおさえて唸うなっていた。お？　いくらあいつでも、子供に拒きよ絶ぜつされたのはさすがにショックだったのか？

「お、お姉ちゃんとか言われちゃった……ヘドが出そう」

　そこかよ！

　……関係者だと思われたくないんで、声を掛かけるのを躊躇ためらっている内に、早々とダメージから回復したらしいゆらぎは、次のターゲットの下もとへと向かっていった。

　うお……女性物の水着を身につけているが、体格や顔つきは明らかに男のもの……つまり、オネエだ。

「私のおに……いや、お姉ちゃんになってくれませんかっ？」

　ちょっと迷ってんじゃねえよ！

　声を掛けられたオネエは、警けい戒かいするような表情を見せていた。そりゃあ、いきなりこんな事言われたら、当然の反応だよな。

「え……な、なんでござんすか？　アチキ、お金持ってないんで、な、何か売りつけようとしても無駄でヤンスよ！」

　お前キャラおかしいだろ！

　その江え戸どっ子（？）なオネエも、こそこそと逃にげるようにして去っていってしまった。

「はあ……二連敗か」

　……これ以上はほっとけないと判断し、肩かたを落とすゆらぎに、後ろから声を掛ける。

「お前、一体何やってんだよ……」

「あ、生お兄ちゃん」

「……もうそれにはツッコまないが……ショコラはどこに行った？」

「ショコラお姉ちゃんならあそこにいるよ」

　ゆらぎの視線の先、一ひと際きわ人口が集中しているあたりに、ショコラはいた。

「は、はだかのおとこのひとがたくさんいますっ」

　腐くさりきったワンコは、キラキラと目を輝かがやかせていた。

「これは、くみあわせにむげんのかのうせいが──」

「ショコラ……」

　歩いていって、若じやつ干かん引き気味に声をかける。

「あ、奏さん、みてくださいっ、どの人がいいですか？」

「どれもよくねえよ！」

「奏さんは、りそうがたかすぎると思います。こんなよりどりみどりの状じよう況きようで、いったいなにが気に入らないんですか？」

「性別だ！」

　……この際だから、前々から疑問に思っていた事を聞いてみる事にする。

「なあショコラ、お前ってさ、俺の事好きなんだよな？」

「はい、だいすきですっ」

　相も変わらず、何の迷いもなく即そく答とうするショコラ。

「いや、だったらさ、俺を他の男とくっつけようとするのはおかしくないか？」

　もちろん、ショコラの『好き』が恋れん愛あい的なものじゃない事は重々承知してるんだけど、それにしたって、自分が好意を持っている相手をカップリングさせようとするのは、どうにも理解できない。

「わたしが奏さんをすきなのと、わたしが奏さんをホモホモしい事にしたいのは、まったくべつじげんのかんじょうです。ですから、このふたつはあいはんする事なく、りょうりつしうるのです」

「……よく分からんが、お前の脳の中が理解出来ない事はよく分かった」

　つーか、ホモホモしいってなんだよ……

「ちにうえた男子のみなさん、ここにいけめんがいますよーっ。ちょっと襲ってみませんかっ」

「やめんかっ！」

「もがっ」

　慌あわててショコラの口を塞ふさいで黙だまらせた。

　く……遊王子といいゆらぎといい、なんだってこいつらは来てすぐだってのに、こんなに問題ばっかり起こすんだよ。

　ここは一回、注意しておかねばなるまい。案内掲けい示じ板ばん前で待機させておいたゆらぎと遊王子の所まで、ショコラを連れていく。

「お前ら……ちょっとそこに座れ」

　俺の指示に従い、素す直なおにちょこんと体育座りをする三人。

「いいか、全員もう高校生なんだから、もうちょっと節度のある行動をしなさい」

「あはは、しなさい、だって。やっぱりお父さんみたいっ」

「うわお兄ちゃん、おっさんくさーい」

「わたしはよくやられますが、奏さんのおせっきょうは、けっこうねちねちしてます」

　ビキリ。

　こ、こいつら……思いっきり怒ど鳴なってやろうかとも思ったが、ここで大声を張り上げても、おそらくは面おも白しろがらせるだけだろう。落ち着け、俺。一いつ旦たん目を閉じて深呼吸だ、深呼吸。

「すううう……はあああああ………………あれ？」

　それはほんのわずかな間だったのにもかかわらず、目を開けた時には、三人の姿が、忽こつ然ぜんと消えていた。

「おー、あっちのプールおもしろそーっ」

「こっちからいっぱいお兄ちゃんの匂においがするよっ」

「そっちにたべもののエリアがあるみたいですっ」

「ち、ちょっと待てっ！」

　三人が三人共、好き勝手にバラバラの方へ駆かけていく。

「く……あいつら、言ったそばからっ」

　頭が痛くなってきた……しかし、どうする？　この状況で全員を追うのは不可能だ……だったらここはミッションの事もあるし、遊王子を優先して──




【選べ　①※股こ間かんを押さえながら「ぐああっ！　俺の右手が……右手が疼うずくっ！」　②※股間をこすりながら「ぐああっ！　俺の右手が……右手が疼くっ！」】




　………………

「ぐああっ！　俺の右手が……右手が疼くっ！」

　……いや、勿もち論ろん①ですよ、選んだのは。

　誰だれに向けているか分からない弁解を心の中でしながら、遊王子を追おうとしたその矢先、

「ちょっといいですか」

「え？」

　係員のお兄さんに声をかけられた。

「あなた今、股間を押さえながら、何か変な事口走ってましたけど……ちょっとお話を聞かせてもらっていいですか」

　……己おのれの行動を客観的に改めて聞くと、完全な変態だった。

「……すみません、実は俺、厨ちゆう二にという名の病なんです」

　ここで遊王子を見失ったら、大きなチャンスロスになってしまう。もう痛い奴やつと思われてもいいから、一言で済ませたかった。

「いや、あなたが病気なのは分かりますが……」

　なんか勘かん違ちがいされてる⁉

　く……厨二って単語は、オタク的素養の無い、一いつ般ぱん人には通じないか。

　お兄さんはそこでなぜか、俺の股間をみつめながら言った。

「それはむしろ、中二というよりは小二サイズなんじゃ……」

「あんた一体なんの話してんだ⁉」




「くそっ……」

　お兄さんになんとか厨二の概がい念ねんを説明（非常に困難を極きわめた）し、別にアレのサイズが小さい事を嘆なげいていた訳ではない事を理解させ、解放してもらうまでに、相当時間をとられてしまった。当然、三人の姿は影かげも形もない。

「くそっ、なんでこうなるんだよ……」

　俺は髪かみの毛をかき回しながら、遊王子の向かった方へと走り出した。
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（あ、甘草君、なんだかんだ言って楽しそうだな……）

　うんざりした調子で走って行く甘草奏の後ろ姿を、人ひと混ごみに紛まぎれてみつめる一人の少女の姿があった。

　彼女の名は雪ゆき平ひらふらの。

（今いま更さらどうやって声かけていいか分かんないし……うう、どうしよう）

　彼女は後こう悔かいしていた。一いつ緒しよにプールに行こうという誘さそいを断ってしまった事を。

（だって……だって……）

　顎あごを引いて、自らの平へい坦たんな胸を眺める。

（ショコラちゃんも謳おう歌かちゃんも、なんであんなにおっぱい大きいんだろう……）

　モデル並みの威い容ようを誇ほこる彼女らのそれを生で見て、もとから無に等しかった自信が、完全に砕くだけ散っていた。

（男の子ってやっぱり、おっぱいが大きい方がいいんだよね……）

　今一度、自分自身の胸を、嘆たん息そくしながら見つめる。長年のつきあいになる小さな二つの塊かたまりは、既すでに一年程ほど前に成長を止めていた。

（あ、見えなくなっちゃう）

　ふらのは、慌てて奏の後ろ姿を追って、走り出した。
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「はあ……はあ……あいつら、好き放題やりやがって」

　いくら走り回っても、遊王子の姿を発見する事はできなかった。

　しかしこのプール、本当に広い。国内最大のウォーターアミューズメントパークの謳うたい文もん句くは伊達だてじゃないな。

　膝ひざに手をついて、息を荒あらげる。駄だ目めだ、このまま闇やみ雲くもに走り回った所で見つかるとは思えない。なんかいい方法は──

「随ずい分ぶん大変そうですね～」

「まったくだよ……ん？」

　背後から急に掛かけられた声に、反射的に返してしまったが、この特とく徴ちようのあるしゃべり方ってまさか……

「甘草さん、こんにちは～」

　……嫌いやな予感、的中。

　顔を上げて振ふり返った先には、黒こく白びやく院いん会長の姿があった。

「か、会長、なんでこんな所に……」

　その姿は当然の如ごとく、水着。恐おそろしくバランスのとれた肉体は、神こう々ごうしいまでの輝かがやきを放っていた。身長とほぼ同程度の長さを誇るその髪は、水に濡ぬれて、いつも以上の艶つやを放っている。

「ふふ、たまたま遊びに来ただけですよ～」

「たまたまって……あれ？」

　見覚えのある顔は、それだけではなかった。

「あら、貧相なゴミ虫は肉体まで貧弱なのね」

「甘草君、こんにちはー」

　会長の後ろには、見知った二人の姿があった。

　麗れい華か堂どう絢あや女めと柔やわ風かぜ小こ凪なぎ。表ランキングの五位と三位に位置する女の子達だが、高飛車で女王様気質の麗華堂に対して、柔風は控ひかえめで温和。性格が完全に真逆の二人だった。まあ、だからこそ票を食い合わないで、二人ともランクインしてるんだろうけど。

「なんで三人揃そろってるんですか？」

「対たい抗こう戦せんは負けてしまいましたけど、お疲つかれ様会という事で、私がお誘いしたんです～」

　頰ほおに手をあてて、にっこりと微笑ほほえむ会長。

　そういえばこの前廊ろう下かで会った時、二人に渡わたすものがあるとか言ってたけど、ここのチケットだったのか。

「まあ私達二人は、個人的には負けてないわけだし。ね、柔風さん？」

「あはは……まあそうだね」

　麗華堂のこの自信は一体どこからやってくるんだろうか。雪平との対戦で、シリコンが入ったニセ乳がばれて泣きそうになってたくせに……

　しかし……麗華堂の水着を見た俺は、ごくりと息を吞のんだ。どうなってんだこれ、布の部分がほぼ無いぞ……

　完全なるガン見だったが、そうされる事に慣れているのか、麗華堂は全く動じていなかった。

　対照的に柔風の水着は、その性格を反映してか、かなり露ろ出しゆつが低めだった……が、このかわいらしさの前では、肌はだ色いろの割合などどうでもいいにも程がある！　柔風が水着を着ている、その事自体に大きな意味があるのだ！

「あの……甘草君……あんまり見られると……恥はずかしいかな」

「はっ！」

　まずい、柔風のあまりの天使っぷりに、なんかキャラが変わってしまっていた。

「ご、ごめん」

　柔風は顔を赤らめて、うつむいてしまう。

「柔風さん、もっと堂々としなさい。プールに来ている世のクズ男子共なんて、女の子の水着をなめ回すように見る以外にする事がないんだから、見せつけてやるくらいの心構えでいないと駄目よ」

　……言い方はアレだけれども、その意見は概おおむね間ま違ちがってはいないと思います、ハイ。

「ところで甘草さん、なんでお一人なんですか～？」

　会長がのんびりとした口調で割って入ってきた。

「いや、実はですね──」

　遊王子達が好き勝手に散っていってしまった事を説明する。

「あらあら～、それは困りましたね～」

　ひとっつも困っていない表情の会長。

「あのお三方は、放置しておくと、騒さわぎを起こしてしまう可能性が高いですよね～」

　まあ既に、ヤシの木に登ったり、ちっちゃい子に変態的な事言ったり、俺を男に襲おそわせようとしたりしてるしな……

「う～ん、生徒会の人間としては、晴光学園の名に傷が付くのを放ほうってはおけませんね～。甘草さん、お三方の向かった大体の方角は分かりますか～？」

「あ、はい」

　入り口付近の案内掲けい示じ板ばんから見て、ゆらぎは北東、ショコラはほぼ真北、遊王子は北西の方向にばらけていったはずだ。その旨むねを会長に伝える。

「なるほど～。捜さがす対象は三人。あらあら、ちょうど私達も三人ですね。柔風さん、麗華堂さん。申し訳ないんですが、協力してもらえますか～？」

　いきなり表ランキングの二人に助力を乞こう会長。

「あ、はい、もちろんですっ」

「まあ、タダで遊ばせてもらっている身だし、他ほかならぬ生徒会長の頼たのみとあれば、断れないわね」

　二人は、あっさりと快かい諾だくしたが……この提案、なんか不自然じゃないだろうか。晴光学園の名に傷が～とか言ってるけど、言い方が白々しすぎて、全く実感がこもっていない。

「じゃあ私は、謳歌ちゃんの所に行かせてください」

「私はショコラさんの様子を見てこようかと思います～」

「という事は、私はあのピンク髪の一年生ね」

　俺の懸け念ねんをよそに、あっという間にそれぞれの分担が決まっていく。

　まあ、今は会長の真意を確かく認にんしてる場合じゃないし、どんな組み合わせになろうと、俺の目的は決まっている。ミッションの事を考えたら、真っ先に遊王子の所へ──

「あ、ちなみに甘草さんは、私か麗華堂さんと一緒に行動してくださいね～」

　会長がのほほん、とした調子で割って入ってくる。

「は？　いや、俺は遊王子の所へ──」

「駄目です～」

「だ、駄目って……」

「いきなりそれでは、面白くありません」

　やたらにセリフの後半部分を強調した会長は、人差し指を口にあてて、にこりと笑う。

「お楽しみは、最後にとっておくものですよ～」

　……どうなってる？　対抗戦の時は最後には協力（一応）してくれたのに、今日はミッションを邪じや魔まするような行動……一体この人は何がしたいんだろうか。

「はい、じゃあ柔風さんはそろそろ出発してください～」

「あ、はい、じゃあ頑がん張ばって謳歌ちゃんを捜してきますっ」

　会長に促うながされた柔風は、俺達に背を向けて、小走りを開始した。

　できれば俺もそれに続きたいけど……

「いってらっしゃ～い」

　柔風に手を振る会長の後ろ姿からは、異様なプレッシャーが放たれており、どうしても一歩を踏ふみ出す事ができなかった。

　会長は笑え顔がおのまま、俺の方に向き直る。

「甘草さん。急がば回れって言葉を知ってますか～？　確かに今回のメインは遊王子さんですが、他の女の子達とも仲良くしておけば、結果的にあなたの損にはならないと思いますよ～」

　なんだ？　会長は一体何を言ってるんだ？

「という事で甘草さん、選んでください。麗華堂さんと一緒にゆらぎさんを捜しにいくか、私と一緒にショ──」

「ゆらぎの方で」

　食い気味で即そく答とうする俺。会長とマンツーマンなんてまっぴらごめんだ。

「あら、ふられちゃいました。悲しいです～」

　ひとっかけらも心が籠こもっていないセリフを吐はく会長。

「という事で麗華堂、俺も一緒にゆらぎを捜しに行く」

　麗華堂は、つまらなそうな表情で言い放った。

「ふん、まあ好きにすればいいけど、私の邪魔だけはしないでね」

　相変わらずの傲ごう慢まんな物言い。正直、麗華堂もどっちかといえば苦手な方なんだけど、会長に比べれば、なんぼかマシだ。

「あ、そうそう、甘草さん、一つだけ言っておきますね～」

　麗華堂と共に出発しようとした所に、会長から声がかかったんで、振り返る。




「ずるしたら、酷ひどい事になりますよ」




「っ⁉」

　一いつ瞬しゆんだけ見開かれた会長の目は、いつぞや見たのと同じく、獲え物ものを捕ほ食しよくする猛もう禽きん類るいのような光を宿していた。

「箱はこ庭にわさんが問題起こしてたら、ちゃんと大人しくさせてくださいね～」

「……分かりました」

　俺は流れ出る冷や汗あせを拭ぬぐいながら、その場を後にした。




　　　　２




　揺ゆれていた。

　俺の横で、おっぱいという名の塊かたまりが、たゆんたゆんに揺れていた。

「鬱うつ陶とうしいからチラチラと横目で見るのはやめなさい、この変態」

　う……気がつかれてた。

「悪い、つい……」

　しかし、自然な感じで揺れるその様子は、とても人工物が組み込まれているようには見えなかった。

「シリコンが入ってるとは思えないな」

「っ⁉」

　麗華堂が顔面を引き攣つらせて、その歩みが極きよく端たんに遅おそくなる。

　しまった。別に悪気があったわけじゃないんだけど、思わず口に出してしまった。

「あ、いや、今のは忘れてくれ」

　罵ば倒とうの言葉が飛んでくるかと思ったら、麗華堂はなぜか、怯おびえたような、警けい戒かいしているような、不安バリバリの表情をしていた。

「な……何が望みなの？」

「は？　望み？　一体なんの話だ？」

「と、とぼけないで、秘密をちらつかせたからには、私に何かいかがわしい事をさせるのが目的なんでしょう？」

「いやいや……何言ってんだよ」

　なんでいきなりそんな発想に至るんだろうか。

「だ、だって、私の読んだマンガはみんなそんなのばっかりよ」

「ちょっと待て……お前は一体何を読んでるんだ？」

「し、しょうがないじゃない。本当はマンガなんて興味ないんだけど、兄が自分の部屋に入りきらないからって、私の部屋に置いていくんだもの。もの凄すごくいい笑顔で『これは性教育の教科書だ』って言って」

「それは兄貴としてどうかと思うが……」

「兄曰いわく、私がそのエッチな本を読んで恥ずかしがっているのを見ると、無む性しように興奮するらしいわ」

「ド変態じゃねえか！」

　遊王子の両親といい、麗華堂の兄貴といい、俺の周りのアレな奴やつは、家族までアレなのかよ……まあいい、話を本題（？）に戻もどそう。

「そもそもさ、なんでわざわざシリコンなんて入れてるんだ？」

　いくら人工的な処置をしたって、普ふ通つうここまでのボリュームにはならないだろう。この領域に至るには、どうしたってある程度の土台が必要になってくるはずだ。

　例えば雪平がいくらシリコンを注入した所で、こうはならないだろうし……この感想、聞かれたら殺されそうだな。

　まあとにかく、麗華堂の胸は、元から標準よりかなり大きいであろうという事が予想される。それを更さらにボリュームアップさせる必要がどこにあるんだろうか。正直、今の麗華堂の胸は、生物として不自然さを感じざるをえないくらいにデカすぎると思う。

「そ、それは……隣となりに住んでる幼なじみが、胸は大きければ大きい程ほどいいって言ってて……私も最初は馬ば鹿かじゃないの、って思ってたんだけど、毎回毎回、あまりにも目をキラキラさせながら言ってくるものだから、とうとう押し切られて手術を決意──って、一体何を言わせるのよっ！」

「お前が勝手に言ったんだろうがっ！」

　勝手にデレて、直後にキレ出す……新しい芸として売り出せそうだな。




　そのまましばらく進み、『ウォーターサバゲーエリア』という場所にさしかかった俺は、思わず足を止めた。

「な、なんだこれ……」

　そこではプールの中に巨きよ大だいな岩場がでん、と設置されていた。その至る所に、うねうねとした草木が生おい茂しげっており、小規模なジャングルとでも言うべき様相を呈ていしている。

　もちろん岩を含ふくめて、本物ではなく柔やわらかい素材のレプリカなんだろうけど、遠目からは本物と見み紛まがうかのようなリアリティを誇ほこっていた。

　水深もせいぜいくるぶしくらいまでしかなく、プールとしては異様な光景だったが、まあサバゲーの舞ぶ台たいという見方をすれば、そんなにおかしくはない。

　だから、俺の戸と惑まどいの声は、その風景自体に対するものじゃなかった。

　プール部分のそこかしこで、幾いく人もの男達が、白目を剝むいて気絶しており、加えて岩場でも、力ちから尽つきたように、少なくない人数が倒たおれ伏ふしている。

「一体……何が起こってるんだ」

　そう漏もらした俺の耳に、岩場の最上部から、聞き覚えのある声が響ひびいてきた。

《やったね、敵はほぼ全ぜん滅めつだよお兄ちゃん達っ！》

「「「うおおおおおおおおおおっ！」」」

　拡声器を手にしたゆらぎの周りに陣じん取どった、異様なテンションの男達が雄お叫たけびをあげながら、手に持った大型の銃じゆうらしきものを掲かかげている。

《あ、奏お兄ちゃーん》

　そこで、俺に気がついた様子のゆらぎが、上からぶんぶんと手を振ふっていた。

　……駄だ目めだ、何が起きてるのか、さっぱり把は握あくできない。

　状じよう況きよう確かく認にんの為ため、近くにいた係員のお姉さんに声を掛かける。

「あの、すみません……あのてっぺんにいるピンク髪がみの子の関係者なんですけど、これ、どういう状況なんですか？」

「あー、あのですね……」

　お姉さんは、苦笑いを浮うかべながら説明してくれた。

　この『ウォーターサバゲーエリア』は、一応サバゲーという名を冠かんしてはいるものの、貸し出される水みず鉄でつ砲ぽうを武器として、自由に遊んでください、という緩ゆるい感じのものらしい。

　しかし、人数が集まった時は団体戦のような催もよおしもやるし、今日は、近くの大学のサバゲー研究会が貸し切りで利用していた。

　そこへ、『お兄ちゃん』を探し求めてうろついていたゆらぎが通りかかったのが悲劇の始まりだった。

　最初は『東軍』と『西軍』に分かれて健全に楽しんでいた研究会の面々だったが、ゆらぎの乱入によって両軍は一気に解体。『妹派』と『姉派・その他連合軍』に再編制され、大規模な抗こう争そうが勃ぼつ発ぱつしたらしい。

　そして、洗脳され、半ばバーサーカーと化した前者が圧あつ倒とう的な力を発揮し、後者は蹂じゆう躙りんされ、敗北の憂うき目を見た、と。

　……そうだ、ゆらぎは昔っから、人心を掌しよう握あくし、集団を煽せん動どうする術すべに長たけていた。中学生の時なんか、クラスの男子ほぼ全員がゆらぎを妹と思い込み、崇すう拝はいしてるような状態になり、学級崩ほう壊かい寸前までいってしまった事がある。

　たくさんの『お兄ちゃん』に囲まれ、その頂点に妹として君臨する事で、他人には理解しがたい愉ゆ悦えつを覚えているらしい……なんで俺、こんな奴と幼なじみなんだろう。

　できればほっといて今すぐこの場から立ち去りたかったが……会長のあの目が脳のう裏りをよぎる。

　駄目だ、ゆらぎをあそこから引きずり下ろさなければ、ここから離はなれられない。

　仕方ない、やるしかないならまずは情報収集だ。再び係員のお姉さんに声をかける。

「ちょっと疑問なんですけど……あの人ら、なんであんな強力な水鉄砲使ってるんですか？」

　見た所、被ひ害がい者しや達は皆みな一様に意識を失っている。あの威い力りよくは、一いつ般ぱんに貸し出しするものとしては、危険過ぎるだろう。

「……あのですね、あれって普通は水圧が固定になってるんです。あの大学生達も、最初はそのまま楽しんでたんですけど……あの女の子が来てから、一部の人達が暴走しちゃって……その中の一人がロック外して、水圧いじったのを皮切りに、あっという間にみんなやりだしちゃって……」

　……ゆらぎの洗脳、恐るべし。

「というか、ここまでの事態になったら、もう強制的に止めた方がいいと思うんですけど」

「それがですね。あの妹派の人達、何を言っても聞き入れてくれないんです。私じゃどうしようもなくて上長に確認をとったら、『お客さん集まって盛り上がってるし、面おも白しろそうだからオッケー』って」

　いいのかよ……まあたしかに、野や次じ馬うまはたくさん集まってるけども。

《ゆらぎーっ！》

　お姉さんから拡声器を借り受けて、上方に声を送る。

《お兄ちゃん、なにー？》

《くだらない事はやめて、さっさと降りてこい！》

《むふふ、それはいくらお兄ちゃんの頼たのみでも聞けないよ。今、複数のお兄ちゃんが私の手足となって動いてる、至福の時間なんだからっ》

《言う事聞かないと、力ちから尽ずくで引きずり下ろすぞ！》

《私を取り戻す為にお兄ちゃんが乗り込んでくる……それをたくさんのお兄ちゃんが阻そ止しする……ハア……ハア》

　……駄目だ、奴は末期症しよう状じように陥おちいっている。実力行使するしかない。

「しかし、そうは言ってもどうするかな……」

「気に入らないわね」

　不意に、すぐ側そばで声がした。俺の横まで歩み寄ってきていた麗華堂が、腕うで組ぐみをしながら、ゆらぎのいる方を不満げに見上げている。

「どうした麗華堂？」

「あのピンク髪の小こ娘むすめよ。己おのれの分を弁わきまえずに、下等生物共を従えての女王気取り。この私を差し置いて、一体何様のつもりなのかしら」

　……お前こそどこのどちら様なんだよ、ってツッコミはしちゃいけないんだろうな。

「決めたわ。あの子を完かん膚ぷなきまでに叩たたきつぶして、真に人の上に立つべき人間は誰だれかという事を思い知らせてやるわ」

　一人で勝手に対たい抗こう意識を燃やして盛り上がる麗華堂。まあ動機はどうあれ、ゆらぎをどうにかしてくれるなら、俺にとってはありがたい事ではあるけど……

「でもお前、この状態を一人で覆くつがえすのは無理だろう」

　麗華堂は馬鹿にしたように鼻を鳴らした。

「ふん、事を為なすのに率そつ先せんして自らが動くなんて、愚ぐの骨こつ頂ちようよ。ちょっと貸しなさい」

　麗華堂は、俺の手から拡声器を奪うばい取って、声を張り上げた。

《聞きなさい、腑ふ抜ぬけて倒れているクズ男達！》

　よく通る声が、エリア全体に響き渡わたる。

《私の名は麗華堂絢女、この世の全すべてを統すべる為に産まれてきた女よ》

　音量がマックスになっているせいか、はたまた凛りんとした声質のせいか。それまで気を失っていた連合軍の連中が、一人、また一人、と意識を取り戻していく。

《あの、なんでも言う事を聞いてくれそうな、ピンク髪の妹もどきになびかなかったという事は、貴男あなた達は誰かに隷れい属ぞくするのが好きなドＭ気質なのでしょう？　ならば、命じるわ。私の為に、今一度その命を懸かけなさいこのクズ共！》

　正直、言ってる事はめちゃくちゃなんだけど、麗華堂の演説が進むにつれ、目を覚ました連合軍メンバーの顔に、徐じよ々じよに生気が戻っていく……こいつら、マジでドＭか。

　そして、数分後。

「「「あ、絢女様っ！　どうか卑いやしいこの豚ぶためらにご命令を！」」」

　麗華堂は、連合軍を完全に掌握していた。

《あのピンク髪を打ち倒した暁あかつきには、私が力の限り罵ののしってあげるわ！》

「「「うおおおおおおおおおっ！」」」

　……こいつら、なんでこんなにテンションあがってるんだろう？　いや、マジで。

「何してるの」

「は？」

　若じやつ干かん引きながら連合軍の様子を見ていた俺に、麗華堂が冷ややかな声を掛けてきた。

「貴男もさっさと行きなさい」

　いつの間に準備したのか、水鉄砲が差し出される。

「俺？　いや、興奮してる当事者同士でやらせとけばいいんじゃ……」

「はあ？　それじゃあ何の為についてきたのか分からないじゃない。貴男みたいなクズ凡ぼん人じんは、体を張る事しか出来ないんだから、私の駒こまになって働きなさい」

　そのあまりの言い草に、俺は怒いかりを通り越こして呆あきれてしまった。

「あのなあ──」




【選べ　①素す直なおに従って、戦場へと向かう　②こんな高飛車な女の言うことは、断じて聞かない。世の厳しさを思い知らせる為に、そのおっぱいに水すい弾だんを撃うち込む】




　②を選びたいのはやまやまだが、一つ懸け念ねんがある……それをやったら、おそらく麗華堂の水着ははじけ飛んでしまうだろう。だってこれ、水着というかもうただの布切れだもんな。

「なにしてるの、早く行きなさいって言ってるでしょう」

　く……お前のおっぱいの命運は、俺の手に握にぎられてるんだぞ。

　そんな無言の脅おどしが伝わるはずもなく。麗華堂は、動こうとしない俺に不ふ愉ゆ快かいげな視線を向けてきた。

　ならば……思い知らせてやる。

　次の瞬しゆん間かん、麗華堂は俺の放った水弾によって水着を剝はぎ取られ、手ブラ状態で涙なみだ目めになっていた…………………………………………………………………………俺の想像の中で。

「ふう……今日はこの辺で勘かん弁べんしてやろう」

　ああ、②を選ばない俺ってばマジ紳しん士し。さすがにこれだけの野次馬の前で、おっぱいを晒さらさせる訳にはいかないよな。どこの誰にどんな影えい響きようを与あたえるか想像がつかないし、生おっぱいなんて見ちゃったら俺自身、どうなるか分かんないし。

「……何か顔が気持ち悪いわよ、貴男」

　麗華堂の罵りを受けながら、再度、プールへと足を踏ふみ入れる。

「っ！」

　刹せつ那な、殺気を感じて、半ば無意識に横っとびする。そのまま転がりつつ、敵の姿を確認した。

　いた……レプリカの岩の間から、やたらに色の黒い男が、敵意の籠こもった顔をのぞかせている。

「ま、待ってくれ、俺はゆらぎを止めたいだけで、別に争う気は──うおおっ！」

　セリフの途と中ちゆう、第二射が俺の顔面をかすめていった。焼けるような頰ほおの痛みから、その水弾の威力の高さが覗うかがえる。

　だ、駄目だ。これは……やらなければやられる。

　その色黒男は二度の失敗に舌打ちすると、燃料である水を補給する為に、給水口を水面につけた。

　チャンスだ！

「いまのはいたかった……いたかったぞ────────っ‼」

　そのスキを突つき、フリーザ様っぽく突とつ撃げき……意外にノリノリだな、俺も。

　サバゲー部とはいえ、さすがに水鉄砲の扱あつかいにはそれ程ほど慣れていないようで、その給水動作はお世辞にもスムーズとは言えなかった。

　色黒男がそれを終えた頃ころには、俺は既すでに必中の間合いまで達していた。

「ぐえっ！」

　俺の放った水弾はそいつの喉のどに直ちよく撃げきし、一発でその意識を奪い取った……この水圧、ヤバいぞ。

「ふう……」

　俺が冷や汗あせを拭ぬぐい、安あん堵どのため息をついているその間にも、エリア全体で激戦が展開されていた。

《ヒャッホー、それいけお兄ちゃん達ーっ！》

《もっとよ、もっと士気を上げなさい豚共！》

「「「うおおおおおおおおおおっ！」」」

「「「やったらあああああああっ！」」」

　それぞれの信しん仰こう対象に鼓こ舞ぶされて、さらに興奮する両軍。

　この様子だと、戦力は互ご角かくといった所だろう。

　さて、俺はこの混戦に乗じてゆらぎを──

「動くな」

　無機質な声がして、背中に何か、冷たいものが突きつけられた。

　やばい……全く接近に気がつかなかった。

「銃じゆうを放して、こっちを向け」

　……この状じよう況きようでは大人しく従うしかない。

「これでいいのふがっ！」

　振ふり向くなり、銃じゆう口こうが鼻の穴に突っ込まれる。

「……お前、一体誰だ？」

　坊ぼう主ず頭あたまのその男は、訝いぶかしげな視線を向けてくる。身内だけでやってるはずのサバゲーに俺みたいな部外者が交ざり込んでれば、当然の反応だよな。さっきの色黒男みたいに、いきなり撃ってこないだけまだましか。

「ま、待ってくれ、俺は中立だ。あんたらの不毛な戦いを止めたいんだ」

　この坊主頭がどっち派なのか判別できないので、適当な事を言って場を繫つなぐ。

「中立……」

　なぜかその単語に反応した坊主は、少しだけ表情を緩ゆるめた。

「……ちょっと俺の話を聞いてくれるか？」

　こくこく、と頷うなずく。鼻の穴に銃口を突っ込まれた状態では従うしかない。

「実は俺、妹とかそういうの、大好きなんだ」

　実にどうでもいい告白だった。まあでも、こいつがゆらぎ陣じん営えいだという事が判明したな。

「でも……でもな、それに加えて……その……ドＭでもあるんだ」

　果てしなくどうでもいい告白だった。ていうか、なんなのこの人、なんで初対面の俺にそんな性せい癖へきの話なんてしてるの？　馬ば鹿かなの？　死ぬの？

「ゆらぎちゃんに対する愛は本物なんだ……でも、でも、絢女様に罵られたいっていう欲よつ求きゆうもおさえる事ができないっ！」

　……うん、好きにすればいいと思うよ。

「教えてくれ、俺は……俺はどっちを愛すればいい？」

「いや、そんなの俺が知るわけ──」





【選べ　①「妹こそ至高、この世の全ては妹の為ために存在しているっ！」

　　　　②「俺についてこいはもう古い。これからはドＭ系男子が世を席せつ巻けんするっ！」

　　　　③新たな可能性を提示し、理解を求める】






　……迷ってるこいつに中ちゆう途と半はん端ぱな事を言えば、逆効果になりかねない。ここは③を選んで、興味の対象を他ほかに移すのが上策だろう。

「たまには違ちがう世界を覗のぞいてみないか」

「違う世界だと？」

「そう、ゆらぎだの麗華堂だのっていう、くだらない二択たくから解放された新しい概がい念ねん……ガーターベルトを」

「……」

「新しい概念……ガーターベルトを！」

「いや、聞こえなかった訳じゃないんだが……………………………………お前、変態だな」

　妹好きのドＭにドン引きされた！

　な、なんで理解されないんだ？　ガーターベルトさえ着用すれば姉とか妹とかＭとかＳとか熟女とかロリとか巨きよ乳にゆうとか貧乳とかいった低てい俗ぞくな概念は関係なくなるんだぞ。全てがガーターベルトという崇すう高こうな括くくりで統一され、争いなんてなくなるはずなのに……

「というかお前、人が真しん剣けんに悩なやんでるのに何がガーターベルトだ……ふざけてるのか？」

　え？　ちょっと何言ってんのこの人。妹かドＭかなんて、どこが真剣──

「もういい、消えろ」

　ちょっ、み、見切り早すぎるだろ。ゆとりか！　自分と意見の違う奴やつは全部敵とか、ゆとりか！　世の中白と黒以外は存在しませんみたいな視野の狭せまい思考、ゆとりか！　だいたいこいつ俺より年上……って、そんな事考えてる場合じゃない。この坊主マジで撃つ気だ、今からでも妹好きのフリをして──

「ぎゃああっ‼」

　直後、凶きよう器きと化した水の奔ほん流りゆうが鼻の穴から侵しん入にゆうして、俺の中を駆かけ巡めぐった。

「ふごおおおおっ！」

「水圧は抑おさえてあるとはいえ、タフだな……しかし、次は確実に仕留める」

　そう言って、水をまき散らしながら悶もだえる俺に再び銃口を向ける坊主。

「豚ぶたが偉えらそうに何か言ってるわね」

「え？」

　反射的に振り返る坊主の後ろ、麗華堂がその顔面に銃口をあてていた。

「あ、絢女様……」

「消えなさい、どっちつかずの豚」

　麗華堂は、照準を胸の辺りに下ろし、ためらいなく引き金を引いた。

「ごふうううううっ！」

　後方にふっとばされた坊主は、衝しよう撃げきで気を失ったが、なぜかちょっと幸せそうな顔で倒たおれていた……さすがドＭだ。

「麗華堂……助かったけど、お前、なんで自分で？」

　ぐじゅぐじゅになった顔面を手で拭いながら、麗華堂に疑問を向ける。さっきは自分で動くのは愚ぐの骨こつ頂ちようとか言ってたのに、どういう風の吹ふき回しだろうか。

「周りを見てみなさい」

「え？」

　あれだけの叫さけびが飛び交かっていた戦場は、いつの間にか、奇き妙みような程に静まりかえっていた。よくよく見れば、俺が来た時の倍近い人間が、意識を失って倒れ込んでいる……両軍、壊かい滅めつ状態か。

「ふふん、まあ一度やられた豚共にしては、よくやった方ね」

　どこか愉たのしそうに、倒れた男達を眺ながめる麗華堂。

「そして、敵将を討うち取るのは私の役目、というわけよ」

　……つまりは、おいしいとこだけもっていきたい訳ね。

「ふっふっふ。その勝負……受けて立つよっ！」

　後方から、いきなりゆらぎの声が響ひびいてきた。

「出たわね、ピンク髪がみ」

「絢女お姉ちゃんが、まさかここまでやるとは思わなかったよ」

　すっ、とこちらに銃口を向けるゆらぎ。

「ふん……身の程を知りなさい」

「絢女お姉ちゃん、私はそう簡単には負けないよっ」

　銃を構え、対たい峙じする二人。

　いや、もう野や郎ろう共の暴走はおさまったんだから、この二人がバトる意味はないと思うんだが。

「二人とも、一いつ旦たん銃じゆうを置いて話し合──」

　俺が、両者の間に足を踏ふみ入れたその瞬しゆん間かん、

「くらいなさいっ」

「お兄ちゃんバリアッ！」

「ぐえええっ！」

　容よう赦しやなく発射する麗華堂と、俺を壁かべにしてその身を守るゆらぎ。

「身を挺ていして妹を守るなんて、さすが私のお兄ちゃんっ！」

「お前どの口が言ってんだ！」

　水すい弾だんが直撃した脇わき腹ばらを押さえながら、麗華堂の方へよたよたと歩いていく。

「れ、麗華堂お前、味方の俺に向かってぐはおえええっ！」

　今度はゆらぎの放った水弾が、俺の背中を直撃した。

「あ、ごめんお兄ちゃん、狙ねらいが逸それちゃった」

「ちょっと、少し飛沫しぶきがかかったわよ。盾たてなんだからちゃんと体を張って防ぎなさいよ」

「お、お前ら……」

「というかお兄ちゃん、これに二発も当たってピンピンしてるなんて凄すごいねっ」

　いや、ピンピンはしてないから。めちゃくちゃ痛いから。二発とも意識飛びかけたから。

「まあ、人に常識外れな行こう為いを見せて、蔑さげすまれるのに興奮してるような変態だから、肉体的にも痛めつけられるのが快感なんじゃないかしら」

「そうそう、俺ってば精神肉体どっちもドＭだから、これもイタ気持ち……よくねえよ！」

「さて絢女お姉ちゃん、仕切り直そうか」

「ふん、望むところよ」

　……あの、ノリツッコミを無視されるとか、結構な羞しゆう恥ちプレイなんですが……

　もういいや……付き合ってらんないから勝手にやらしとこう。どっちが勝っても、この場が収まればそれでいい訳だし。

　よろよろとその場を離はなれ、振り返った所で、麗華堂とゆらぎの声が重なった。

「これで終わりよっ！」「私の勝ちだねっ！」

　対峙した二人の銃からほぼ同時に、水弾が放たれる。

「きゃああっ！」

　麗華堂の放った水弾は、ゆらぎの顔面横を紙かみ一ひと重えの所で通過していったが、ゆらぎのそれは麗華堂の腹をかすめ、その衝撃でバランスを崩くずした彼女は背中から倒れ込んだ。

「くっ……」

　ゆらぎは、苦痛に顔を歪ゆがめる麗華堂に立ち上がる暇いとまを与あたえずに、迅じん速そくに駆け寄って馬乗りになり、その胸の隙すき間まに、下側から銃じゆう身しんを差し込んだ。

「うっ……」

「くふふ。絢女お姉ちゃん、降参しないと、胸の谷間を通った水流が顔面を直ちよく撃げきしちゃうよ」

　おい、なんだこれ……ものすごい絵え面づらだな。
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「ち、ちょっと、動かさないでよっ」

「むふふ……」

「や、やめなさい、私にこんな事してただで済むと──」

「ほーれほれ」

「や、やめなさいって言ってるでしょう……あんっ」

　オッサン臭くさいセリフと共に、銃身をピストン移動させるゆらぎと、悶える麗華堂。これは……もっとやれと言わざるをえない。

　ずっと観賞していたいような光景だったが、規則的な運動を何回か繰くり返す内、ゆらぎが何か、疑問の表情を浮うかべる。

「あれ、ここだけちょっと感かん触しよくが違うような……」

「！」

「なんか一部分だけ、微び妙みように硬かたい気が……」

「⁉」

　麗華堂の顔が驚きよう愕がくの色に染まった。

　あ、これはまずい。このままではゆらぎに、乳にシリコンが入っている事がばれてしまう。

「ぬおおおおおおっ」

「うわわっ！」

　突とつ如じよとして、女子とは思えない野太い叫びをあげた麗華堂は、ゆらぎを思いっきり突つき飛ばした。

「うえっ」

　倒れたゆらぎにすかさず馬乗りになる麗華堂……火事場の馬ば鹿か力ぢからすげえ。

「ふん……形勢逆転ね」

　しかし、組み敷しかれたはずのゆらぎは、不敵な笑えみを浮かべていた。

「ふふ、詰つめが甘いね、絢女お姉ちゃん」

「その体勢からなんの強がりを──ふがっ！」




　次の瞬間、麗華堂は、白目を剝むいて意識を失っていた。




　解説しよう。ゆらぎが真下から放った水弾は、麗華堂の下乳を直撃した。その勢いによって跳はね上げられたおっぱいは最も早はや鈍どん器き。その直撃を顔面に受けた麗華堂は、脳のう震しん盪とうにより、その意識を奪うばわれたのだ！

「むふふ、これで私の勝ち──へ？」

　だが、戦いは終わっていなかった。勝利を確信したゆらぎに、気絶した麗華堂が倒れ込む。

「え、ちょっ、もがっ……」

　ちょうどゆらぎの顔面に、麗華堂の爆ばく乳にゆうが直撃した。

「ちょ……息が……いひができなっ……」

　顔面を乳（奇き跡せき的に、水着ははがれずにそのままだった）で覆おおい尽つくされ、ジタバタともがくが、意識を失った人間の体は存外に重いもので。ゆらぎの力では、のしかかっている麗華堂をどかす事が出来なかった。

「ん──っ！　ん──っ！　ん…………ん」

　そして数十秒後──ゆらぎの体はぴくりとも動かなくなった。




　『妹派』ＶＳ『姉派・その他連合軍』

　両軍大将ダブルノックダウンにより、引き分け……




　なんじゃこりゃ。




　あまりにお粗そ末まつな結末に呆あきれながら、気絶している麗華堂と、同じくその胸の谷間で意識を失っているゆらぎを引きずって、順番にプールサイドまで移動させる。

「ふう……」

　よし、これでゆらぎはもう騒そう動どうを起こさないだろうから、会長も文句ないだろう。気絶した二人を係員のお姉さんに任せ、医務室に連れて行ってもらうようにお願いした。

　さて、これで心置きなく遊王子を捜さがしに──

「甘草さ～ん」

「うおおおっ！」

　あまりに唐とう突とつな、背後からの声。

「か、会長……」

　振ふり返るとそこには、笑顔の黒白院会長が立っていた……この登場の仕方、心臓に悪いからやめてほしい。

「こんな所で何してるんですか？　ショコラを捜しにいったんじゃ……」

「あ、一応はショコラさんを発見したんですけどね～。特に問題は起こしてなかったんで、こっちの様子を見にきちゃいました～」

　会長のその言葉に、少し安心する。ゆらぎがこんな調子だったから心配してたけど、ショコラは大人しくしてるらしい。

「そうですか、だったら俺は遊王子を──」

「では、私と一いつ緒しよにショコラさんの所へ戻もどりましょうか～」

　……なんでそうなる？

「いや、会長と一緒は嫌いや──」

「さあ、レッツゴーです～」

「ちょっ……待っ……力強つよっ！」

　俺は為なす術すべもなく、引きずられるようにして連行されていった。




　　　　３




　ショコラがいるという『ちびっこプールエリア』へと向かう道すがら。

「……で、今日は一体何を企たくらんでるんです？」

　抵てい抗こうせずについていく、という事を条件に、自分の足で歩く事を許された俺は、会長にジト目を向ける。

「あら、企んでるなんて、甘草さん、女の子に向かって、そんな言い方はひどいと思います～」

　頰ほおに手を当てながら、しれっと言い放つ。この人にいちいち反応していてはきりがないので、無視して話を続ける。

「柔風と麗華堂をここに連れてきたのだって、偶ぐう然ぜんじゃないんでしょう？」

「いえいえ、乙女おとめの友情ですよ～」

　……駄だ目めだ、やっぱり何を言おうと、暖の簾れんになんとやらだ。

「甘草さん、そんな顔して何が不満なんですか？　女の子八人と一緒にプールなんて、完全にハーレム状態じゃないですか～」

「え？　八人？」

　ショコラに遊王子にゆらぎ、会長に柔風に麗華堂、あとは、宴先生を無む理り矢や理り入れる（失礼）にしたって七人だよな。

「ふふ、素す直なおになれない白しろ猫ねこさんが一いつ匹ぴき、紛まぎれ込んでるんですよ～」
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（っ⁉）

　ふらのは、突とつ然ぜんの悪お寒かんにその身を震ふるわせた。

（な、なんだろう。今背筋がぞくってなったけど……）

　得体の知れないその寒気は不気味だったが、彼女の脳内は、すぐに別の疑問に塗ぬり替かえられた。

（甘草君と会長さん、一緒にどこに向かってるんだろう？）

　現在、彼女は奏と清せい羅らを絶賛尾び行こう中だ。

（うう、それにしても甘草君って、『お断り５』なのに、なんだかんだ言って、いつも女の子と一緒にいる気がするなあ……）

　今さっきだって、箱庭ゆらぎや麗華堂絢女と楽しそうに──ふらのにはそう見えた──していた。

（で、でもでも、甘草君が誰だれといようと、私には関係ない話だよね……）

「はあ……」

　無意識に嘆たん息そくしつつ、再び清羅の背中を見つめる。

　あの生徒会長はつかみ所が無く、何を考えているのか全く分からない人間だ。先日の対たい抗こう戦せんで、いきなり奏に抱だきついた時は、心臓が飛び出るかと思った。

　一体あの二人はどういう間あいだ柄がらなんだろうか。

（ああもう、関係ないって言っておきながら、私、なに考えてるんだろう……）

　もやもやした思いを抱かかえていたふらのの視界に、ふとあるものが飛び込んできた。

「あ、『アグア君』だっ！」

　それは、アヒルを模した、アクア・ギャラクシーのマスコットキャラクターの着ぐるみだった。愛あい嬌きようを振りまきながらよちよちと歩く様は、非常にかわいらしい。

「はうう、かわいいよお～」

　完全に心を奪われたふらのは、ふらふらとアグア君に近寄っていった。

　横目で奏の後ろ姿を確かく認にんする。なにやら清羅の言葉に戸と惑まどっているようで、そんなに速度は出ていない。

（ち、ちょっとだけなら大だい丈じよう夫ぶだよね）

　ふらのは、アグア君に密着して頰ずりを開始した。

「あ、すべすべしてる」

　ふらのの脳のう裏りに、この前の『しろぶた君』の感触が蘇よみがえる。あの着ぐるみはもふもふ、といった感じだったが、それとはまた異質の心地ここちよい肌はだ触ざわりが、ふらののかわいいものセンサーをビンビンに刺し激げきした。

「しあわせ～」

　子供ならいざ知らず、いい年をした女子高生が着ぐるみに頰ずりする姿は、異様であり、周囲の人々の視線を集めていたが、そんなものは、己おのれの世界に没ぼつ入にゆうしたふらのの意識には入らなかった。

「はあ～かわいかった～」

　その感かん触しよくを存分に堪たん能のうしたふらのは、アグア君から体を離はなす。

「あ、あれ？」

　いつの間にか、奏と清羅の姿が消失していた。

「ど、どうして？」

　それもそのはず、ふらのの体感時間では、ほんの十数秒だったものの、実際彼女がアグア君に頰ずりしていた時間は、優に五分を超こえていた。

（甘草君、ど、どこいっちゃったの……って、え？）

　奏を捜そうと辺りを見回して、ふと、自分に向けられた視線に気がつく。

（え？　え？）

　周りにいた人間のほとんどが、ふらのに注目していた。

（な、なんでみんな、私を見てるの？）

　自分の姿がいかに異様だったかを理解していないふらのの頭には、クエスチョンマークしか浮うかんでこない。

「う、うううっ」

　一気に顔面を紅潮させたふらのは、駆かけ足でその場から離り脱だつした。
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「白猫？　何の話ですか？」

「さあ～？」

　なんかの比ひ喩ゆだろうか。会長の煙けむに巻くような言動はいつもの事だけど、今回のはとりわけ意味不明だった。まあ、七人でも八人でもいいんだけど、問題は数じゃない。

「ハーレムなんて言いますけどね、その中でまともな女子って、柔風だけじゃないですか」

　会長の顔面が、笑え顔がおのまま固まる。

「今、何か言いましたか～」

　う……

「……まともな女子って、会長と柔風だけじゃないですか」

「あらあら、そんなに褒ほめても何も出ないですよ～」

　……この白々しいやりとりに、一体何の意味があるというのか。

「あ、そろそろ見えてきましたよ～」

　引いている俺をよそに、会長がのほほん、とした声をあげる。

「ここか……」

　そうしてたどり着いた『ちびっこプールエリア』で待ち受けていたのは、至って平和的な光景だった。

「ショコラねーちゃん次、俺な！」

「ショコラお姉ちゃん、わたしもわたしもー」

「あ、ずるい、あたしがさきだよっ」

「はいはい、じゅんばんなんで、ちょっとまってくださいね」

　目に飛び込んできたのは、膝ひざ下したくらいまでしかない水深のプールで、子供達と戯たわむれているショコラの姿。

　掲けい示じ板ばんには『十歳よりも年下のおともだちせんようです』という文言がはっきりと書かれている。ショコラの精神年ねん齢れいは十歳以下のような気がするけど、一応見た目は高校生くらいな訳で。

　とがめるでもなく、見守っている係員のお兄さんに声をかける。

「すみません。あそこの金きん髪ぱつの子、身内なんですけど……いいんですか、あれ？」

　人の良さそうなそのお兄さんは、苦笑いしながら頭をかいた。

「いやー、ほんとは駄目なんだけど、子供達が異様になついちゃってね……」

　たしかに、たくさんの子供達がショコラに群がって、遊んでくれ遊んでくれ、とせがんでいた。

「会長、これ、騒そう動どうの起こりようがないんじゃないですか？」

　こんな風に平和に子供と遊んでるだけなら、放置しておいてもいいというか、むしろ邪じや魔ましない方がいいだろう。年齢的にはルール違い反はんだろうけど、係員も半ば黙もく認にんしてる訳だし。

「そうですね～。じゃあ、ショコラさんをあのプールから出せたら、遊王子さんを捜さがしにいける、っていうルールにしましょうか」

「……じゃあ、の使い方おかしくないですか？」

「異論、反論は私を倒たおせたら受け付けます～」

　なぜかバトル物っぽいセリフを言いながら、俺の背中を軽く押した。

「はい、いってらっしゃ～い」

「はあ……」

　逆らってもおそらくは無む駄だ（物理的、精神的、どっちでも倒せる気がしない）なので、係員のお兄さんに、ちょっとだけ入らせてもらいますと断って、プールサイドまで近寄っていく。

「このつやつやしたかみの毛、おいしそうですねっ」

　ショコラはおかっぱ頭の女の子を抱だきしめて、髪かみの毛に顔を埋うずめていた……おいまさか本当に食ったりしないだろうな……

　心配しながらプールに足を踏ふみ入れる。

「ショコラ」

「あ、奏さんっ」

　俺の姿を視界にいれたショコラは、嬉うれしそうにしっぽ毛をぴょこりと立たせる。

「なんで説教してる最中に、勝手にいなくなるんだお前は」

「おいしそーな匂においがしたんですっ」

　……いや、答えになってないけど。

「ん？」

　なにやら敵意のこもった視線を背中に感じ、振ふり返る。

「……なんだよ、おまえっ」

　ツンツン頭の男の子が俺を睨にらみつけていた。

「ショコラねーちゃん、こいつは？」

「奏さんですよ、たかし君」

「ふーん」

　たかしと呼ばれたその男の子は、値ね踏ぶみするように俺をじろじろと眺ながめる。

「こいつ、ショコラねーちゃんとどういう関係なんだよ」

「はい、わたしのいちばんだいすきなひとですっ」

　ショコラのその言葉に、たかしの顔面が、一ひと際きわ不ふ愉ゆ快かいな色に染まる。

「……俺らとショコラねーちゃんが楽しくあそんでたのに、勝手に入ってきやがって、ちょっとは空気読めよなー」

　……こいつ、口悪いな。ショコラに懐なついてるのは分かるが、別に俺を敵視しなくてもいいだろうに。

　まあ、今は小学生に腹を立ててる暇ひまは無い。

「ショコラ、一いつ旦たんこのプールから出てくれ」

　一度プールサイドに上げてしまえば、会長の提示した条件はクリアできる。その後は、子供達とまた遊ぶなりなんなり、ショコラの好きにすればいい。

　そう考え、ショコラの肩かたに手を置いたその瞬しゆん間かん──

「っ⁉」

　下半身にとんでもない衝しよう撃げきが走った。

「うがあああああっ」

　こっ……この世界が終わったかと錯さつ覚かくするような痛みは……金的？

「う……うう」

　泣きそうになりながら振り返ると、さっきショコラが抱きしめていた、おかっぱ頭の女の子が、俺を睨みつけていた。

「ショコラおねーちゃんにさわるなーっ」

　こ、こいつもたかしと同じか……ショコラを慕したっているのは分かるが、だからっていきなり金的はないだろうが金的は！

　ショコラが、眉まゆをひそめながら女の子に声をかける。

「みさきちゃん、うしろからのふいうちはよくないですよ」

「諭さとす場所そこじゃねえだろ！」

「わかった。前からもういっかいけるねっ」

「みろなんか変な勘かん違ちがいしてるじゃねえか！」

「うちの奏さんはたふですから、そのぐらいではびくともしませんよ」

「するわ！」

「百人けってもだいじょーぶです」

「なんで物置みたいな言い方してんだ！　確実に死ぬわ！」

「またまた、ごけんそんを」

「ちげえよ！　本心からの叫さけびだわ！」

　馬ば鹿かだろ……いや、前から知ってたけど、こいつ、マジで馬鹿だろ……

「ぐわっ！」

　またしても後ろから衝撃が襲おそってきて、がくりと膝をつく。

　たかしによる、ふくらはぎへのマジ蹴げりだった……普ふ通つうに痛い。

「けっ、ぶしのなさけでキンタマはかんべんしてやったんだ。感謝しろよな」

「こ、このクソガキども……」

　年上の人間への言こと葉ば遣づかいといい、行動といい、親は一体どういう躾しつけをしてるんだ。

　イラッとした俺は、少し強ごう引いんにショコラの手を引いた。

「行くぞ」

「あ、でも……」

　ショコラの視線の先、こちらをじーっと見つめている、長い黒くろ髪かみの女の子がいた。前の二人と違ちがって、随ずい分ぶんと大人しそうな印象を受ける。

「まなみちゃん、どーしたんですか？」

　まなみというらしいその子は、何も言わずに、俺とショコラを凝ぎよう視しし続けていたが、しばらくした所で──

「ふえ……」

「へ？」

　その目め尻じりに、涙なみだが盛り上がってくる。

「やだ……ショコラおねーちゃん、いっちゃやだーっ！」

　なんと、泣き出してしまった。

「マ、マジか……」

　突とつ然ぜんの事態に、おろおろとうろたえる俺。

　たかしが、冷めた視線を向けてくる。

「お前、女なかすなんてサイテーだなっ」

「う……」

「あ、よしよしです、まなみちゃん、なかなくてだいじょーぶですよ」

　ショコラは手慣れた感じで、まなみちゃんをあやしていた。

「お前、じゃまだよ」

「そーだ、かえれーっ！」

　たかしとみさきからの容よう赦しやの無い言葉。完っ全に悪役ポジションじゃないか、これ。

「「「か・え・れ！　か・え・れ！」」」

　二人の俺への敵意は、周りにいた他ほかの子供達にも波は及きゆうし、帰れコールが響ひびき渡わたった。

「……すんませんでした」

　俺はどうする事も出来ずに、すごすごと黒白院会長の待つプールサイドへ退散した。

「あら、いいんですか～」

「いや、よくはないんですけど……子供に泣かれちゃったら、もうどうしようもないです」

「あらあら、自分の人生がかかってるのに、ずいぶんと優やさしいんですね～」

　……やらせてんのは誰だれだよ、とのツッコミを飲み込んで、横座りしている会長の隣となりへ腰こしを下ろす。

「甘草さん、ミッションが達成できなかった時のペナルティ、覚えてますよね～？」

「……一生絶対選せん択たく肢しが消えないっていうアレですよね」

　そんなの、忘れたくても忘れられる訳がない。

「そうですね～。だからミッションを頑がん張ばってるんですよね。でも私が見るに、いまいちリアリティを感じられてないんじゃないかと思いまして～」

「リアリティ……ですか」

「そうです。そこで、甘草さんのモチベーションアップの為ために、ちょっとした特別映像をお見せします～」

「特別映像？」

「はい、ちょっと失礼しますね～」

　そう言って、俺の額をこん、と小こ突づいた。

「あ……あれ？」

　急に頭がぼんやりとしていく。

「いってらっしゃ～い」

　気の抜ぬけるような会長の声と共に、俺の意識はまどろんでいった。
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　儂わしはとある繁はん華か街がいを一人、歩いていた。

　ビルの表面に取り付けられたデジタル時計に目をやる。そこに示された時刻は既すでに深夜。

　季節は寒風吹ふきすさぶ真冬、その中でも一際冷え込むこの時間帯は、七十を超こえた老体には、優しい環かん境きようとは言い難がたい。

　では儂はなぜ、こんな時季のこんな時間にこんな場所を歩いているのか？

　答えは、なんとなく、だ。

　本当にただ単に、明確な目的も無く、ぶらぶらしているだけの話だ。別にこのままボロアパートに戻もどり、安酒をかっくらってもよかったし、コンビニに入り、店員の迷めい惑わくそうな視線を背に受けながら、立ち読みで長時間居座ってやってもよかった。

　つまりはなんでもいいのだ。儂の行動に……儂の人生に意味なんて無い。そう、どうせ何をやったとしても同じなのだから。

　致ち命めい的てきなあの失敗から早数十年、儂の一挙手一投足はある事象によって縛しばられ続け──




　……来たか。

　思考の途と中ちゆう、そいつはいつも通り、唐とう突とつに現れた。

　この事象に抵てい抗こうする事の無意味さを悟さとっている今、若かりし頃ころの様に、一々大おお袈裟げさな反応を見せたりはしない。

　泣こうが喚わめこうがツッコもうが、やらなければならない事に変わりはないのだから。

「……」

　儂は無言のまま、羽織っていたコートを脱ぬぎ捨てた。続いてセーターやズボンもためらいなく剝はぎ取っていく。そうして一分と経たたずして、ももひき一枚の姿になった。

　ももひきは限りなく肌はだに近い色合いをしているので、遠目からは素すっ裸ぱだか状態に見えるかもしれない。

　真冬にこんな事をしている時点で、既に正気の沙さ汰たではないのだが……本番はここからだ。

「ヘイ！　儂のビーチク見てみろＹＯ！」

　儂の口からは、超ちよう絶ぜつなハイテンションのラップが飛び出した。

　合わせて、自らの乳ち首くびを摘つまみ、上体を反らしながら言こと霊だまを迸ほとばしらせる。

「その目に刻めＹＯ、ビーチク・ハイテク・テクニックゥ！」

　道行く人々の反応は様々だった。呆ぼう然ぜんと見つめる若者、目を背そむけて足早に立ち去る女性、うっとりとした感じで凝視するオネエ。

「ＹＯ！　ＹＯ！　ＹＯ！　お前らも一いつ緒しよに摘まめＹＯ‼」

　儂は、そんなギャラリーには目もくれず、熱いビートを刻んでいく。

　……そんな内なる魂たましいの発はつ露ろが一分程ほど続いた頃。

　頭の中から、重苦しい鈍どん痛つうが消え去った。

　儂はぴたりと動きを止め、自らが脱ぎ捨てた服をせっせと集めて着込み、注がれる奇き異いの視線を全力で無視しながら、何事もなかったかのようにその場から立ち去った。

「……うう」

　辛つらくない……辛くなんてない。今までに何度、似たような事を繰くり返してきたと思っている。今いま更さらこの程度で辛いなんて思うはずがない……心の奥に、何か冷たいものが突つき刺ささっているように感じるのは、氷点下に達しているであろう気温のせいに違いない。

「ちょっと」

　しばらく進んだ所で、何者かが儂の肩かたを叩たたく。

「ん？　なんじ──っ⁉」

　警官だ。

　考えてみれば、あんな場所であれだけの事をしていたのだから、当然と言えば当然の話だった。

　脳内に最悪な二文字が浮うかび上がる。このままでは……逮たい捕ほだ。

「くっ──」

　次の瞬しゆん間かん、儂は脱だつ兎との如ごとく駆かけだしていた。

「ぐはっ」

　が、そう易やす々やすと逃のがれられるはずもなく。屈くつ強きようなその警官に瞬またたく間に取り押さえられ、あっさり御ご用ようとなった。

「おじいちゃん……あんた、なんであんな馬ば鹿かな事したの？」

「は、放せえっ！　下半身脱いでやるよりマシじゃろうがあっ！」

「あのね、そういう問題じゃないんだよ。おじいちゃんは、見せてて気持ちいいかもしれないけど、他の人にとっては迷惑なの。分かる？」

「うっ……」

　その言葉を聞いた瞬間、儂の目からは、無意識に涙がこぼれ落ちていた。

　こんな……こんな自分の半分も生きていないような若造に、露ろ出しゆつ狂きようだと勘かん違ちがいされたまま捕つかまるのか。

「儂だって……儂だってなあ……好きでこんな事やってるわけじゃあ──」




「はっ！」

「はい、おかえりなさい～」

　意識が戻った先で待っていたのは、にこにこ顔の黒白院会長。

「……会長、今のってもしかしなくても……」

「はい、ミッションが達成できなかった場合の甘草さんの末路です～」

　やっぱりか……

　半ば確信を抱いだいていたとはいえ、会長の口からいざその事実を聞かされると、更さらに気分が重くなる。というか、末路とか言うなよ……

「でも安心してください。これはあくまで『ある可能性の話』であって、必ずこうなるというわけじゃないですよ～」

　会長は、両手を胸の前でぱん、と打って、にこやかに話を続ける。

「選択肢のせいで職を失って道みち端ばたでのたれ死ぬ事もあるでしょうし、選択肢のせいで暗殺のターゲットと間ま違ちがわれてスナイパーに頭を粉々にされる事も起こり得ますし、選択肢のせいでコンクリート詰づめにされて、どこかの湾わんに沈しずめられるなんて素す敵てきな未来もあるかもしれませんよ～」

「素敵すぎて涙なみだが出るな！」

　会長は俺のツッコミをスルーして、いつも通りのマイペースな感じで微笑ほほえみを返す。

「まあ、要はミッションを頑がん張ばりましょう、という事ですね～」

「……会長、この前のミッションの時は、手助けしてみたり、今回は遊王子の所に行くのを邪じや魔ましてみたり……あなたは一体何がしたいんですか？」

「面おも白しろい事です～」

「は？」

「正確に言えば、面白がらせる事ですかね～」

「え？　それってどういう──」

「あ、ショコラさんが呼んでますよ～」

　俺のセリフをぶった切って、プールの方へ視線を向ける会長……この感じは、これ以上教える気がないな。

「奏さ～ん」

　会長の言葉通り、プールの中からショコラが俺を手招きしていた。

　ここにいても情報は得られそうにないんで、素す直なおにそっちに向かう。

「どうした、ショコラ？」

　聞いてみれば、『ちびっこプールエリア』の開放は、一定の時間で区切られていて、そろそろみんなの親おや御ごさんが迎むかえにくるらしい。

「ほら、たかしくん、奏さんにいうことがあるんですよね？」

　ショコラに促うながされたたかしが、ぶすっとした表情のまま俺の前に現れる。

「……わ、わるかったよ」

　その口から出てきたのは、意外な言葉だった。

「俺のほんとのねーちゃんさ、男みてーな性格してっから、優やさしいねーちゃんに憧あこがれてたんだ。ショコラねーちゃん、ずっとニコニコしてるから、俺の理想のねーちゃんに近くて……嬉うれしくなってたとこに、あんたが入ってきたんで、ショコラねーちゃんをとられたような気がして、変なこといったり、蹴けったりしちゃって……」

「た、たかし……」

　俺の胸に、謎なぞの感動が去来した。それと同時に、表面的な口や態度の悪さだけで、クソガキだと決めつけていた己おのれの浅せん慮りよを恥はじた。

「お前……いいやつだな」

「そ、そんな事ねえよ……」

　頭を撫なでてやる。

「や、やめろよ……」

「いやいや、お兄さんは深く感動したんだ。そんなに照れるなぐあっ！」

「ち、ちょーしにのんな、バーカ！」

　俺の足を蹴っ飛ばしたたかしは、顔を赤くして駆けていってしまった。

「うう……」

　たかし、お前は世の中の事を何も分かっちゃいない……男のツンデレに存在価値は無いという、絶対不変の真理を。

「ほら、みさきちゃんも」

　ショコラは続いて、みさきを促して、俺の前に連れてきた。

「いきなり、だいじなところをつよくけってごめんなさい」

　みさきは頭を下げた。なんだ、この子もちゃんと謝れるいい子じゃないか。

「これからは、もうちょっとかるくける事にする」

「いや蹴るの自体やめろよ！」

「それはちょっとできないそうだんかも」

「できねえのかよ！」

「だってわたし、おとこのひとがいたがってるの見ると、なんかこうふんするの」

「末すえ恐おそろしいなおい！」

「でも、やっぱりわたしがしたのはわるい事だから……もういっかいごめんなさい」

　なんだこの生き物……ちょっと思いっきり抱だきしめていいですか。

　さすがにそれは絵え面づら的にヤバいので、しゃがみこんで、みさきの頭を撫でながら、笑え顔がおを向けた。

「よし、いい子だ」

「う……」

　その瞬間、みさきの頰ほおが朱しゆに染まった。

「どうした？」

「な、なんでもない……」

　みさきは、顔全体を真っ赤にしてうつむいてしまった。なんだ？　撫でられたのがそんなに恥ずかしかったのか？

　その後、みさきは結局、俺の顔を一いつ切さい見る事なく、迎えに来た親御さんと帰っていった。

「みさきちゃん、ばいばいですー」

　その後ろ姿に、ぶんぶんと手を振ふるショコラ。

「お前、子供の扱あつかいとか意外にうまいんだな」

「はい、わたし、ちっちゃい子だいすきですからっ」

　まあ、本人がちっちゃい子以下の思考回路してるしな……

「ん？」

　海パンがくいくい、と引っ張られたので、顔を向けると、長い黒くろ髪かみの女の子の姿があった。

　まなみちゃんか……一度泣かせてしまっているだけに、ちょっと構えてしまう。同じ事を繰り返す訳にはいかないんで、慎しん重ちような対応をしないとな。

「さ、さっきはごめんな」

　俺が極力ソフトな声で話しかけると、まなみちゃんは、ふるふると、横に首を振った。

「さっきはちょっとこわかったけど、いまはこわくない」

　よかった。子供に嫌きらわれるってのは、理り屈くつ抜ぬきにキツいからな。

　まなみちゃんは、俺とショコラを交こう互ごに見つめた後、ぼそりとつぶやいた。

「なんか、おとーさんとおかーさんみたい」

「は？」

「だって、とってもなかがいいから」

「…………」

「じゃーね」

　まなみちゃんはにこっ、と笑って親御さんの下もとへ走っていった。

「……な、なんか、変わった子だな……」

「わたしたち、ふーふみたいですって」

「なっ……」

　なんの照れもなく口にするショコラ。

「しってますか、奏さん。ふーふってしょくじの時に、あーん、ってするんですよ」

「あ、あーんってお前……」

　数日前のあの光景が脳のう裏りに蘇よみがえる。

「あ、今度、わたしたちもやってみましょーか？」

「だ、誰だれがやるかっ！」

「奏さん、なんか顔が赤いですよ？」

「き、気のせいだっ！　と、とにかくここから出るぞっ」

「はーいっ」

　ショコラはしっぽ毛をぴょこぴょこさせながら、俺の後にくっついてきた。

「あら、無事にショコラさんを連れ出せましたね。良かったです～」

　プールサイドで、会長がいつも通りの心のこもらない笑顔を向けてくる。

「これで晴れて遊王子さんの所にいけますね～。あ、彼女は『絶ぜつ叫きようコースターエリア』にいますよ。ショコラさんは私が預かっておきますので、早く行ってあげてください～」

　さっきまでは散々邪魔していたくせに、今度は居場所までサービスしての送り出し……これもさっき言っていた、面白がらせる事、とやらの一いつ環かんなんだろうか。

「それでは張り切って泣かせてきてくださいね～」

　……めちゃくちゃ人聞きの悪いセリフを背中に受けながら、俺はその場を後にした。




　　　　４




　『絶叫コースターエリア』は、その名の通り、水着を着たまま乗れる絶叫マシンが集まっているエリアだった。

　着いて早々、プールサイドでへたりこんでいる柔風の姿が目に入った。

「あ、甘草君……はうう」

　こちらを見上げた柔風は、涙目になっている。

「ど、どうしたんだ、一体」

　柔風は前方を指さした。

「あの乗り物ね、怖こわさの段階がレベル１、レベル２、レベル３っていう風に分かれてるんだけど……」

　その先には、蛇へびのようにうねる三種類のコースターがあった。

「私、レベル１に乗っただけで、腰こしが抜ぬけちゃった」

　それは、柔風が特別臆おく病びようだから、とかいうわけじゃないだろう。事実、今この瞬しゆん間かんも、レベルを問わず、各コースターから人々の絶叫が響ひびいてきている。

「それは災難だったな……ところで遊王子は？」

「あ、うん、さっき、すごく楽しそうにレベル２のコースター乗ってたから、そろそろ戻もどってくる頃ころだと──」




「ふはははははははっ！」




　柔風のセリフの途と中ちゆう、突とつ如じよとして水柱があがり、水中から何者かが飛び出してきた。

「いよっと」

　体操選手さながらに、プールサイドに華か麗れいに着地する遊王子。

「もうちょっと普ふ通つうにあがってこられないのかよ……」

「およ、甘っち来てたんだ」

　俺に笑顔を向けてから、柔風の方に視線を移す。

「小凪たん、そろそろ回復した？」

「ま、まだちょっと無理かな」

　苦笑いを浮うかべながら、首を横に振る柔風。

　しかしこれ、遊王子を見つけたはいいけど、どうするかな。ここで遊王子を泣かせる手段なんて、とんと思いつかない。秘密兵器はほんとに最終手段だし──

「そっかー。じゃあ甘っち、一いつ緒しよに乗ろ」

「え？」

　考えている所へ、遊王子の声が飛んできた。

「今ね、レベル２のコースター乗ってきたら、すっごい楽しかったんだ。次のレベル３、一緒に乗ろーよ」

「……いや、俺はいいや」

「え、なんで？」

「……ぜ、絶叫マシンとかはもう卒業したんだ。あんなの、子供の乗り物だろ。俺はちょっと興味ないな」

「甘っちもしかして……怖いの？」

「……そ、そんな訳ないだろ」

　ぶっちゃけ怖いです。

　高所恐きよう怖ふ症しようで観覧車すら苦手な俺にとって、絶叫マシンとか、なんでこの世に存在するのか意味が分からない。

　あんなグネグネしたレベル３なんて乗ったら、普通の悲鳴なんてもんじゃ済まないだろう。どっかのラノベだったら『ギャ──────ッ‼』ってセリフで一ページ埋うめ尽つくすレベル。

「ほほう……」

　遊王子の顔がいやらしく歪ゆがんだ……そういえば、こいつに半はん端ぱな噓うそは通用しないんだった。

「むふふ、だったら乗れるよねえ～」

　こ、こいつ……俺も一応は男なんで、たとえバレバレだったとしても、女の子（一応）の前で怖いなんて事は言いたくない。ここは渋しぶ々しぶながらも頷うなずかざるを得ない。

「おっけー、それじゃあレッツゴー！」

「あ、おい、ちょっと待っ──」

　嬉き々きとした様子の遊王子は、問答無用で俺を引っ張っていった。




　そうしてコースターの乗り場まで強制連行される事になった俺だが、それよりも差し迫せまった問題が一つ。

「ま、待て、くっつきすぎだ遊王子、自分で歩くから放せっ！」

「あれあれ、甘っちそんな事言って逃にげる気ですかな」

「逃げない、逃げないから一回離はなれろっ！」

「ん？　よく分かんないけど、そんなに言うなら、ほい」

　そこで遊王子はようやく俺を解放した……今までも思ってたけどこいつ、やっぱり異性に対して無防備すぎる。もうちょっと自分が十六歳の女の子だって自覚してくれ。

　そんな事を考えている側そばから、遊王子は小学生みたいな悪戯いたずらっぽい笑顔を浮かべた。

「むふふ、甘っちの泣き顔見るの楽しみだなー」

　泣き顔ね……それを見たいのはこっちなんだが……お、そうだ。ちょうどいい話題が出たんで確かく認にんしておこう。遊王子の方から言い出した事なんで、不自然には思われないはずだ。

「俺は絶叫マシン程度じゃ泣かないが……遊王子は最近泣いたのっていつだ？」

　泣かせるのは『今日、ここ（プール）で』っていう縛しばりがあるから、似たような事を即そく実行はできないかもしれないけど、涙るい腺せんの緩ゆるむ傾けい向こうを知っておけば、秘密兵器以外の方法を考える際の、とっかかりになるだろう。

「あたし？　うーん、あたしはここ何年も泣いたことないなー」

「え？」

　それは意外な言葉だった。ほとんど負の感情を見せない遊王子の事だから、泣いている姿がイメージできずにいたのはたしかだけど……数年って、いくらなんでも長すぎるだろ。

「実はあたしね、昔、すっごい泣き虫だったらしいんだよ。赤ちゃんの時ならともかく、小学生になってもなかなか直らなくてさ。ある日、お母さんに言われたんだ。『謳歌、女の子の涙なみだは、そんなに安売りするものじゃないわ。好きな人の前で嬉うれしくて流す時の為ために、とっておきなさい』って」

　遊王子の母親といえば、元トップアイドルの遊王子響きよう歌かだ。最近はニュースのコメンテーターとしても活かつ躍やくしており、聡そう明めいで理知的なイメージの人物だけど……

「そんで続けて、『私は、お父さんに罵ののしられたり、絶ぜつ妙みような力加減でぶたれたりすると、興奮して涙が出るの』って」

「ただのドＭじゃねえか！」

　この通り、プライベートでは酷ひどい有様らしい。ギャップってレベルじゃねーぞ……

「その時は、なんの事か全然意味が分かんなかったんだけど、お母さんが本気で言ってるのは分かったから、あー、そうなんだって思って……刷り込みって言うのかな？　多分無意識なんだろうけど、それからはなんか、泣いた記き憶おくが無いんだよねー」

　なんだそれ……ヒントを摑つかむつもりで、逆によろしくない話を聞かされてしまった。心理的な面で泣かせられないとすると、大分方法が限られてきてしまう。

　まあ、アレの運用にあたっては影えい響きようがないのが、せめてもの救いだな。

「甘っち何考え込んでるの？　早く行こうよっ」

「ちょっ……だからそんなに密着するんじゃないっ！」




　遊王子を無む理り矢や理り引きはがしつつたどり着いた、コースターレベル３の乗り場。

「はい、しっかり固定されてますねー」

　係員のお姉さんがバーのロックを確認してくれる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですよね、これ？」

　震ふるえる声で聞く俺に、お姉さんはにこやかに頷いた。

「はい、失神や失禁は日常茶さ飯はん事じですが、もちろん事故はゼロなんで大丈夫ですよー」

　ちょっと待て。それのどこが大丈夫なんだよ……

「も、もうちょっと違ちがう言い方ないんですか？」

　お姉さんはちょっと考え込んでから、何かを思いついたように口を開いた。

「だいじょうぶだぁ」

「そういう意味じゃねえよ！　何でどっかのコント番組みたいな感じで言ってんだ！」

　なんだよこの係員……

「あはは、甘っち、もしお漏もらししても水着だから大丈夫だよ」

　俺の右に座った遊王子が、楽しそうに言う。

「いや、子供じゃないんだから漏らさないから……」

　そうは言ったものの、もしかしたらちょっとチビるくらいはするかもしれない……

「そうそう、掃そう除じするのは私じゃないんで、だいじょうぶだぁ」

「アンタ黙だまってろよ！　なんでちょっと気に入ってんだ！」

　マジでなんなんだよ、この係員……

　失神だの失禁だの、変な煽あおりのせいで、一いつ旦たんはしたはずの覚かく悟ごが揺ゆらいできた。そもそもなんで俺ら、最前列なんだよ……

「遊王子、俺、なんか体調が悪いんで降り──うっ」

　最後の悪あがきもむなしく、無情にもコースターは出発してしまった。

　……ま、まあ最初は上り坂みたいだし、今の内に心の準備を──

「うおおおっ⁉」

　い、いきなり加速しただと⁉

　あり得ない挙動をしたコースターは、瞬またたく間にレールの頂点まで達して……

「いや、ちょっとこれ待っ──」

　急降下。

「ぎゃあああああああああああっ‼」

　おかしいおかしいおかしい！しかも何だこれなんでこんなにコースがグネグネしてるんだよひいいいい！下がったと思ったら上がってまた下がってもうどっちが上だか下だか分からな──

「あはははははははっ！」

　なんで隣となりのこいつ笑ってんだ頭おかしいだろうわああ！なんかひねり入ったぞやばいやばいやばい！

「ひいいいいいいいいっ‼」「うわあああああっ！」「降ろしてえええええっ！」

　ほらみろ俺以外もみんな絶ぜつ叫きようしてんじゃねえか遊王子お前もちょっとは女の子らしく悲鳴の一つでも──

「いやっほおおおおおおっ！　楽しいいいいいいっ！」

　なんだよこいつ宇宙人かよ！ってなんかこれまた加速してるような気がするぞいや気のせいじゃないな間ま違ちがいなく加速して──

「うひゃああああああああああああっ‼」

　恐きよう慌こう状態になって暴れまくるが体はバーでがっちりと固定されてるから両手しか動かせないもうやだもうやだ助けて誰だれかタスケテ！

「ぎゃああああああああああああっ‼」

　無理無理無理！マジ無理！もう限界だ駄だ目めだ、俺もう気絶す──

　その時、俺の右手が、何やらふよん、としたものを摑み取った。

「……ん？」

　その感かん触しよくに、ふと我に返る。なんだ？　この柔やわらかい──




「き……きゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」




　隣から俺の思考をかき消すような、もの凄すごい叫さけび声が──

　そこでコースター、再び急降下。

「ぎゃああああああああああああっ‼」

　俺の意識は、そこで途と切ぎれた。




「さ君……甘草君」

「ん……」

　目を開ける。

「……ここは？」

　柔風が心配そうに俺を見下ろしていた。

「えっと……？」

　身を起こして、ここがプールサイドだという事を認識する。

「よかった……係の人がここまで運んできてくれたんだけど、なかなか目を覚まさないから、心配したんだよ」

　ああそうか……あの鬼き畜ちくコースターの、あまりの恐きよう怖ふで気を失ったんだったな。

「あれ、そう言えば遊王子は？」

　立ち上がりながら、辺りを見回す。

「えっと、あっちにいるんだけどね……」

　遊王子は柔風の視線の先、少し離れた所で、うずくまっていた。

「ど、どうしたんだ、あれ？」

「うん……なんか一人の世界に入っちゃって、声をかけても反応がないんだ」

　たしかにあの様子は普ふ通つうじゃないな……俺が気絶してる間に、なにかあったんだろうか。

　ゆっくりと近づいてみる。

「うう……どうしようどうしよう……二回もパンツ見られた上に、あんなとこ触さわられちゃったら……」

　何かを呪じゆ詛そのように呟つぶやいているが、よく聞き取れない。

「遊王子」

「も、もうお嫁よめさんになるしか……」

　……駄目だ、全然聞こえてないみたいだ。

「おーい、遊王子」

　その肩かたをとんとん、と叩たたく。

「え？」

　さすがにそれには反応し、振ふり向いた遊王子は──

「……………………………………………………きゃあああああああっ！」

　長い沈ちん黙もくの後、座ったままずぞぞぞぞぞっ！　と後ずさった。

「あ、あなたっ……じ、じゃなくて甘っち……じ、じゃなくてあなたっ」

　……なんだ、あなたって？　そしていくらなんでもテンパりすぎだろう。顔も真っ赤だし、急に熱でも出たんだろうか。

「大丈夫か？」

　近寄っていって、手を差し伸のべる。

「そ、その右手はっ！」

　びくりっ、と過か敏びんに反応する遊王子。なんだ？　俺の右手は別に異能を打ち消したり、説教後に女の子を殴なぐったりしない、ごく普通の右手だけど。

「あ、甘っち……覚えてないの？」

「何を？」

　コースターに乗ってる時に、右手で遊王子に何かしたんだろうか？　あの時はもう恐怖で頭の中がぐちゃぐちゃになってて、絶叫していた記憶しか残っていない。

「そ、そっか……甘っちは覚えてないのか……だったら……セーフかな」

　遊王子の顔から徐じよ々じよに赤みが引いていく。

「うん……うん……よし、それならあたしも気にしない気にしないっ」

　自分の頰ほおをパンパン、と叩いた後の遊王子の顔は、ほとんどいつもの感じに戻もどっていた。体調不良じゃなくて、何か精神的なものだったんだろうか？

「よく分かんないけど、とりあえず立とうぜ、ほら」

「あ、うん、ありがと」

　差し出した俺の手を握にぎる遊王子。

「っ⁉」

　その瞬しゆん間かん、俺の体に電流が走った。

　な、なんだ、この感触はっ⁉

　水でちょうどいい感じにふやけた遊王子の手のひらは、まるで生まれたての赤ちゃんみたいに、柔らかかった。

　なんだこれ……気持ちいい、マジで気持ちいいぞ。ふわふわふよふよのその感触は、尋じん常じようじゃなく心地ここちよく、出来うるならば、ずっと握っていたくなるようなものだった。

「甘っち、どしたの？」

　既すでに立ち上がった遊王子が、いつまでも手を放さない俺を、不思議そうに見る。

「い、いや、なんでもない」

　はっ、と我に返り、慌あわてて手を放す。

　しかし、その心地よかった感触の記き憶おくは、俺の脳のう裏りから離はなれなかった。これは一回で終わらせてしまうのはもったいない。まあさすがにこの場でどうこうとかは言わないけど、できる事なら、機会があればもう一回──

「ん？」

　不意に、さっきの宴先生の時と同じ衝しよう動どうが襲おそってきた。

　つまりは、思った事が口に出てしまうアレだ……マ、マジかよ、これ、一回で終わりじゃなかったのか。

　そこに抵てい抗こうできる余地は皆かい無む、まるで自分のものじゃないみたいに、口が勝手に動いた。

「遊王子、すっごい柔らかくて気持ちよかったから、もう一回触っていいか？」

　う……我ながら変態的なセリフだ。

　でも、相手が遊王子だったのがせめてもの救いだ。いつもの俺の奇き行こうを笑って受け流すこいつなら、軽い感じでいいよ、とか言いそう──

「⁉」

　しかし、予想に反して遊王子の反応は劇的だった。

「や、や、や、やややっ……」

　瞬く間に顔が真っ赤に染まり、ものすごい勢いで後ずさる。

「や？」

「やっぱり覚えてたああああああああああああああああっ！」

「あ、おい、遊王子っ！」

　遊王子は、止める間もなく、もの凄い勢いで走り去ってしまった。




　一人取り残される俺。

　いや、全くもって、さっぱり状じよう況きようが理解できない。最初に握った時は全然嫌いやがってなかったよな？　多少言い回しはアレだったかもしれないけど、それにしたってこのリアクションは異常だろう。

「女心は……謎なぞだ」







　幕間　ある可能性の話３







「つ、『釣つり鐘がね』えええっ！」

　後方で組み伏ふせられる仲間を見て、その男は悲痛な声をあげた。

「あいつはもう駄目だ、叫んでる暇ひまがあったらさっさと逃にげろ『半はん球きゆう』！　リーダーのお前が捕つかまらなければ、いくらでもやり直せる。ここは……俺が食い止める」

「『お椀わん』……しかし、お前達を置いて逃げる訳には──」

「いいから早く逃げろ！　俺達の理想はこんな所で潰ついえていいもんじゃない！」

「くっ……すまんっ！」

『半球』と呼ばれたその男は、断腸の思いで駆かけ出したが──

「残念だったな」

　その行く手に、屈くつ強きような男が立ちはだかった。

「ま、待ち伏ぶせだと……」

『半球』の表情が、絶望に染まった。




《ニュースをお伝えします。近ちか頃ごろ、世の女性を恐怖に陥おとしいれていた三人組の犯罪者集団が、先さき程ほど都内某ぼう所しよで一いつ斉せいに逮たい捕ほされました。

　彼らの犯行は、いきなり女性の胸に、水みず鉄でつ砲ぽうの弾たまを当てて、反応をひとしきり観察した後、そのまま逃げ出すという、些いささか理解し難がたいものでした。

　なお彼らはお互たがいの事を『半球』、『釣鐘』、『お椀』という、女性の胸の形を示す秘ひ匿とく名で呼び合っており、彼らの異常性と、胸に対する異様な執しゆう着ちやく心が覗うかがえます。

　主犯格である『半球』は動機について、以下のような趣しゆ旨しの供述をしています。

『数ヶ月前、某ぼう水遊施し設せつで、男子高校生が女子高生の胸に水鉄砲の弾を当てて、水着が弾はじけ飛んでいる場面を目もく撃げきした。その時の揺ゆれ具合と、女子高生の表情が脳裏に焼き付いて忘れられず、同志を集めて、あの時の光景を再現しようと試みた。重要なのは胸の揺れ方と、女性の恥はじらいを観賞する事であり、その先の行こう為いに及およぶ気は一いつ切さい無かった。後こう悔かいはしていない。余談だが、その時の男子高校生が出した鼻血の量は異常だった』

　……それでは次のニュースです。かねてから問題になっていた国会の──》







　第四章　俺のクラスメイトと俺自身が豹変しすぎる
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「もうこんな時間か……」

　流れるプールでショコラ、ゆらぎと一いつ緒しよになってはしゃいでいる遊ゆう王おう子じを、プールサイドから眺ながめて、ため息をつく。




　約一時間前。

「ま、待ってくれ遊王子っ！　すまんっ、お前がそんなに手を握られるのが嫌だとは思わなかったんだっ」

　プールの敷しき地ち内を捜さがしまくって、ようやく遊王子を発見した俺は、真っ赤になって再び逃げだそうとする遊王子を必死に引きとどめた。

「へ？……手？」

　きょとん、とした表情を見せる遊王子。

「は？……手の話じゃないのか？」

　全く同じような顔になる俺。

「………………あ、あはは、そ、そーだよね、触さわるって、手の話だよね。は、はは……あたし、なんで逃げてたんだろっ」

「いや……それは俺が知りたいんだが」

「うん、甘っちは覚えてない……オッケー、だったらオッケー！」

　意味不明の気合いを入れる遊王子の様子は、完全にいつもの感じに戻っていた……なにがどうなってるのか、さっぱり分からない。




　その後、復調した遊王子を連れ、柔やわ風かぜの所までいき、会長が一カ所に集めておいてくれた他ほかのメンバーと合流した。

　学園が誇ほこる美少女六人が、水着姿で揃そろってる様は壮そう観かんだったが──

「皆みなさん、無事に合流出来てめでたしめでたしですね。それでは当初の組み合わせに戻りましょうか～」

　黒こく白びやく院いん会長はすぐに、柔風、麗れい華か堂どうを連れてどこかにいってしまったので、俺達は元々のメンバー四人で、流れるプールにやってきた。

　ようやく腰こしを落ち着けられたんで、うるさい三人娘むすめを遊ばせておいて、ミッションクリアの方法を考える事にした。

　が、さっきからずっと頭を捻ひねっているものの、遊王子を泣かせる方法は一向に浮うかんでくる気配がない。

　そうなると、どうしても秘密兵器の存在が頭をよぎる。あれを使ってしまえば、話は簡単なんだけど……いや、やっぱりもうちょっと考えてからにしよう。

「はあ……気分転てん換かんに、俺も少し泳ぐか」

　考えすぎで重くなった頭を揉もみほぐしながら、流れるプールへと歩いていった。
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（みんな……楽しそう）

　ふらのは、浮き輪に乗って流れるプールの中で漂ただよいながら、ショコラ、謳おう歌か、ゆらぎの三人をうらやましそうに眺めていた。

　アグア君の件で見失ってしまってから、敷地内を捜しまくって、なんとか奏かなで達を発見したのが数分前の事。

（うう……私、なんでこんなストーカーみたいな事してるんだろう）

　思い切って声をかける事もできないし、割り切って帰る事もできない。

「はあ……」

　またネガティブな思考に入りかけた矢先、一人プールサイドで休んでいた奏が、ふらのとショコラ達のちょうど中間あたりに、入ってくるのが見えた。

（わ、ど、どうしよう。もっと離れないと見つかっちゃうかも──って、え？）

　何か、背後に人の気配を感じて振ふり返った瞬しゆん間かん、

「あ、ごめんなさいっ」

「……え？」

　誰だれかがぶつかってきて、浮き輪から投げ出される。

「あ、あわ、あわわっ」

　落ち着けば十分足の着く深さなのだが、ふらのは完全にパニックに陥おちいっていた。

「わぷっ、わぷっ」

　ばしゃばしゃと暴れる間にも、鼻や口に水が侵しん入にゆうしてきて、ふらののパニックは更さらに拡大していく。

（だ、誰か助け──）
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「ん？」

　流れるプールに入るなり、後方でばしゃん、という音がした。

　目を向けてみれば、溺おぼれかかった誰かが流れてくる。そんな水深でも無いだろうに、余よ程ほどテンパってるらしく、暴れまくって盛大に水みず飛沫しぶきをまき散らしているので、男か女かすらも分からないけど……

「わぷっ、わぷっ」

　女の子か……なんだかどこかで聞いた事のあるような声だな、と思いながら、流れてくるその人物を押しとどめた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「あうう……あ、ありがとうございま──」

「雪ゆき……平ひら？」

[image: ]

　俺と目が合った瞬間、雪平の顔が固まった。

「あ、甘あま草くさ君……」

　気のせい、だよな？　今こいつ、あうう、とか言って、ものすごくかわいらしい表情をしてたように見えたんだけど……

　瞬またたきを終えたら、いつも以上に能面のような雪平の顔が見えた……やっぱり気のせいか。

　しかし、なんだこの嫌いやな感じは……殺気？

「うおおっ！」

　次の瞬間、それまで俺の顔面があった場所に、雪平のグーパンが炸さく裂れつしていた。

「殺す気かっ！」

　しゃ、洒落しやれにならないぞ、今のは。

「その見解で概おおむね間ま違ちがいはないわ」

「認めちゃったよ！」

「ほんの冗じよう談だんよ。人間は鼻の骨がぐしゃぐしゃになったくらいでは死なないわ」

「する気だったのかよ！」

「まあ本当の狙ねらいは、それでひるませてから回り込んで、後頭部を殴なぐりつける事だったんだけど」

「どんだけえげつねえんだ！」

　今日の雪平は、いつもにも増してデンジャラスだ。ハサミでも持ち出して、『私に逆らう奴やつは、親でも殺す』とか言い出しかねない雰ふん囲い気きだ。

「というかお前、なんか訳があって来られないんじゃなかったのか？」

　チケットを持ってく事は持ってったんだけど、たしか、ヤギに食べさせるとか意味不明な事言ってたよな。

「ええ、私も本来は来るつもりじゃなかったから、チケットをヤギに食べさせたんだけど、お腹なかの調子が悪かったらしくて、消化されずにそのままお尻しりから出てきたから、仕方なく使う事にしたのよ」

「いや……ありえないだろ」

「まあ消化されなかったというのは冗談よ。一回溶とけてから、再生紙になって出てきたわ」

「もっとありえねえだろ！」

　疲つかれる……やっぱりどこであろうと、こいつの相手は疲れる。

「まあ理由はどうでもいいけど、せっかく来たんだから、あっちの遊王子達にも声かけたらどうだ？」

「……いいえ、私は失礼するわ」

「なんで……って、なんか体震ふるえてるんだけど、大丈夫か？」

「甘草君、敵将の首を討うち取れば、いくら私でも興奮せざるを得ないのよ」

「なんでこんなとこで武む者しや震ぶるいしてんだよ！」

「こんなとこにむしゃぶりつくなんて、最低の所業ね」

「お前耳腐くさってんじゃねえのか！」

「…………………………………………………………………………………………………正解」

「なんでミリオ○アみたいに溜ためて言ってんだ！」

「ちなみに、私の耳は本当に腐っているわけじゃないわよ」

「分かってるわ！　馬ば鹿かにしてんのか！」

「…………………………………………………………………………………………………正解」

「うぜえええっ！」

　雪平は、声を荒あらげる俺に対して、淡たん々たんと言い放った。

「時に甘草君……あそこの浮き輪を取ってもらえると、ありがたいんだけれど」

　雪平は、プールの内側部分に植えられた、植物にひっかかっている浮き輪を指差した。

「……お前、もしかして泳げないのか」

　さっき溺れかけてたのも、足がつったとかそういう感じじゃなかったしな。

「……そんな訳ないじゃない」

「じゃあなんで浮き輪なんか必要なんだ」

「あの卑ひ猥わいな形の道具の中におさまっていると、なんだか異様に落ち着くのよ」

「とりあえず浮き輪に全力で謝れ！」

　雪平が泳げないのはもう確定的なんだけど、ちょっとだけ意地悪をしてみたくなった。

「まあでも、ほんとに泳げるんなら、いらないよな～」

　いつもやり込められているんだから、このくらいの意い趣しゆ返がえしは許されるだろう。

「………………………………………………………………………………………………………」

「いやなんか言い返してくれよ！　俺がなんか嫌な奴みたいじゃねえか！」

「…………………………………………………………………………………………………●●」

「言い返すにも限度があんだろ！」

　雪平がじろり、と睨にらんでくる。う……なんかネタじゃなくてほんとに不ふ機き嫌げんそうだな。

「分かったよ、俺が悪かった。ほら」

　浮き輪を取って、手て渡わたしてやる。

「いらないわ。私は泳げるもの」

　うわ……完全にへそ曲げてるよ。

「いやいや、意地張ってないで、受け取れよ」

「いらないわ」

「……」

「……」

「そ、そこまで言うなら受け取ってあげても──」「そんなに意地張るんなら、やっぱりいらな──」

　うわ、タイミングが完全にかぶってしまった……これは気まずい。

「……帰るわ」

「え、いや、ちょっと無理しない方が……」

　俺の制止を無視して、おそるおそるといった感じで、プールの縁ふちへ向かって歩き出した。

　しかし、しばらく行った所で……

「わぷっ！」

　また、ばしゃばしゃとやりだした。

「あれ……手を貸したらまた怒おこるんだろうな……」

　俺は、どうする事も出来ずに、溺れる雪平の後ろ姿を眺ながめていた。




　　　　２




「ふう……疲れた」

　流れるプールからあがった俺達（係員に助けられた雪平は、そのままどこかへ行ってしまった）は、飲食スペースで、軽い休きゆう憩けいをとっていた。

　ジュースを飲みながら、必死で知ち恵えを絞しぼってみるものの……駄だ目めだ、何も思いつかない。

「甘っち、難しい顔してどしたの？」

「お兄ちゃん、眉み間けんに皺しわ寄ってるよ」

「おなかいたいんですか？」

「いや、なんでもない」

　遊王子達の疑問に、半ばうわの空で相あい槌づちを打ったその時、何やら楽しげな声が耳に入ってきた。

「あはは、おじいちゃん、こんどはあっちであそぼー」

「おお、よしよし、じゃあワシがそこまでだっこしてってやるぞ」

「わーい」

　孫と遊びに来た爺じいちゃんか……ふと脳内に、先ほど会長に見させられたビジョンが蘇よみがえってくる。

『ヘイ！　儂わしのビーチク見てみろＹＯ！──見てみろＹＯ！──見てみろＹＯ！』……頭の中にじいさんラップが何度も何度も反はん響きようしていく。

　ミッションを達成出来なかったらああなるか、さらにひどい事になる可能性もあるんだよな……想像したら、体に寒気が走った。

「……悪い、ちょっと十分くらい待っててくれ」

　俺は、ある決意と共に席を立った。

　こうなったら……こうなったら、あの秘密兵器の使用に踏ふみ切るしかない。

　帰るのにかかる時間を考えたら、ここにいられるのはあと一、二時間だろうし、このまま悩なやんでいても何も浮うかんできそうにない。

　心の中で言い訳をしながら、足早に更こう衣い室に向かう。自分のロッカーを開け、バッグの中から、ビンに詰つめられたそのブツを取り出す。

「こいつだけは使いたくなかったが……」

　ものっすごい厨ちゆう二になセリフが出てきたが、紛まぎれもない本心だった。

　……遊王子、すまん。




「悪い、待たせた」

「あれ、甘っち、後ろに何持ってるの？」

「い、いや、気にしないでくれ……」

　俺が隠かくし持っているのは、戻もどってくる途と中ちゆうに売店で購こう入にゆうした小型の水みず鉄でつ砲ぽう。その中に詰められているのは、特製の涙るい腺せん崩ほう壊かいエキス。

　ショコラが買ってきた『女の子を泣かせる十の方法』の中に、ハバネロエキスを顔面にかける、なんて最低なのがあったけど、それはどうやら前フリだったようで、補足として、この涙腺崩壊エキスの作り方が載のっていた。

　タマネギの汁しるをベースにしたものだが、注意書きには、大量の涙なみだが出るだけで、人体には一いつ切さいの悪あく影えい響きようがないとの話だった。念の為ため、自分で試ためして危険性が無いのは実証済みだ。

　……ただ、鼻水が出る。涙と一いつ緒しよに鼻水がものすごく出る。それはもう顔中ぐっちゃぐちゃになるくらいに。

　俺がこいつの使用を躊躇ためらっていたのはそのせいだ。いくら遊王子とはいえ、女の子の顔を鼻水だらけにするなんて、あり得ない。

　しかし……しかし。

「……遊王子、ちょっといいか」

　俺は……鬼おにになる！

「ん？　どしたのー」

　ゆらぎやショコラに見られないように、少し離はなれた場所の水際まで誘ゆう導どうする。よし、ここならば遊王子の泣き顔を急ぎで撮とって、プール内に落としてしまえば、他ほかの人間にも鼻水顔を見られる事はないだろう。

　勿もち論ろん、だからといって俺の行こう為いが許される訳じゃない……後から土下座して謝ろう。

「……」

　俺は無言のまま、水鉄砲を取り出した。

「おー、なにそれかっちょいーね。さっき買ってきたの？」

「ああ……」

　無む邪じや気きな遊王子の笑え顔がおに、罪悪感を覚えながら、一歩近づく。半はん端ぱな距きよ離りから撃うったんでは、遊王子の驚きよう異い的な身体能力でかわされてしまうおそれがある。

　……よし、この距離なら確実に殺やれる。

　俺は、銃じゆう口こうを遊王子の顔面に向けた。

「すまん──」

　しかし、俺の指は動いてくれない。

　く……何やってんだ俺、このままじゃ裸はだかラップの末路を──




【選べ　①自らの尻しりの穴に発射する※刺し激げき十倍　②自らの鼻の穴に発射する※刺激二倍】




　なん……だと？

「どしたの？　甘っち」

　遊王子は、銃口を向けたまま硬こう直ちよくする俺を、きょとんとした表情で見つめている。

「く……」

　俺は手を震ふるわせながら、遊王子に向けていた銃口を下げ、自らの顔面に突つきつける。

　そして、鼻の穴へ突っ込み──

「ぎゃあああああっ！」




　　　　３




「うう……ぐす……ぐすっ……」

「よしよしです」

　号ごう泣きゆうする俺の頭を、ショコラが撫なでる。

「いいよいいよ、泣いてるお兄ちゃんも大いにアリだねっ」

　鼻息も荒く、興奮しているゆらぎ。

「あははははははっ！　甘っち鼻水ぐちゃぐちゃで変な顔ーっ」

　遊王子は思いっきり笑っていた。

「う、うぐひゃいっ！」

「でもなんで、あんなのあたしに撃とうとしてたの？」

「そ、そでば、じょっどぎぎょうびみずだ……」

「あははははっ！　何言ってるか全然わかんないっ」

　……因果応報ってやつですね、分かります。




「……ふう」

　十数分後、俺の涙と鼻水はなんとか治まったが、状じよう況きようは最悪だった。

　唯ゆい一いつにして絶対の手段が潰つぶされてしまった今、俺には何も策が残されていない。

　く……まずい、これは非常にまずいぞ。

「つぎはどこにいきましょーか」

　俺の懊おう悩のうをよそに、ショコラが脳天気な声をあげる。

「時間的にもうあんまり回れなそうだから、厳選したいよね……あ、ショコラお姉ちゃん、これ面白そうだよっ」

　ゆらぎが、手にしたパンフレットの一部分を指差す。

「『ウォーター×ゴースト』……ああ、要は水を使ったお化け屋や敷しきか」

「おばけですか、たのしそーですねっ」

　たしかに中々面おも白しろそうなアトラクションだったが、今の俺にそんなもので遊んでいる余よ裕ゆうは全く無い。早急に、遊王子を泣かせる方法を考えなくては。

「悪いけど俺はちょっと──」

「そ、それはちょっとやめようよ」

　遠えん慮りよする、と続けようとした所で、意外な所から反対の声があがった。

「遊王子？」

　一体どうしたんだろうか。こういうの、一番好きそうなのに。

「謳歌さんは、はんたいですか？」

　ショコラも、意外そうな顔で聞き返す。

「い、いやー、反対って程ほどじゃないんだけどさ。えっとね、お化け屋敷とかそういうのはもう卒業したんだよね。そんな子供っぽいのはあたし、あんまり興味ないなー」

「子供っぽい……」

　遊王子の口から、まさかそんな言葉が出るとは思わなかった。

　しかしなんだろう。この感じ、ついさっきも経験したような……あ、さっきの絶ぜつ叫きようマシンの時の俺だ。

　怖こわくて乗りたくないからとっさにそんな噓うそを……ん？　待てよ、って事は……

「遊王子もしかして……怖いのか？」

「……そ、そんな訳ないよっ」

「ほほう……」

　自分の顔がいやらしく歪ゆがむのが分かった。

「だったら入れるよなあ～」

「う……」

　さっきと完全に立場が逆転していた。

「いやさー、あたし達高校生なんだから、も、もうちょっとこうさ……その、大人な遊びをした方がいいんじゃないかなー、なんて思ったり思わなかったり……」

　しどろもどろになる遊王子。何も俺は、さっきの意い趣しゆ返がえしがしたいだけじゃない……これはミッションクリアのチャンスだ。

「は、入るのは別に構わないんだけど、やっぱりちょっと子こ供ども騙だましかなーって……」

「あ、それなら大だい丈じよう夫ぶだよ、謳歌お姉ちゃん。ここって超ちよう本格的で、大人も裸足はだしで逃にげ出すような怖さがウリだって、このパンフに書いてあるよ」

「あ、そ、そうなんだ……」

　完全に顔が引き攣つっている遊王子。あからさまなこの反応からして、ホラー系が苦手なのはもう間ま違ちがいない。

　そんなに都合よく泣いてくれるかは分からないけど、秘密兵器が不発に終わり、他に代案も無い今、恐きよう怖ふという根源的な感情に懸かけてみる価値は、大いにあるだろう。

「よし、じゃあそこで決まりだな」

「うえええいっ！」

　素すっ頓とん狂きような声をあげる遊王子。

「いやいや、そんなに驚おどろくような事じゃないだろ」

　今にもやっぱりやめようとか言い出しそうな雰ふん囲い気きだったんで、ちょっと落ち着かせようとぽん、と肩かたを叩たたく。

「あひゃべしっ！」

　世紀末ザコの断だん末まつ魔まみたいな声をあげて跳とびあがる遊王子。想定を遥はるかに超こえた恐こわがり方だ……これは期待できるかもしれない。




　そうこうしている内に、『ウォーター×ゴースト』の前までたどり着く。おどろおどろしく、なかなかに凝こった感じの外観だった。

　入り口で、係員のお姉さんがにこやかに訊たずねてくる。

「カップルの方ですね、ではご一緒にどうぞ」

「あ、いや別に俺達カップルって訳じゃ──」

「そ、そうです、い、一緒！　あたしと甘っち一緒でっ！」

　一緒って部分しか聞こえてないらしく、食い気味に叫さけぶ遊王子。おいおい、どんだけ怖がってんだよ……

　まあこっちとしてもペアじゃなきゃ困るんで、好都合ではあるけども。

　ショコラとゆらぎを残していくのは不安だけど、今はミッションに集中する事にしよう。

「……じゃあいくか、遊王子」

「は、はいっ、よ、よろしくお願いしますっ」

「……お前、本当に大丈夫か」

「だ、大丈夫でありますっ」

　どこがだよ……完全にキャラ崩ほう壊かいしてるし。

　遊王子は俺の腕うでを摑つかんで、ひょこひょことついてくる。完全に腰こしが引けていて、お婆ばあちゃんみたいな歩き方になっていた。

　辺りは薄うす暗ぐらく、中々に雰囲気は出ていたが、床ゆかにチョロチョロと水が流れている事を除けば今の所、別段普ふ通つうのお化け屋敷と変わらないように見える。

「ひ、人が一いつ匹ぴき、人が二匹ひきっ」

　テンパった遊王子は意味不明なカウントをしながら、羊という字を手のひらに書いて、飲み込んでいた。寝ねたいんだか、緊きん張ちようをほぐしたいんだか分からないけれど、少なくともそれでは恐怖心は無くならないと思う。

「お？」

　肩に、天てん井じようから滴したたった水が当たり始めた。この辺はプール内の施し設せつならではの演出だな。

　遊王子は体に水滴が当たる度たびに、「ひっ」「ひっ」とその身をびくつかせていた……驚かせる方からしてみたら最上級にいい客だな、これ。

「……遊王子、大丈夫か？」

　ミッション達成の為ためには、遊王子が極限まで怖がってくれた方が都合がいいんだけど、あまりのビビり具合がちょっと不ふ憫びんに思えてきて、声をかける。

「だ、大丈夫も何も、あたしは元から怖がってなんか──」




「グギョルラアアッ！」




　遊王子のセリフを遮さえぎるようにして、横にあった水すい槽そうの中から、何かが飛び出してきた。

「うひゃああああああっ！」

　そいつの正体は、全身が真緑の半魚人。

　ひたすらにグロテスクなその外見に腰を抜ぬかしかけた遊王子は、俺の海パンを摑んで、ガタガタと震えている。

「あ、あう……あう……」

「遊王子、作り物だから大丈夫だって」

「そ、そんな事言ったってこんなにリアル──へ？」

「グギョルラアアアアアアッ！」

　反対側から突とつ如じよとしてもう一体が出現した。

「うひゃああああああああああああああっ‼」

「あ、おい、遊王子っ！」

　もの凄すごい悲鳴をあげた遊王子は、止める間もなく駆かけ出していってしまった。




「おーい、遊王子ー」

　名前を呼びながら、順路を進む事数分。

　いた。道の真ん中で体育座りをしている遊王子は、その体を小刻みに震えさせていた。

「えぐっ……えぐっ……」

　……ガチ泣きだった。

「お前……こんなお化け屋敷くらいで」

「だって……だって、ごわがっだんだぼん」

　初めて素す直なおに怖いと言い、差し出した俺の手をぎゅっと握にぎってくる。

「お、おい、ちょっとお前……」

　態度はいつにも増して子供みたいになってるくせに、涙なみだで濡ぬれたその表情はやたらと色っぽくて、思わず顔を背そむけてしまう。

　ん……待てよ……涙で濡れた？

「う、うおおおおおっ！」

　こ、この状態は、ミッションを達成したも同然じゃないか！

　本気で怖がっている所を悪いとは思ったが、首から下げた防水カメラを構える。

「うう……ひぐ……」

　さっさと撮とって、外に連れ出してやろう。そう思い、カメラを構えたその瞬しゆん間かん、

「ん？」

　何者かの指が、遊王子の肩をちょんちょん、とつついた。

　遊王子が振ふり返る。その視線の先にいたのは──

「グギョルラアアアアアアッ！」

「きゃゃああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　三度目の半魚人に、狂きよう乱らん状態になった遊王子は、俺に抱だきついてきた。

「お、おいっ……って、へ？」

　そして、俺の手からカメラをひったくると、半魚人めがけて思いっきり投げつけた。

「あっちいってええええっ！」

　半魚人の厳いかついマスクに直ちよく撃げきしたカメラは、嫌いやな音をたてて、床に落ちた。

「マ、マジかっ！」

　慌あわてて拾い上げるが、防水であっても耐たい久きゆう性はさほどではないそのカメラは、完全に壊こわれていた。

　せ、千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスが……

「うわあああああああああああああんっ！」

　嘆なげく暇ひまも無く、泣なき叫んだ遊王子がまたしても駆けだしていってしまう。

「ゆ、遊王子っ！」

　俺も慌ててその後を追っていった。




「あ、いたっ」

　今回は座り込むでもなく、遊王子は通路の真ん中で棒立ち状態だった。

　近づいていって、その異変に気付く。涙は止まっているものの、なんだか表情が虚うつろだ。

「ゆ、遊王子、大丈夫か」

「……」

　反応が返ってこない。なんか目の焦しよう点てんも合ってない感じだし、これ、ちょっとヤバいんじゃないか？

「かなで」

「……え？」

　今、何て言ったんだ？

「かなで」

　もう一度、はっきりと発音し、俺の海パンをぎゅっと握りしめた。

「ゆ、遊王子？」

　なんだ？　一体何が起こってるんだ、これ？

「かなでじゃないの？」

「いや、俺は奏で間ま違ちがいないんだが、そういう事じゃなくてだな……」

　続いて遊王子の口から、また違ちがう単語が飛び出した。

「おんぶ」

「……は？」

「こわいからおんぶして」

「いや、おんぶってお前……」

　その喋しやべり方は、子供っぽいなんて次元を通りこして、なんかもう幼児のそれだった。

　もしかしてこれ……あまりの恐怖で幼児化しちゃったとか？

「ねえ……おんぶぅ」

　まさかそんなマンガみたいな事が……でも事実として目の前の遊王子は、表情も仕草も完全に幼よう稚ち園えん児じレベルだ。

「ほ、ほら……」

「ん……」

　しょうがなく、背中を貸してやる。よっぽど怖こわかったのか、すぐさま力の限り抱きついてきた。

　そんな事されたら当然、背中に当たるもんが当たるわけで……

「ゆ、遊王子、あんまりくっつくのは──」

「おーか」

「は？」

「ゆーおーじじゃなくて、おーか」

　おーか？……ああ、謳歌か……って、名前で呼べと？

「……おとーさんはそうよぶもん」

「お父さんってお前……」

「おーかっ！」

　遊王子は、抗こう議ぎするように、更さらにぎゅっと締しめ付けてきた。

「う……うお……」
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　柔やわらかい塊かたまりが俺の背中で潰つぶれる感かん触しよく。だ、駄だ目めだ……これは駄目だっ。

「お、謳歌……」

「うん、おっけー」

　満足そうに言い、締めつけも緩ゆるやかになった。

　い、一体なんなんだよこの状じよう況きようは……

　まあ嘆いていてもしょうがないので、遊王子をおぶったまま、順路を進んでいく。

　おぶさっている事で多少は恐きよう怖ふ心が和やわらいだのか、最初は大人しくしていたが……

「ひっ！」「うひゃっ！」「こわいいっ！」

　ちょっと脅おどかされる毎ごとに、ぎゅっと締めつけてくるんで、その度に胸が背中に当たり、こっちは恐怖とは別の面で、生きた心地ここちがしなかった。

　そして──

「グギョルラアアアアアアッ！」

　四体目、襲しゆう来らい。

「うひゃああああああああああっ！」

　このお化け屋や敷しき、どんだけ半魚人推おしなんだよ……普ふ通つう、ここまで連チャンだと恐怖心も薄うすまりそうなもんだけど、遊王子は今までと同じく、ものすごい勢いで絶ぜつ叫きようした。

「ふ……ふえ……ふええええええんっ！」

　おぶさった状態なので、駆けだしていくような事はなかったが、また泣き出してしまう。

「お、おい、大だい丈じよう夫ぶだから泣くなよ、謳歌」

　うろたえながらも、遊王子をなだめすかそうとする俺。さっきもまなみちゃんを泣かせてしまったが、それとは全然状況が違う。

　なんせ、俺の背中で泣いているのは、十六歳の女の子なんだから。

「うう……えぐえぐ……」

　歩きながら色々と頑がん張ばったが、遊王子の涙はなかなか止まらない。ミッション達成を考えるならおいしい状況と言えなくもないが、カメラが壊れてしまってる現状では、いくら遊王子が泣き叫さけぼうと、全く意味が無い。理想としては外に出るまで、ちょっとだけぐずった状態を保ってくれる事だけど……

「うええええんっ」

　遊王子の泣き声は、むしろひどくなっていった。




「お？」

　ほとほと困り果てながら進む中、目の前に分かれ道が現れた。完全に左さ右ゆう対たい称しようになっており、どっちが出口に近いのか、見た目での判断は難しい。

　さて、どうすべきだろ──




【選べ　①左の道に行く※すぐに外に出られるが、遊王子謳歌は泣き止やんでしまう　②右の道に行く※ゴールへの道のり遠く、常じよう軌きを逸いつした恐怖のオンパレード。ゴール後も遊王子謳歌は号ごう泣きゆうし続ける】




　……ここで②を選んで、ゴール後、誰だれかにカメラを借り受けて撮さつ影えいすれば、確実にミッションは達成できるだろうけど……

　おぶっている遊王子の様子をうかがう。

「えぐ……えぐ……」

　その様は、本当に子供だった。怖いから泣く、ただそれだけ。遊王子は今現在のこの状況を、心の底から嫌がっている。

　……その姿を見てしまって、②を選ぶ事は俺にはできなかった。

「謳歌……もうすぐ出られるから」

「……ほんと？」

「ああ、俺がすぐに出口につれてってやるから、もう泣くなよ」

「うん……ぐす……かなでがそういうなら、がんばる」

　まだちょっとぐずっていたが、さっきまでよりは大分落ち着いたようだった。

　左の道へと足を踏ふみ入れ、そのまま進むと、選せん択たく肢しの内容通り、わずか十数メートル進んだ所にゴールが現れた。

「うお……」

　日の光が眩まぶしくて、思わず顔をしかめる。

　出口の係員のお姉さんが、にこやかに近づいてくる。

「はーい、お疲つかれ様でし……た」

　しかし、遊王子を背負った俺を見て、言葉を詰つまらせる。

　……まあこの状況を客観的に見れば、普通はこうなるよな。

「い、いやこれはそういうんじゃないんです。降りろ、謳歌」

「やだ」

　選択肢の通りに、遊王子はいつの間にか泣き止んでいたが、俺の背中にぴったりと貼はり付いて離はなれようとしなかった。

「ここがきもちいーから、ずっとここにいる」

　……外に出ても幼児化は解けていないようだった。マジか……どうすりゃいいんだ、これ。

「わ、わがままいってないで、とりあえず降りてくれっ」

　半ば強制的に引きはがす。

「むー」

　遊王子はほっぺを膨ふくらませて睨にらみつけてくる。普ふ段だん、怒おこる事なんて全くと言っていい程ほどない遊王子だから、こんな表情を見るのはちょっと新しん鮮せんだった。

「あ、あの……」

　係員のお姉さんが、おずおずと話しかけてくる。う……ちょっと変な奴やつらだと思われてるだろうな。

「……人の嗜し好こうはそれぞれですから。『うわ、こいつら公衆の面前で幼児プレイとかないわー。私なら恥はずかしくて切腹するレベルだわー』とか思ってませんからっ」

「予想よりひどい事思われてた！」

　いたたまれなくなって、遊王子の手を引き、その場から足早に離り脱だつした。




「ふう……」

　足を止め、思わずため息をついた所で、遊王子が俺の海パンをちょんちょん、と引っ張った。

「ん、どうした？」

「おといれ」

「おといれ？……ああ、トイレか。それならあっちにあるから行ってきな」

「……ひとりじゃむりだから、いっしょにきて」

「お、おい……」

　遊王子は、俺の手を取って強制的にトイレの前まで引っ張っていった。

「……ったく。じゃあここで待ってるからな」

「なかまでいっしょにきて」

「ぶふうっ！」

　思わず吹ふき出してしまった。

「な、何を言ってるんだお前は……」

「だって、ひとりでいくのこわいんだもん」

　まださっきのを引きずってるのか……どんだけ怖がりなんだよ。

「怖いのは分かるけどな、男の俺が女子トイレに入れる訳ないだろ」

「じゃあ、あたしがだんしのほうにはいる」

「いや、それも駄目だから」

「なんで？」

　お前の体十六歳だから。えらい事になるから。

「とにかく駄目なもんは駄目だ」

　遊王子はまたしても、むー、とふくれた顔をした後、大声を張り上げた。

「なんでいっしょにおといれはいってくれないのっ！」

「ちょ、おまっ！」

　慌あわててその口を塞ふさいだが、時既すでに遅おそし。

「おい、今のどういうことだよ……」「なんか、一いつ緒しよにトイレ入ってとか言ってるわよ」「最近の若い奴は……」「なんで女の子の方、子供みたいな喋しやべり方なのかしら」「ちっ、そういうプレイなら自分ちでやれよな」「な、なんなら俺が一緒に入るけど……」

　……毎回思うんだが、この手のざわめきって最後にオチをつけなきゃいけない決まりでもあるんだろうか……いや、そんな事考えてる場合じゃないな。向けられた白い目線が痛すぎる。

「むがが、おふぉいれいっひょにはいふのっ！」

　俺がヘコんでいる間にも、ジタバタと暴れる遊王子。

「ち、ちょっと大人しくしろっ。いい子だから一人で──」




【選べ　①一緒に入る　②（♀）になって一緒に入る※本日中に（♀）状態は解除される】




　おい、♀ってなんだ、♀って？

　まさか……ショコラが初めて家に来た日の、忌いまわしいあの出来事が脳のう裏りをよぎる。

　女によ体たい化……あれをもう一度……やれっていうのか？

「ぐっ……」

　早くも催さい促そくの頭痛が襲おそってきた……くそ。

「お、謳歌、ち、ちょっとだけ待っててくれ」

　悲しいが迷う余地は無い。①なんか選んだ日には、即そくお縄なわだ。

　人目に付かないように、近くの物もの陰かげに駆かけ込む。

「すうう……はああ」

　深呼吸をして覚かく悟ごを決める。

「……ええい、ままよっ」

　②を選び取った瞬しゆん間かん、目め眩まいのような感覚が襲ってきて、視界が白く染まる。

「う……お」

　目を開けた時には……うん、まあその……なんていうか……体が変わっていた。

　髪かみはセミロングまで伸のび、真っ平らだった胸は、ほよんほよんのおっぱいになっている。水着も恐おそろしく露ろ出しゆつの多いビキニタイプに変化していた。

　水際まで寄っていき、水面に映った自分の顔を確かく認にんする……それは、どうしようもなく女の子だった。

「あ、悪夢だ……」

　手の平で顔を覆おおいながら、重い足取りで遊王子の所へ戻もどる。

「あれ？　かなで、なんでおんなのこになってるの？」

　俺が甘草奏だということは本能的に察したらしい。幼児化していても、勘かんの鋭するどさは健在という事か。

「お、大きくなると、色々とあるんだよ」

「ふーん……ま、いいや。とにかくおといれいこっ」

「う……やっぱりそうなるよな」

　正直、女体化したからといって、問題は全く解消されていない。このまま遊王子と一緒に女子トイレに入るのは、客観的に見ればセーフかもしれないが、俺の倫りん理り観的には完全にアウトだ。

「ぐううっ……」

　無情にも再びの頭痛。しかもさっきのより大分強くなっている……入るしかない。

「い、いくぞ謳歌」

　遊王子の手を引いて、女子トイレの前まで移動する。

　いや、やっぱり無理──

「うぐうううううっ！」

　あまりの激痛に、萌もえキャラの口くち癖ぐせみたいな呻うめきを発してしまった。

「だいじょぶ？」

　遊王子が心配そうにのぞき込んでくる……駄だ目めだ、もう限界だ。覚かく悟ごを決めるしかない。

　ええい、南な無む三さんっ！

　トイレ内に一歩踏み入れた瞬間、頭痛が大分和やわらいだ。

　完全に解消されないのは……遊王子が用を足すまで待ってろって事か？

　俺は、思いっきり目を閉じて、更さらに手の平で両目を覆う。

「なんでめをつむってるの？」

　ここに入って来てる時点で既に、人としてもうアウトなんだけど、俺の自己満足というか、越こえてはいけないギリギリの最終ラインだった。

「お、俺の事は気にしないでいいから、さっさと入ってこい」

「うん……」

　遊王子は少し不満気な声を出しながらも、個室に入っていったようだ。よかった、あの勢いだと個室まで一緒に、とか言いかねなかったからな。

「ふう……」

　壁かべに背をつく。後は遊王子が出てくるのを待って、退散するだけ──

「あの……どうかしましたか？」

「⁉」

　不意に、明らかに遊王子のものではない声がかけられる。

「い、いやその、こ、これは、なんでもないんですっ、ご、ごめんなさい、け、警察だけは勘かん弁べんしてくださいっ！」

　あまりにも不自然な反応をしてしまう。お、落ち着け、今の俺は奏ではなく奏ちゃんだ。冷静になって対処すれば、ばれる事はない。

　女性の戸と惑まどった感じの声が返ってくる。

「警察？　何の事かよく分かりませんけど……体調悪いんですか？　顔真っ赤ですし、すごい汗あせですよ」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですから、お気になさらずに」

「あの……そもそも、なんで目め隠かくししてるんです？」

　まあ……当然の疑問だよな。

「俺……じゃなくって、私、こ、こういうのが好きなんですっ。め、目隠ししながらトイレ入ると、ものすごく興奮するんですっ」

　……自分で言っていて、泣きたくなってきた。

「そ、そうですか……」

　不幸中の幸いと言うべきだろうか。ドン引きした様子の女性は、後ずさり、そのまま外までフェードアウトしていった（足音から判断）。

「おわったよ」

　そこで、遊王子の声がかかる。そのタイミングで残りの頭痛も引いていったので、壁伝いに即そく座ざに外へと退たい避ひする。

「ぶはっ……し、死ぬかと思った……」

「へんなのー」

　疲つかれた……今日一日、ろくでもない事がたくさん起こったけど、今のが断トツで疲れた。

「しかし……いつになったら戻るんだ、これ？」

　自分の体をまじまじと見つめる。今日中には女体化は解けるって事だったけど──

「ねえねえ、君達」

　考えにふけっていた所に、不意に声がかかった。

　顔をあげて見てみれば、そこにはやたらに軽けい薄はくそうな三人組が。

「な、何か？」

　反射的に後ずさってしまった俺は、警けい戒かいしながら問いかける。

　三人が三人共、金きん髪ぱつ、鼻ピアス、色黒と三さん拍びよう子し揃そろっていて、見分けがつきづらい。なんか、一昔前のドラマに出てきそうなチャラ男達だった。

　なんでこんな奴やつらが声かけてきたんだ？

　まさか……まさかとは思うが……

　これは俗ぞくに言うナンパというやつでは──

「ちょっと俺らと遊ばない？」

　……そのまさかだった。

「あ、あの、せっかくですけど遠えん慮りよします」

　背筋に薄うすら寒い感覚が襲ってくる。遊王子は、怯おびえたように俺の後ろに身を隠かくした。

「そんな事言わないでさー」

「そーそー、俺ら暇ひまなんだよ」

「まあ違ちがう言い方すれば、マーヒーみたいな？」

　皆みな一様に、ニヤニヤとした笑いを浮うかべていた……なんだこれ、吐はき気がする程ほど気持ち悪い。これが女の子のよく言う、生理的嫌けん悪お感かんってやつか。

　以前に女体化させられた時もそうだったけど、どうやら感覚の一部分も、女の子のものに変えられているようだった。

「うっ……」

　その事を意識した瞬間、男達の視線が、俺の胸に向けられているのに気がついた。

「や、やめてください。どこ見てるんですか」

　……我ながらどうかと思うセリフだったが、恥はずかしいもんはしょうがない。

「いやいや、そんな水着つけてて、見るなっていう方がおかしいでしょーが……つーか、こんなとこでつっ立ってるのもなんだから、あっちで座って話しよーよ」

　一人が、いきなり手首を摑つかんできた。

「っ！」

　背筋がぞわり、とする。すぐさま振ふり払はらおうとしたが、体がすくんでしまって思うように動かない。

　消え入りそうな声を絞しぼり出すのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「や、やめてください……」

　しかし、その行動は逆に男達の興味を引いてしまう。

「うお、どんだけウブなんだよ」「かわいーなあ」「次触さわるのオレな、オレ」

　ふざけんな、あっちいけ、などの言葉がどうしても出てこない。

「ハハッ！　ほらほら、抵てい抗こうしないなら、もっと際きわどいとこ触っちゃ──っ⁉」

　男の手がぱしり、と弾はじかれた。

「やめて」

　それまで、俺の後ろに隠れていた遊王子が、男との間に割って入る。

「かなでをいじめないで」

　ちょっと震ふるえる声で、俺の手首を摑んでいた奴を睨にらみつけている。

「うお、この子もめっちゃかわいいじゃん」「なんでそんな子供みたいな喋しやべり方してんのー？」「やばくねえ？　俺こういうのもめっちゃアリなんだけど」

　まずい……男達の注意が遊王子に向いてしまった。

「あの、私達、ほんとにそういうのいいんで、もうやめてください……あんまりしつこいと、人を呼びますよ」

　俺のその言葉も、たいした抑よく止し力りよくにはならなかった。

「オーケーごめんごめん。でもさ、俺らは別に君らに何かしようってんじゃないワケ。そこらでちょっとお茶してくれたら、大人しく退散するからさ」

　その手が、俺の肩かたに置かれる。

「う……あう……」

　たったそれだけの事なのに、体がまた動かなくなってしまった。

　……なんだよこれ、女の子ってこんなにも繊せん細さいな生き物なのか。

　別にここは治安の悪いスラム街なんかじゃないし、人目だってたくさんある。力ちから尽ずくでどうこうできるわけがないのは分かってるんだけど、本能的に襲おそってくる恐きよう怖ふは、そんな理り屈くつでは拭ぬぐい去る事ができなかった。

「そっちの子も、こっち来なよ」

　もう一人の手が、遊王子の方に伸のばされる。

「っ──」

　瞬しゆん間かん的に、頭に血が上った。

「やめろっ！」

　そいつの手が遊王子の肌はだに触ふれる直前、俺は思いっきりそれを払いのける。

「ってえ……」

　男はそれまでの軽薄な態度を崩くずして、怒いかりの色を滲にじませた。

　そこまでならまだ取り繕つくろいようもあったかもしれないが──

「えいっ！」

「ぐっ！」

　遊王子が男の足を思いっきり踏ふみつけた。

「だいっきらい。あっちいけ、べーっ！」

　遊王子のその態度は、男の怒りを加速させた。

「……お前、調子に乗ってんじゃねえぞ！」

　頭に血が上った男の手が、遊王子の手首をがしり、と摑み取った。

「い、いたい……」

　遊王子がか細い声をあげたその瞬間──

　俺の頭の中で何かが切れた。




「謳歌に触るんじゃねえっ‼」




　考えるより先に、体が動いた。

「お……ぐえ……」

　俺の放った拳こぶしは、男の鳩尾みぞおちにめり込んでいた。

　余程当たり所が良かったのか、男はそのまま地面に倒たおれ込み、白目を剝むいて気絶する。

　しまった、ここまでやる気は無かったんだが……

「こ、この女……」

「ナメてんじゃねえぞ」

　まずい……残りの二人にも火がついてしまった。どうする……俺が謳歌を守るように体勢を整えたその時、

「たすけてー！　このひとたちにおそわれるーっ！」

　謳歌の、これでもかと言う程の大だい音おん声じようが辺りに響ひびき渡わたった。

「なんだ？」「ただのナンパじゃないのか？」「ねえ、係員呼んだ方がよくない？」

　周りにいた人々が、何事かと、次々とこちらを注視する。

「ちっ……」

「くそがっ……」

　忌いま々いましげな表情を浮かべた二人は、気絶したままの仲間を助けようともせずに、そのままどこかへと消えていった。




「は、はああ……」

　そいつらの姿が見えなくなった瞬間、一気に力が抜ぬけ、その場にへたり込んでしまった。

　怖こわかった……本当に怖かった。これは男には絶対に分からない感覚だろう。

「え？」

　不意に、何かに包み込まれるような感かん触しよくがあった。

「お、謳歌？」

　遊王子が後ろから抱だきついてきていた。

「たすけてくれて、ありがとう」

「お、おい……」

「かなでがまもってくれてるのがわかって、すごくうれしかった」

「ち、ちょっと……」

　胸が当たってるから離はなれろ、と言葉をかけようとして、思い留とどまる。

　俺の中に、一いつ切さいのやましい気持ちが生まれなかったからだ。

　それは、体が女の子になってるからとかそういう事じゃなくて……この行こう為いは、遊王子の純じゆん粋すいな感謝の証あかしだというのが、肌を通して伝わってきたから。

　俺は無言のまま、遊王子の気が済むまで、好きなようにさせていた。




　　　　４




「……さて、どうしたもんかな」

　相変わらず幼児化が解けない遊王子の手を引いて、人通りの少ない所までやってきた。

「謳歌、怖いのはもう終わったから。ここは外で全然怖くないから。いいかげんいつものお前に戻もどるんだ」

「いつものってなに？　いみがわかんない」

　く……

「……それに、まだちょっとこわいんだもん」

　表情を曇くもらせる遊王子。それは単純にお化け屋や敷しきの事だけじゃなくて、さっきのナンパの件も含ふくめての話だろう。

「じゃあ、どうすれば怖くなくなると思う？」

「だっこ」

「……は？」

「さっきのおんぶ、きもちよかったから、こんどはだっこして」

　おいおい……常つね日ひ頃ごろからガキっぽいとは思っていたが、本当に子供の時は、ここまで甘えん坊ぼうだったとは……

「だっこしてだっこ！　あのおひめさまのやつ！」

「お、お姫ひめ様さまだっこ？　いや、そんなの出来るわけないだろ」

「……だめ？」

　う……なんだその上うわ目め遣づかいは。

「い、一回だけだぞ」

「やったー」

　めちゃくちゃ恥はずかしいが、これで恐怖が和やわらぐって事なら、やるしかない。

　意を決して、遊王子を抱かかえ上げる。

「うっ……」

　なんだこれ……さっき背中にしょった時はめちゃくちゃ軽いと思ったけど、女の子の腕わん力りよくしかない今は、倒れないようにバランスを保つのが精一杯だ。

「こ、これで満足したか？」

「ううん、まだ」

　いやこれ、相当辛つらいんですけど……そのまま数十秒、経過。

「……ど、どうだ？」

「うん、だんだんこわくなくなってきた……もうちょっと」

　やばい、なんか手がぷるぷるしてきた……そのまま更さらに数十秒、経過。

「……そ、そろそろどうだ？」

「うーん……じゃあ、さいごのしあげに、すりすりするっ」

「は？……って、ちょっと、おまっ……」

　いきなり遊王子の顔が、近づいてきて、俺に頰ほおずりを開始した。

「よ、よせっ！」

「やだ、よさない。こうするとなんかおちついて──え？」

　元から限界が近かった所にいきなり頰ずりされた俺は、お姫様だっこを維い持じする事ができなかった。

「うおっ！」「うわわっ！」

　どうする事もできずに、遊王子の体を落としてしまう。

　更に、自分のバランスも崩れて転てん倒とうし、地面の遊王子に覆おおい被かぶさるような形になってしまった。

「わ、悪い。大だい丈じよう夫ぶか……って、ん？」

　その表情から受ける、強きよう烈れつな違い和わ感かん。

「ん……あれ？」

　そして、今までとは明らかに感じが異なる、遊王子の声。

「あれ？　あたし……」

　おい……これはもしかして……

「お化け屋敷に入って……それからどうしたんだっけ？」

　元に……戻った？

　こ、このタイミングでか……い、いきなりすぎる。こういうのって、もうちょっと前兆とかあったりするもんじゃないのかよ⁉

　きょとん、とした感じの遊王子と、顔面が接せつ触しよくしそうな距きよ離りで目が合ってしまう。

　ま、まずい。遊王子からしてみれば、意識が戻ったらいきなり知らない女の子にのしかかられていたって状じよう況きようだ。う……一体どう説明すりゃいいんだ。

　だがしかし……事態は俺が想定したものより、遥はるかに最悪なものだった。

「甘っ……ち？」

「……は？」




　俺……男に…………戻ってる？




「え？……え？　なんであたし……甘っちに乗っかられてるの？」

「う、うおおおおおっ！」

　慌あわてて飛び退のくようにして身を起こす。

「……」

　それに続いて立ち上がった遊王子は、呆ぼけたような表情で、無言のまま俺の顔を見つめていた。

　ま、まずいぞこれは……俺が無む理り矢や理り襲おそおうとしてたように思われてるんじゃないだろうか。

「ゆ、遊王子、これには事情があってだ──」

　俺が、弁解しようと口を開いたその瞬しゆん間かん、

「……え？」

　遊王子の目から、一筋の涙なみだがこぼれ落ちた。

「なっ……」

　それを皮切りにして、遊王子の瞳ひとみからは、とめどなく涙が溢あふれ出てきた。

「あれ……あれ？」

　それは、当の本人も意図するところではないようだった。

「お、おかしいな、ど、どうしたんだろ、あたしが泣くなんて……」

　つまり、感情が制せい御ぎよできなくなるくらいにショックだったって事だよな。

「すまんっ！　わ、悪気はなかったんだ。や、やむにやまれぬ事情があって……」

　不味まずいまずいマズイ！　どうする？　どうすればいいんだこれ⁉

　俺は完全にパニックに陥おちいっていた。

「ゆ、遊王子っ、あの……その──」

「ううん、違ちがうよ、甘っち」

　驚おどろくほどにしっかりとした、遊王子の口調。

「え？　違う？」

「うん、気がついたら甘っちがすっごい近くにいて……いつものあたしだったら恥はずかしくて逃にげ出しちゃうんだろうけど、今のは全然嫌いやな感じじゃなくてね……上手うまく言えないんだけど……」

　一転、その口調がたどたどしくなる。

「あのね……今まで話をして楽しかった事とか、一いつ緒しよにセンセに怒おこられた事とか、その……パ、パンツ見られて恥ずかしかった事とか……甘っちとの思い出が、いい事も悪い事も全部……一いつ瞬しゆんでばーっ、と頭に浮うかんできたんだ」

　その言葉はまとまりが無く、意図が伝わってこない。だが、遊王子が何か胸の内に強い感情を抱いだいているのだけは、はっきりと分かった。

「さっきの……その……触さわられたのだって……恥ずかしかったけど……嫌ではなかったような気がするし」

　これは絶ぜつ叫きようマシンの時の、手を握にぎった事を言ってるのか？

「それにね……今日、お化け屋敷の途と中ちゆうあたりから、記き憶おくがあんまりないんだけど……なんかね、甘っちが、あたしの為ためにたくさん頑がん張ばってくれたっていうのだけは、覚えてるんだ……」

　遊王子の独白は続く。

「そういう思いが全部ごちゃ混ぜになって……そしたらね、なんか胸のあたりがすっごいあったかくなって……」

　その言葉の間にも、遊王子の涙はとめどなく流れ続けていた。

「なはは……なのに、なんで泣いてるんだろうね。変なの、自分の事なのに、よくわかんないや」

　遊王子は、なおも涙をこぼしながら俺の顔を見み据すえ、満面の笑えみを浮かべた。




「こんな気持ち……生まれて初めてっ」




[image: ]

　俺は、言葉もなくただただその笑顔を、呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。

　世の中にこんな……こんなにも純粋な表情が存在したのか。

「甘草さん～」

「うおっ⁉」

　唐とう突とつに、のほほんとした声が割り込んできた。

「はい、カットです～」

「か、会長……」

「非常にいい雰ふん囲い気きの所、申し訳ないんですが、おそらく今が、ミッションクリアのラストチャンスですよ～」

「あっ……」

　そうだ、衝しよう撃げき的な事が起こりすぎて、完全に失念していた。

「はい、どうぞ～」

　会長からデジカメが差し出される……この人、敵なんだか味方なんだか、本当に分かんないな。

　まあ今の状況で拒きよ否ひする理由は全くないので、受け取って、そのままシャッターを切る。

「はい、これにてミッションクリアですね～」

　会長は、俺からデジカメを受け取ると、その液えき晶しようを確かく認にんしていた。

「あらあら、とってもいい表情が撮とれてますよ～。後で印刷してお渡わたししますね」

「いや……せっかくですけど、遠えん慮りよします」

　その申し出を丁てい重ちように断る俺。

　そんな事をしなくても、俺の脳のう裏りには、遊王子の笑顔がいつまでも消えずに焼き付いていたから。







　幕間　ある可能性の話４







「アッー！」

　やばい……

「アッー！」

　尻しりへの刺し激げき（十倍）って……

「アッー！」

　ありえない程ほどに快感すぎる……

「アッー！」

　世の中にこんな……こんなにも気持ちいい事が存在したのか。

「アッー‼」

　こんにちは、新しい世界。







　エピローグ







　明けて、月曜日。

「おなかいっぱいでしあわせです～」

　今日も信じられないくらいの量の朝食を平らげ、ごきげんのショコラを伴ともなって、教室のドアを開ける。

「おっす」

　いつも通り、友人達と挨あい拶さつを交かわしていく。

　自分の机の近くまでいった所で、後ろの席の遊ゆう王おう子じの姿が目に入った。頰ほお杖づえをついて、珍めずらしく物もの憂うげな表情を浮かべている。

「お、おっす」

　昨日の遊王子の泣きながらの笑顔が頭に浮かんできて、若じやつ干かんドギマギしながら声をかける。

「あ、甘あまっち、おはよ……」

　表情のみならず、その声も、いつもに比べて明らかに元気が無い。

「どうした？」

「あははっ、な、なんでもないよ……」

　どう見ても、なんでもないような感じじゃない。

「遊王子らしくないな。なんか気になる事があるんだったら、言ってくれよ」

「そ、そうだよね……うん、じゃあ言っちゃうけど……」

　やはり歯切れが悪い。そんなに言い辛づらい事なんだろうか。

「あのね……今までは全然そんな事なかったんだけど、昨日家に帰ってからずっと気になっちゃってて……なんかね、甘っちって呼び方が、しっくりこないように感じるんだ」

　いきなり話があさっての方向にとんでいった。

「なはは……おかしいよね。今までずっとそう呼んでて、全然おかしいなんて思わなかったのに……」

　たしかに昨日、幼児化している間は、かなで、かなでって連呼してたけど、その影えい響きようだろうか。

　その後、しばらくの間何かを言い淀よどんでいた遊王子だったが、意を決したように口を開く。

「ねえ、甘っちの事……これから……奏かなでっちって呼んでいい？」

「へ？　あ、ああ……それは別にかまわないけど」

　そもそも遊王子は人を呼ぶ時に、名字じゃなくて下の名前に～っちとか、～たんとかを付けるのが基本だし、俺に対してそれを適用させたって、全然おかしい事じゃない。

「奏っち……奏っち。うん、やっぱりこっちの方がしっくりくるよ」

　それで解決したかと思ったが、遊王子はまだ微び妙みようにもじもじしていた。

「どうした？　まだなんかあるのか？」

「その……あたしだけ名前で呼んでるのも変だから、あたしの事も……下の名前でいいよ」

「え？　いや、それはちょっと……」

　昨日はマンツーマンだったから特に抵てい抗こうはなかったけど、ここで言うのは相当恥はずかしいんだが……

「……駄だ目め、なの？」

「うっ……」

　曇くもりのない瞳ひとみで覗のぞき込まれる。

「……謳おう歌か」

　ぼそっと言葉を放った瞬しゆん間かん、遊王子の顔が、ぱっと輝かがやいた。

「うん、よろしくね、奏っち」

　子供のように無む邪じや気きな笑顔に戻もどっていた。うん、やっぱり遊王子……じゃなくて謳歌はこういう顔をしていた方が断然似合うな。

　突とつ然ぜん、がたり、と椅い子すの音がした。

「……雪ゆき平ひら？」

　雪平が、自分の席からこちらに向かってくる。

「ど、どうした？」

　なにやらものすごい負のオーラを纏まとっているような気がして、たじろいでしまう。

「私には聞こえていなかったんだけど……私には全く聞こえてなかったんだけど、今、遊王子さんと何の話をしていたのかしら？」

「い、いや、下の名前で呼び合おうって……」

　その妙みような迫はく力りよくに気け圧おされて、正直に言ってしまった。

「そんなのは知ってるわ」

　直前と言ってる事が違ちがうんだが……

「それで……甘あま草くさ君は今後も遊王子さんの事を、下の名前で呼ぶつもりなのかしら」

　う……改めて他人から指し摘てきされると恥ずかしいな……

「まあ……そうだな」

「人間のクズね」

「なんで⁉」

「どのくらいクズかと言うと、もう去勢した方がいいレベルね」

「一体何をしでかしたんだ俺はっ！」

「だって……ショコラにゆらぎに謳歌って……みんな名前なのに、なんで……なんで私だけ雪平なの？」

「は？　なんて？」

　まただ、また雪平の聞こえない独り言が発動した。

「悪いけど、もう一回言ってくれるか、雪平」

　雪平のこめかみがぴくり、と反応した……なんだ、怒おこってるのか？　今の言葉の中に、特別変なものがあったとは思えないんだけど……

「俺、なんか悪い事言ったか、雪平」

　雪平のこめかみがびくり、と脈打った。

「……いえ、特には何も。ただ、あなたが私を呼ぶ度たびに虫むし唾ずが走るだけよ」

「俺全否定ですか！」

　雪平の言動がめちゃくちゃなのはいつもの事だけど、今日のは特に訳が分からない。

「正直、あなたに呼ばれるのは不快の極きわみなのだけど、その……もうちょっと違う言い方なら、怒いかりが軽減されるかもしれないわ」

　違う言い方……という事は、雪平って呼び方が気に入らないのか。

「ああ、なんだ、そういう事か」

　俺は、ぽん、と手を打った。

「雪平さん」

「…………」

「呼び捨てにされるの嫌いやだって人、結構いるもんな。悪い悪い。でも、気にしてたんならもっと早く言ってくれよ。あ、もしかして、お前ってのもやめた方がいいか？」

　雪平からふっ、と怒りの雰ふん囲い気きが消えた……が、全然機き嫌げんが良くなったようには見えない。なんか能面のような表情してるし。

「あれ？　なんか違ってるか、雪平さん」

「……脳が腐くさってるとしか思えないわ」

　なんか、ものすごい言われようだった。

「……今から私が甘草君を、いつもとは違う呼び方で呼ぶから、私に対しても、それと同じようにしてくれればいいわ」

　なんでそんなにまだるっこしいやり方をするんだろうか。何か希望があるなら、はっきりそう言えばいいのに。

「じゃあいくわよ。か……か……」

「か？」

「その、か……か……か……」

「か？」

「……カマ草君」

「なんでオネエみたいになってんだ⁉」

　雪平は、何かを悔くいているようにうつむいてしまった。

　しかし、これは一体どういう事だ？　まるでなぞなぞだ。雪平が俺をカマ草って呼んで、それと同じように雪平を呼ぶ。あ……もしかして。

　俺の脳のう裏りに、一つの解が浮うかび上がった。

「……ナベ平？」

　その瞬間、雪平は見た事もないような、ぽかん、という表情を浮かべた。

　あれ、おカマに対してのおナベとか、そういう話だと思ったんだけど……違うのか？

「……もういいわ」

「え、もういいって……」

「今まで通り、雪平でいいと言っているのよ……」

　ものっすごい剣けん吞のんなオーラを発しながら、自分の席の方へ歩いて行ってしまう雪平。

「お、おい……」

　何て声をかければいいか分からずおろおろしている所、誰だれかに肩かたを叩たたかれた。

「……甘草君」

　振ふり返ってみれば、それは委員長（メガネ美人）だった。

「ああ、委員長、どうしたんだ？」

「うん、ごめんね、盗ぬすみ聞きするつもりじゃなかったんだけど、近くにいて、今の会話の内容が耳に入っちゃったんだ」

「そ、そうか……じゃあ今の、なんで雪平は怒ったんだと思う？」

　委員長はなぜかため息をついて、口を開いた。

「あのね、一言だけ言わせてもらっていいかな？」

「ああ」

「甘草君、一いつ遍ぺん死んだ方がいいと思うよ」

「なんで⁉」

　ど、どうしたんだ……誰にでも優やさしい委員長がこんな事言うなんて……

「あの……ボク、そんなにひどい事しましたかね？」

　委員長は、俺のその問いには答えずに、ぽつりと言葉を漏もらした。

「雪平さん、かわいそう……」

　……かわいそうなのは俺だ、なんて言えるような空気じゃないな。

「い、委員長、じゃあ俺は一体どうすればよかったんだ？」

「いや、それはちょっと……私の口からは言えないかな」

　委員長は、自分の席にいる雪平の方に視線を向ける。

　その雪平の方へ、ショコラがててて、と近づいて行った。

「ふらのさん、もしかして奏さんに、なまえでよばれたいんですか？」

「っ⁉」

　雪平の顔が、驚きよう愕がくの色に染まる。

「そのまえに、謳歌さんと奏さんが、名前でよびあうおはなしをしてましたよね？」

「ち、ちょっとショコラちゃん……」

　委員長が慌あわてた様子で駆かけ寄って制止しようとするが、ショコラはそのまま話を続けてしまう。

「ひとりだけなかまはずれはいや──ほえ？」

　いつの間にか立ち上がった雪平が、ショコラの頭部をがっちりと摑つかみ取っていた。

「い、いたいです……」

「……ショコラさん、あんまりでたらめな事を言っていると、二度とお菓か子しをあげないわよ」

「そ、そんなひどいごうもんをっ……」

　この世の終わりみたいな表情でおののくショコラ。

「……」

　大人しくなったショコラを解放し、なぜか無言のまま俺を睨にらみつけ、着席する雪平。

「うー、こういうお節せつ介かいは嫌きらいなんだけど……ショコラちゃん言っちゃったし、もういいかな」

　委員長がぼそっとつぶやいて、俺の袖そでをくいくい、と引っ張った。

「甘草君。雪平さんの事、名前で呼んであげて」

「は？　いや、でも……」

「そうでもしないと、この場が収まらないから」

　本人もあれだけ強く違うって否定してるのに、そんな事したら逆効果なんじゃないだろうか。

「甘草君、いいから今は私を信じて」

　何が何だか分からないけど、委員長にそうまで言われたらやるしかない。

　雪平の席まで歩いて行き、話しかける。

「あのさ……」

「何かしら」

　う……なんて冷たい目線だ。これは下手へたな前置きとかしない方がよさそうだな。

「ふらの」

「っ⁉」

　その瞬間、雪平が目を白黒させた。う……これはどう考えても好意的な反応じゃないよな。

「や、やっぱり嫌なんだな。悪い……もう二度と言わないから」

「い、嫌なわけないよっ……で、でも心の準備が全然出来てなくて……毎回名前なんかで呼ばれたら恥はずかしすぎて死んじゃうよう……」

　何事かを呟つぶやいているみたいだが、例によってボリュームが小さすぎて、全然聞き取れない。

　その後、しばらくの間黙だまり込んでいた雪平だったが、何かを決心したような感じで口を開いた。

「──のでいいわ」

「は？」

　さっきよりは声が大きいけど、まだはっきりと聞き取れるレベルじゃなかった。それは雪平本人も分かっているようで、軽く息を吸ってから、再び口を開いた。

「し……………………………………………………たの名前で呼んでもいいと言ったのよ」

　間の溜ためがあまりにも長すぎて、瞬しゆん時じには理解出来なかったけど、下の名前って言ったんだよな、今。

「そうか……じゃあ、ふらの」

「っ⁉」

　な、なんでまたそのリアクションなんだ？

「だ、駄だ目めだ……まだ心の準備が出来ないよ……」

　……また声が聞こえなくなってしまった。正直、もう訳が分からない。

「えーっと……結局ふらのって呼ぶって事でいいのか？　おーい、返事してくれよふらの。もしもーし、ふらのさ──ぐええっ！」

　その瞬しゆん間かん、俺の喉のどに雪平の手刀が炸さく裂れつした。

「げ、げほっ、ごほっ……な、何すんだっ！」

「……」

　俺の問いには答えず、雪平は無言のまま立ち尽つくしていた。

「……帰るわ」

「へ？　帰る？　あ、おい、ちょっと！」

　雪平は俺の制止も聞かず、そのまま席を立って、教室を出ていってしまった。

「い、委員長、俺またなんか間ま違ちがったのか？」

　すがるような目線で、委員長の方を見やる。

「あはは……うん、今のは甘草君、全然悪くないと思うんだけど……雪平さんも大分めんどくさいなあ」

　委員長は苦笑いを浮かべながら、人差し指で頰ほおをかいていた。

「まあそれはそれとして……甘草君、わざとやってる訳じゃなくて、ほんとに気がついてないんだよね？」

「え？　何が？」

「雪平さん、かわいそう……」

　なんだか、委員長のセリフがループしていた。

　俺にはもう、何が何だかさっぱり──

「ちょっと邪じや魔まするよ」

　不意に、聞き慣れない声が響ひびいた。

　反射的にそちらに目を向けると、一人の女子生徒が教室の前のドアを開けて、入ってきた所だった。

「お、おい、あれって……」「ヤ、ヤバいのが来たぞ！」「先せん輩ぱいが、『恋こい人びとがいる奴やつは絶対に近づくな』って言ってたな」「うわ、私危ないじゃん！」「お、俺はセーフか……」

　そう、この学校に通う生徒であれば、その名を知らぬ者がいない程ほどの有名人。

『お断り５』の一角である三年生、密ひそか秘ひめるは、堂々とした調子で教きよう卓たくに両手をついた。

「やあやあ二年一組の諸君、朝の貴重な時間を邪魔してすまないね」

　やたらに芝しば居いがかった調子で口を開き、教室全体を見回す。

　ウェーブのかかったロングヘアー、前まえ髪がみの隙すき間まからのぞく垂れ気味の瞳ひとみ、だらしないと言っていいレベルまで着き崩くずし、露ろ出しゆつ度どマックスの制服。その全身の至る所から、色気が溢あふれまくっていた。

「お」

　密先輩は、俺と目が合った所で首の動きを止めた。

　そして、そのまま教卓から降りて、俺の眼前まで悠ゆう然ぜんと歩み寄ってくる。

「ちょっと失礼するね」

　言うが早いか、いきなり俺の体をペタペタと触さわり始めた。

「ちょっ……な、なにすんですかっ⁉」

　この人のよろしくない噂は色々と聞き及およんでるけど──

「うおっ……あ、あんたどこ触ってんだ！」

　俺の抵てい抗こうを受けた密先輩は、一いつ旦たんボディタッチを止やめ、耳元まで顔を近づけてきた。

「ふふふ、なかなかいい体をしているね──甘草奏くん」

「うっ……」

　甘い吐と息いきと共に、名前を呼ばれた瞬間、背中に電流が走った。

「いやあ、随ずい分ぶんとかわいい反応をするねえ。どうだい、君さえよければもっと気持ちいい事をしてあげても──」

　ガタッ！ガラッ！

　密先輩のセリフを遮さえぎるようにして、二種類の音が響き渡わたった。

　目を向けてみればそれは、謳歌がすごい勢いで立ち上がった音と、窓が思いっきり開けられた音で……その外の廊ろう下かに立っていたのは──

「雪平？」

　なんだ、怒おこって帰っちゃったんじゃなかったのか？

　まあその疑問はともかくとして、雪平は密先輩にものすごい敵意のこもった視線を向けているし、珍めずらしい事に謳歌もほっぺを膨ふくらませて、軽く睨むような感じになっている。二人とも一体どうしたんだ？

　その視線を受けた当人は、全く意に介かいさないどころか、まるで恋人にでも向けるような、慈じ愛あいに満ちた口調で言った。

「ああ、素す晴ばらしい反応だよ、開花寸前の遊王子謳歌くんに雪平ふらのくん……加えて、未いまだに蕾つぼみ段階のショコラくん──」

　そして、少しの溜めを作った後……『恋れん愛あいクラッシャー』の異名を持つ女、密秘は、艶えん然ぜんと微笑ほほえんだ。

「君らがもたもたしているなら、私がいただいてしまうよ」





【①つづく　②To Be Continued...】









　あとがき







　コミカライズ決定なのにあとがきが一ページ……だと。

　やだ、コミカライズ決定仕様のあとがきを先走って準備してた僕赤あかっ恥ぱじ……という旨むねを担当Ｙ女史にお話しした結果──この三巻の発売に先立って、ロングｖｅｒのあとがきが「ザ・スニーカーＷＥＢ」にて公開されてます……あとがきだけ先に出すとかちょっと何を言ってるか分からないんですが……世の中は不思議ですね。

　えー、肝かん心じんの本題ですが、コミカライズはファミ通コミッククリアにて、今冬から開始予定です。手がけていただくのは一いつ葵きさやかさんです。

　尺が無いので謝辞は簡略版で。のうコメ三巻に関かかわっていただいた全すべての方々に感謝を。

　読者の皆みな様さま。様々な媒ばい体たいからの感想、励はげましのお言葉ありがとうございます。お便りをくださった方。個別にお返事できなくて申し訳ありませんが、全てありがたく読ませていただいてます。引き続き、ツイッターからのご意見もお待ちしております。

　それでは、春に発売予定の四巻でお会いしましょう。


二〇一二年九月　春日かすか部べタケル　　
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俺おれの脳のう内ない選せん択たく肢しが、学がく園えんラブコメを全ぜん力りよくで邪じや魔ましている３
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